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長 は 県 ず
教 の 、 公 、
育 給 同 営 同
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布 す る
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る と 減 料
条 す じ 月
例 る た 額

。 額 か（
昭 と ら
和 す 、

欄 山
に 口掲
げ 県
る 知市
町 事
の
区
域 村
ご

廃
止
す
る
。

給 料
に 月
応 額
じ か
、 ら
そ 、
れ そ
ぞ の
れ 額
同 に
表 百

四 る そ
十 。 の
一 た 額
年 だ に
山 し 知
口 、 事
県 手 に
条 当 あ
例 の っ
第 額 て
二 の は

と
に 岡
、
そ
れ 嗣
ぞ
れ
同 政
表
の

の 分
中 の
欄 五
に を
定 乗
め じ
る て
給 得
料 た
月 額

十 算 百
四 出 分
号 の の
） 基 十
第 礎 を
三 と 、
条 な 副
第 る 知
一 給 事
項 料 、

二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

周 山 周 美

陽防
小

大 南 祢
野

島

柳 長 光

井 門

岩 下 防 萩

国 松 府

山 宇
市

口 部

田

町 市 市 市

一 一 三 一
二 五 七 〇
一 八 三 六

市 市 市

一 一 一
〇 三 二
七 〇 二

市 市 市 市

四 一 二 二
〇 一 四 一
八 五 五 三

町
市 市

定

四 三
四 八
三 九 数

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

三



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 （
一 山

第 第 題 条 口
三 四 名 県 地
条 条 中 山 社 域
中 を 口 会 の「

第 定 県 教 自「
特 五 数 社 育 主
別 条 及 会 委 性

山 こ
口 に 地
県 平 公 域
条 成 布 の
例 二 す 自
第 十 る 主
三 六 。 性
号 年 及

三 び

こ
の 阿 平
条 附
例
は 則
、 武 生平
成

田 上 和

布
関 木

施
の と び 教 員 及
」 す 任 育 の び
を る 期 委 定 自

。 」 員 数 立「
、 を の 及 性
特 定 び を「
別 委 数 任 高
の 嘱 及 期 め
」 の び に る
に 基 任 関 た
、 準 期 す め

等 に る の

月 自
二 立
十 性
五 を
日 高

め
る
た
め
の
改
革

二
十
六 町 町
年
四
月
一
日
か
ら
施 二 三
行 二 二

町 町 町

四 二 一
四 三 八「

委 」 関 条 改
員 に す 例 革
の 改 る の の
」 め 条 一 推
を る 例 部 進

。 改 を「 （
、 昭 正 図
委 和 ） る
員 二 た
の 十 め
」 四 の

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

す 人 人
る
。

人 人 人

に 年 関
改 山 係
め 口 法
、 県 律
同 条 の
条 例 整
を 第 備
第 五 に
四 十 関
条 六 す
と 号 る

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

す ） 法
る の 律
。 一 の

部 施
を 行
次 に
の 伴
よ う
う 関
に 係
改 条

山 の
施口 行

県 に
伴知 う

事 関
係
条

村 例
の

正 例
す の
る 整
。 備

に
関
す
る
条
例

整
岡 備

に
関

嗣 す
る
条

政 例
を
こ

四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

う
。 第
） 一
」 条
を 中
加 「
え 第
る 四

第 （
三 山 ３ ２
条 口 第

県 五 会 会
山 固 条 長 長
口 定 第 に は
県 資 二 事 、
固 産 項 故 会
定 評 及 が 務

第 ４ ３ ２ 第（
三 会 二
条 長 前 学 委 条

） 項 識 員
会 の 経 は 協
長 委 験 、 議
は 員 の 関 会
、 は あ 係 の

第 （
二 山（

委 第 条 口 識
員 二 県 経
） 条 山 青 験

及 口 少 の
び 県 年 あ
第 青 問 る
三 少 題 者

第 前（
一 委 に 第 第
条 嘱 次 一 二

の の 条 条
山 基 一 中 を
口 準 条 第「
県 ） を 山 三
社 加 口 条

。 百
一
条
の
二
第
六
項
」
を
「

資 価 び あ を
産 審 第 る 総
評 議 六 と 理
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公
立
大

第 （
例 五 公 第 （

題 第 条 立 三 合
名 百 大 条 議
中 一 公 学 体

号 立 法 法 を「
地 ） 大 人 第 構
方 の 学 山 百 成
独 一 法 口 八 す

第 定（
本 規 一 趣 数
則 定 条 旨 ）
に に ） 」
次 基 こ を
の づ の 付
一 き 条 し
条 、 例 、

第 （
四 山 ３ ２

本 題 条 口
則 名 県 委 委
中 中 山 介 員 員

口 護 は の「 「
介 委 県 保 、 任
護 員 介 険 再 期
保 」 護 審 任 は

第 （
二 委 第 第
条 員 一 審 三

） 条 議 条
審 の 会 を
議 次 に 削
会 に 会 り
の 次 長 、

学
法
人
山
口
県
立
大
学
に
係
る

立 部 人 県 十 る
行 を 山 立 九 委
政 次 口 大 条 員
法 の 県 学 第 の
人 よ 立 に 三 定
法 う 大 係 項 数
第 に 学 る の ）
四 改 に 地 条
十 正 係 方 例
四 す る 独 で
条 る 地 立 定
第 。 方 行 め

を 山 は 同
加 口 、 条
え 県 介 の
る 介 護 前
。 護 保 に

保 険 次
険 法 の
審 一（
査 平 条
会 成 を
の 九 加
公 年 え

険 の 保 査 さ 、
法 下 険 会 れ 二

に 審 の る 年（
平 査 公 こ と「
成 及 会 益 と す
九 び の を が る
年 合 公 代 で 。
法 議 益 表 き た
律 体 を す る だ
第 を 代 る 。 し
百 構 表 委 、
二 成 す 員 補

委 の を 第
員 一 置 二
の 条 く 条
定 を 。 第
数 加 一
は え 項
、 る を
六 。 次
人 の
以 よ
内 う
と に

地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平

一 独 政 る
項 立 法 数
の 行 人 は
条 政 法 、
例 法 第 三
で 人 四 人
定 法 十 と
め 第 四 す
る 四 条 る
」 十 第 。
を 四 一

益 法 る
を 律 。
代 第
表 百
す 二
る 十
委 三
員 号
及 。
び 以
合 下

十 す る の 欠
三 る 委 定 の
号 委 員 数 委
） 員 の に 員
」 」 定 関 の
を を 数 す 任

加 に る 期「
法 え 関 条 は
」 る す 例 、
に 。 る の 前
改 条 一 任

す 改
る め
。 、

同
条
を
第
三
条
と
す

成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号

削 条 項
る 第 の
。 一 条

項 例
の で
条 定
例 め
で る
定 重
め 要
る な

議 「
体 法
を 」
構 と
成 い
す う
る 。
委 ）
員 第
の 百
定 八

め 例 部 者
、 改 の（
本 平 正 残
則 成 ） 任
を 十 期
第 一 間
二 年 と
条 山 す
と 口 る
し 県 。
、 条

る
。

）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
」

重 財
要 産
な を
財 定
産 め
を る
定 条
め 例
る の
条 一
例 部

数 十
を 五
定 条
め 第
る 一
も 項
の 第
と 三
す 号
る 及
。 び

同 例
条 第
に 二
見 十
出 二
し 号
と ）
し の
て 一

部「
を

を
「
法
第
四
十
四
条
第
一

改（
平 正
成 ）
十
七
年
山
口
県
条

第
百
八
十
九
条
第
三
項
の

（
公 次
益 の
を よ
代 う
表 に
す 改
る 正
委 す
員 る
の 。

六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
基 一
づ 条
き
、 こ
地 の
方 条
独 例

に 第（
趣 次 四 本 題
旨 の 十 則 名
） 二 四 中 中

条 条 「 「
を 第 地 地
加 一 方 方
え 項 独 独

第 （
二 七 地
十 条 方 第 第
年 独 委 三 一
山 地 立 員 条 条
口 方 行 の の 中
県 独 政 任 見 「
条 立 法 期 出 第
例 行 人 は し 二

第 （
六 山 第 （
条 口 性 二 法

県 質 条 第
山 留 上 六
口 置 法 法 条
県 施 第 第 第
留 設 四 六 四
置 視 十 条 項

第 え 項（
基 一 趣 る に
づ 条 旨 。 規
き ） 定
、 こ す
公 の る
立 条 」
大 例 に

立 は
行 、
政 地
法 方
人 独
山 立
口 行
県 政
産 法
業 人
技 法
術

る に 立 立
。 規 行 行

定 政 政
す 法 法
る 人 人
」 山 法
に 口 第
改 県 四
め 産 十
、 業 四
本 技 条
則 術 第

第 政 山 、 を 十
四 法 口 一 一「
十 人 県 年 条（
五 山 産 と 任 第
号 口 業 す 期 六
） 県 技 る ） 項
の 産 術 。 」 」
一 業 セ た に を
部 技 ン だ 改 「
を 術 タ し め 第
次 セ ー 、 、 二
の ン に 補 同 十

施 察 二 第 の
設 委 条 四 重
視 員 の 項 要
察 会 二 に な
委 条 の 規 財
員 例 規 定 産
会 の 定 す ）
条 一 に る
例 部 よ 条

改 り 例（
平 正 処 で
成 ） 分 定

学 は 改
法 、 め
人 地 、
山 方 本
口 独 則
県 立 を
立 行 第
大 政 三
学 法 条
に 人 と
係 法 し
る 、（

セ 平
ン 成
タ 十
ー 五
に 年
係 法
る 律
重 第
要 百
な 十
財 八

を セ 一
第 ン 項
三 タ の
条 ー 条
と に 例
し 係 で
、 る 定
同 地 め
条 方 る
に 独 」
見 立 を

よ タ 係 欠 条 一
う ー る の を 条
に に 地 委 同 第
改 係 方 員 条 四
正 る 独 の 第 項
す 地 立 任 二 」
る 方 行 期 項 に
。 独 政 は と 改

立 法 、 し め
行 人 前 、 る
政 法 任 同 。

十 す め
九 る る
年 こ 重
山 と 要
口 が な
県 適 財
条 当 産
例 で は
第 な 、
一 い 帳
号 も 簿

（
重 平 同
要 成 条
な 十 に
財 五 見
産 年 出
を 法 し
定 律 と
め 第 し
る 百 て
も 十 「
の 八

産 号
を 。
定 以
め 下
る 「
も 法
の 」
と と
す い
る う
。 。

出 行 削
し 政 る
と 法 。
し 人
て 法
「 （

平（
法 成
第 十
四 五
十 年

法 第 者 条
人 四 の に
法 十 残 第
第 四 任 一
四 条 期 項
十 第 間 と
四 一 と し
条 項 す て
第 の る 次
一 条 。 の
項 例 一

） の 価
の を 額
一 除 （
部 く 現
を 。 金
次 ） 及
の と び
よ す 預
う る 金
に 。 に
改 あ

（
と 号 法
す 。 第
る 以 四
。 下 十

四「
法 条
」 第
と 一
い 項
う の
。 重

）
第
六
条
第
四
項
及
び
第
四

四 法
条 律
第 第
一 百
項 十
の 八
重 号
要 ）
な 第
財 四
産 十

の で 項
条 定 を
例 め 加
で る え
定 重 る
め 要 。
る な
重 財
要 産
な を
財 定

正 っ
す て
る は
。 、

そ
の
額
）
が
五
十

） 要
第 な
六 財
条 産
第 ）
四 」
項 を
及 付
び し
第 、
四 同

十
四
条
第
一
項

七 の
規
定
に

） 四
」 条
を 第
付 一
し 項
、 の
同 」
条 を
の 「
前 法

産 め
を る
定 条
め 例
る の
条 一
例 部

改（
平 正
成 ）

万
円
以
上
の
財
産
（
そ
の

十 条
四 の
条 前
第 に
一 次
項 の
の 二
規 条
定 を
に 加
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な
す
。

２ １（ （
題 山 施
協 こ 口 こ 行
議 の 県 の 期 附
会 条 青 条 日
設 例 少 例 ） 則
置 の 年 は
条 施 問 、
例 行 題 平

第 第（
性 二 法 基 一
質 条 第 づ 条
上 六 き
法 法 条 、 こ
第 第 第 地 の
四 六 四 方 条
十 条 項 独 例

二 四 年（
趣 条 条 本 題 山
旨 を 第 則 名 口
） 加 一 中 中 県

え 項 条「 「
る に 地 地 例
。 規 方 方 第

定 独 独 三

第 （
八 地 第 （
条 方 性 二 法

独 質 条 第
地 立 上 六
方 行 法 法 条
独 政 第 第 第
立 法 四 六 四
行 人 十 条 項

の 協 成（
以 際 議 二
下 現 会 十

に 設 六「
改 山 置 年
正 口 条 四
後 県 例 月
の 青 の 一
条 少 一 日
例 年 部 か
」 問 改 ら
と 題 正 施

二 第 の 立 は
条 四 重 行 、
の 項 要 政 地
二 に な 法 方
の 規 財 人 独
規 定 産 山 立
定 す ） 口 行
に る 県 政
よ 条 立 法
り 例 病 人
処 で 院 法
分 定 機

す 立 立 十
る 行 行 六
」 政 政 号
に 法 法 ）
改 人 人 の
め 山 法 一
、 口 第 部
本 県 四 を
則 立 十 次
を 病 四 の
第 院 条 よ
三 機 第 う

政 山 二 第 の
法 口 条 四 重
人 県 の 項 要
山 立 二 に な
口 病 の 規 財
県 院 規 定 産
立 機 定 す ）
病 構 に る
院 に よ 条
機 係 り 例
構 る 処 で
に 地 分 定

い 協 に 行
う 議 伴 す
。 会 う る
） の 経 。
第 委 過
二 員 措
条 で 置
第 あ ）
二 る
項 者
の は

（
す め 構 平
る る に 成
こ 重 係 十
と 要 る 五
が な 重 年
適 財 要 法
当 産 な 律
で は 財 第
な 、 産 百
い 帳 を 十
も 簿 定 八

条 構 一 に
と に 項 改
し 係 の 正
、 る 条 す
同 地 例 る
条 方 で 。
に 独 定
見 立 め
出 行 る
し 政 」
と 法 を

係 方 す め
る 独 る る
地 立 こ 重
方 行 と 要
独 政 が な
立 法 適 財
行 人 当 産
政 法 で は
法 第 な 、
人 四 い 帳
法 十 も 簿

規 、
定 こ
に の
よ 条
り 例
、 の
山 施
口 行
県 の
青 日
少 に

の 価 め 号
を 額 る 。
除 も 以（
く 現 の 下
。 金 と 「
） 及 す 法
と び る 」
す 預 。 と
る 金 い
。 に う

あ 。

し 人 削
て 法 る

。「 （
平（

法 成
第 十
四 五
十 年
四 法
条 律
第 第

第 四 の 価
四 条 を 額
十 第 除 （
四 一 く 現
条 項 。 金
第 の ） 及
一 条 と び
項 例 す 預
の で る 金
条 定 。 に
例 め あ

年 、
問 第
題 二
協 条
議 の
会 規
の 定
委 に
員 よ
と る
し 改

っ ）
て 第
は 六
、 条
そ 第
の 四
額 項
） 及
が び
五 第
十 四

一 百
項 十
の 八
重 号
要 ）
な 第
財 四
産 十
） 四
」 条
を 第

で る っ
定 重 て
め 要 は
る な 、
重 財 そ
要 産 の
な を 額
財 定 ）
産 め が
を る 五
定 条 十

て 正
任 後
命 の
さ 山
れ 口
た 県
も 青
の 少
と 年
み 問

万 十
円 四
以 条
上 第
の 一
財 項
産 の

規（
そ 定
の に

付 一
し 項
、 の
同 」
条 を
の 「
前 法
に 第
次 四
の 十

め 例 万
る の 円
条 一 以
例 部 上

改 の（
平 正 財
成 ） 産
二 （
十 そ
二 の

八
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十
一 四
年

山山
口口
県県
営条
住例

山
第 本 口
二 人 県
条 確 本 条
中 認 人 例
第 情 確 第
十 報 認 五
四 の 情 号
号 利 報

育
本 こ 支

平 人 の 援
成 確 条 附 に
二 認 例 」
十 情 は 則 に
六 報 、 改
年 の 平 め
三 利 成 る

山
別 附 口
表 属 県
教 機 附 条
育 関 属 例
委 の 機 第
員 設 関 四
会 置 の 号
の に 設

３
附 わ

平 属 ら 前
成 機 ず 項
二 関 、 の
十 の 平 規
六 設 成 定
年 置 二 に
三 に 十 よ

宅第
条三
例号

。 （
昭以
和下
二こ
十の
七号
年に
山お
口

を 用 の
第 及 利
十 び 用
五 提 及
号 供 び
と に 提
し 関 供
、 す に
第 る 関
十 条 す
三 例 る
号 条

月 用 二 。
二 及 十
十 び 六
五 提 年
日 供 四

に 月
関 一
す 日
る か
条 ら
例 施
の 行

部 関 置
中 す に

る 関「
山 条 す
口 例 る
県 条（
心 昭 例
身 和 の
障 二 一
害 十 部
児 八 を
就 年 改

月 関 七 り
二 す 年 山
十 る 三 口
五 条 月 県
日 例 三 青

の 十 少
一 一 年
部 日 問
を ま 題
改 で 協
正 と 議
す す 会い

県て
条「
例改
第良
三住 十宅 一条 号例 。」 以と 下

（
の 平 例
次 成 の
に 十 一
次 九 部
の 年 を
一 山 改
号 口 正
を 県 す
加 条 る
え 例 条
る 第 例

一 す
部 る
を 。
改
正
す
る
条
例
を
こ

学 山 正
指 口 す
導 県 る
委 条 条
員 例 例
会 第
」 五
を 十

一「
山 号
口 ）

る る の
条 。 委
例 員
を と
こ し
こ て
に 任
公 命
布 さ
す れ
る たい こう の。 号） に及 おび い山 て口 「県 条営 例

特 」

。 二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

こ
に
公
布
す
る
。

県 の
教 一
育 部
支 を
援 次
委 の
員 よ
会 う
」 に
に 改
改 正

。 も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任

定 と
公 い
共 う
賃 。
貸 ）
住 、
宅 山
条 口
例 県

営（
平 改

に 山
改 口正
す 県
る 知。

事

村

め す 山
、 る 口。「
心 県
身 知に
」 事
を
削
り 村
、

期
は
、
改
正
後
の
条
例
第
二

成 良
九 住
年 宅
山 条
口 例
県 （

九 条 昭
例 和
第 四
三 十

岡

嗣

政

「
就 岡
学
指
導 嗣
に
」
を 政
「
教

条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
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附

則

チ ト
確 替 使 認
認 え 条 用 条 の
の て 例 料 例 事
事 準 第 の 第 務
務 用 四 徴 四

す 十 収 十

へ ホ
三 名 確
項 条 若 条 認
の 例 し 例 の
規 第 く 第 事
定 三 は 二 務
に 十 住 十

ニ ハ
る 認 の る
原 条 の 規 条 敷
状 例 事 定 例 金
回 第 務 に 第 の
復 十 よ 十 還
又 九 る 七 付

ロ イ 号
い の 。

条 て 規 条 以
例 同 定 例 下
第 じ に 第 こ
十 。 よ 十 の
六 ） る 五 号

る 二 の 一
条 条 た 条
例 第 め （
第 二 に 改
三 項 必 良
十 要 住（
条 改 な 宅
第 良 入 条
四 住 居 例
項 宅 者 第
の 条 又 三
規 例 は 条

よ 条 所 四
る 第 の 条
金 三 確 第
銭 項 認 三
の 若 の 項
徴 し 事 の
収 く 務 規
の は 定
た 第 に
め 四 よ
に 項 る
必 金

は 条 修 条 の
損 第 繕 第 た
害 三 費 二 め
賠 項 用 項 に
償 の 又 必（
の 改 徴 は 要
請 良 収 第 な
求 住 の 四 退
の 宅 た 項 去
た 条 め 者（
め 例 に 改 又
に 第 必 良 は

条 若 家 条 に
第 し 賃 第 お
二 く の 一 い
項 は 徴 項 て

そ 収 又（ 「
改 の の は 特
良 連 た 第 定
住 帯 め 四 公
宅 保 に 項 共
条 証 必 賃（
例 人 要 改 貸
第 又 な 良 住

定 第 そ 第
に 三 の 一
よ 条 相 項
る 第 続 及
金 一 人 び
銭 項 の 特
の 及 生 定
徴 び 存 公
収 特 の 共
の 定 事 賃
た 公 実 貸

（
要 改 銭
な 良 の
退 住 徴
去 宅 収
者 条 の
若 例 た
し 第 め
く 三 に
は 条 必
そ 第 要
の 一 な

必 三 要 住 そ
要 条 な 宅 の
な 第 入 条 相
入 一 居 例 続
居 項 者 第 人
者 及 若 三 の
若 び し 条 生
し 特 く 第 存
く 定 は 一 の
は 公 そ 項 事
そ 共 の 及 実

三 は 入 住 宅
条 こ 居 宅 条
第 れ 者 条 例
一 ら 例 」（
項 の 入 第 と
及 相 居 三 い
び 続 者 条 う
特 人 で 第 。
定 の あ 一 ）
公 生 っ 項 に
共 存 た 及 よ

め 共 又 住
に 賃 は 宅
必 貸 氏 条
要 住 名 例
な 宅 若 第
入 条 し 十
居 例 く 三
者 第 は 条
又 十 住 に
は 三 所 お
そ 条 の い

連 項 退
帯 に 去
保 お 者
証 い 若
人 て し
又 準 く
は 用 は
こ す そ
れ る の
ら 場 連
の 合 帯

の 賃 連 び 又
連 貸 帯 特 は
帯 住 保 定 氏
保 宅 証 公 名
証 条 人 共 若
人 例 又 賃 し
又 第 は 貸 く
は 九 こ 住 は
こ 条 れ 宅 住
れ 第 ら 条 所
ら 五 の 例 の

賃 の 者 び る
貸 事 特 事（
住 実 以 定 務
宅 又 下 公 で
条 は こ 共 あ
例 氏 の 賃 っ
第 名 号 貸 て
八 若 に 住 、
条 し お 宅 次
第 く い 条 に
三 は て 例 掲

の に 確 て
相 お 認 準
続 い の 用
人 て 事 す
の 準 務 る
生 用 場
存 す 合
の る を
事 場 含
実 合 む
又 を 。

相 を 保
続 含 証
人 む 人
の 。 又
生 ） は
存 又 こ
の は れ
事 特 ら
実 定 の
又 公 相
は 共 続

の 項 相 第 確
相 に 続 九 認
続 お 人 条 の
人 い の 第 事
の て 生 五 務
生 準 存 項
存 用 の に
の す 事 お
事 る 実 い
実 場 又 て
又 合 は 準

項 住 第 げ「
に 所 退 八 る
お の 去 条 も
い 確 者 第 の
て 認 」 三
準 の と 項
用 事 い に
す 務 う お
る 。 い
場 ） て
合 を 準

は 含 ）
氏 む に
名 。 規
若 ） 定
し に す
く お る
は い 駐
住 て 車
所 読 場
の み の

氏 賃 人
名 貸 の
若 住 生
し 宅 存
く 条 の
は 例 事
住 第 実
所 十 又
の 条 は
確 第 氏

は を 氏 用
氏 含 名 す
名 む 若 る
若 。 し 場
し ） く 合
く の は を
は 規 住 含
住 定 所 む
所 に の 。
の よ 確 ）

を 含 用
含 む す
む 。 る
。 以 場
） 下 合
の こ を
規 の 含
定 号 む
に に 。
よ お ）

一
〇
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リ チ ト ヘ ホ ニ

法 法 法 法 法 法
第 第 第 第 第 第
十 八 八 八 七 七
三 条 条 条 条 条
条 第 第 第 第 第

四
ハ ロ イ 年 の

法 二
法 法 法 律
第 第 第 第 特
七 六 五 八 定
条 条 条 十 化
第 第 第 六 学

次 山
の 別 山 口
よ 表 口 県
う 第 県 山 条
に 一 の 口 例
加 号 事 県 第
え の 務 の 六
る 五 処 事 号
。 中 理 務

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 の 例
十 事 は
六 務 、
年 処 平
三 理 成

の 五 四 二 五 三
規 項 項 項 項 項
定 の の の の の
に 規 規 規 規 規
よ 定 定 定 定 定
り に に に に に
提 よ よ よ よ よ
供 る る る り る
を 集 通 通 説 通
求 計 知 知 明 知
め 及 を を を を

二 三 三 号 物
項 項 項 。 質
の の の 以 の
規 規 規 下 環
定 定 定 こ 境
に に に の へ
よ よ よ 号 の
る る り に 排
通 通 届 お 出
知 知 出 い 量
を を を て の

の 処「
下 特 理
関 例 の
市 に 特
」 関 例
の す に
下 る 関
に 条 す

例 る「
、 条（
宇 平 例
部 成 の

月 の 二
二 特 十
十 例 六
五 に 年
日 関 四

す 月
る 一
条 日
例 か
の ら
一 施
部 行、 び 受 受 求 受

又 公 理 理 め 理
は 表 す す る す
意 を る る こ る
見 す こ こ と こ
を る と と 。 と
述 こ 。 。 。
べ と
る 。
こ
と

受 受 受 把「
理 理 理 法 握
す す し 」 等
る る 、 と 及
こ こ 及 い び
と と び う 管
。 。 意 。 理

見 ） の
を に 改
付 基 善
す づ の

市 十 一
」 二 部
を 年 を
加 山 改
え 口 正
、 県 す
同 条 る
表 例 条
第 第 例
一 二
号 号

を す
改 る
正 。
す
る
条
例
を
こ
こ
に。 こ く 促

と 事 進
。 務 に

の 関
う す
ち る
次 法
に 律
掲 （
げ 平
る 成

の ）
六 の
中 一

部「
周 を
南 次
市 の
」 よ
の う
下 に
に 改

公
布
す
る
。

も 十
の 一

萩
市

正「
、 す
山 る
陽 。
小
野
田
市
」
を
加

山
口
県
知
事

村

一
一

え
、
同
表
第
四
号
の
次
に

岡

嗣

政



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ヲ ル ヌ リ チ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
八 八 八 八 八
条 条 条 条 条
第 第 第 第 第

ト ヘ ホ ニ ハ
場

法 法 法 法 法 合
第 第 第 第 第 を
七 六 六 六 六 含
条 条 条 条 条 む
第 第 第 第 第 。

十
八十 号ロ イ う 八 の。 の 三法 法 ） 二 と第 第 に し五 五 基 大 、条 条 づ 規 同第 第 く 模

の 市
四 、 別
と 山 表 ヌし 口 第
、 市 十 イ同 」 八 か表 に 号 ら第 改 中 リ十 め 「 ま

七 六 四 三 二
項 項 項 項 項
の の の の の
規 規 規 規 意
定 定 定 定 見
に に に に 書
よ よ よ よ を
る る り る 受
届 公 意 公 理
出 告 見 告 す
又 を を を る

三 六 五 二 一 ）
項 項 項 項 項 の
の の の の の 規
規 規 規 規 規 定
定 定 定 定 定 に
に に に に に よ
よ よ よ よ よ る
る る る る る 公
意 公 届 届 届 告
見 告 出 出 出 を
を を を を を し

表三 一 事 小 第項 項 務 売 十の の 店（ 八法 規 う 舗 号第 定 ち 立 の六 に 次 地 次条 よ に 法 に第 る 掲 次（
三 届 げ 平 の項 出 る 成 よ、 を も 十 う

八 、 及 で号 び「 にの 防 長 掲二 府 門 げ中 市 市 る」 」「 も山 の を の口 下 「 の市 に 、 ほ」 長「 かを 、 門 、美 市は し 述 し こ
通 、 べ 、 と
知 及 、 及 。
を び 又 び
受 同 は 同
理 項 同 項
す の 項 の
る 規 の 規
こ 定 規 定
と に 定 に
。 よ に よ

述 す 受 受 受 、
べ る 理 理 理 及
る こ す す す び
こ と る る る 同
と 。 こ こ こ 項
。 と と と の

。 。 。 規
定
に
よ
り

法 受 の 年 に第 理 法 加八 す え律条 る る第第 こ 。九八 と 十項 。
一及
号び
。法
以第

「 法宇 祢 及 の部 市 び 施市 、 山 行、 山 陽 に山 陽 小 関口 小 野 す市 野 田 る」 田 市 事に 市 」 務改 」 に でめ を 改り よ り
縦 る 縦
覧 通 覧
に 知 に
供 を 供
す す す
る る る
こ こ こ
と と と
。 。 。

縦
覧
に
供
す
る
こ
と
。

下九
こ条
の第
号五
に項
おに
いお
てい

て 「
法準
」用

あ、 加 め っえ 、「 て岩 、 同 規国 同 表 則市 号 第 で」 を 十 定の 同 八 め下 表 号 るに 第 の も十 五「 の、 八 をとす
る い

萩
市
及
び
美
祢
市

美 号 削
祢 の り
市 五 、
、 と 同
山 し 表
陽 、 第
小 同 十
野 表 八
田 第 号
市 十 の
」 八 四
を 号 中
加 の 「
え 三 山
、 を 口
同 同 市
号 表 」
を 第 を
同 十 「
表 八 宇
第 号 部

一
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

ニ ハ ロ イ に づ
属 く

法 法 法 法 す 事
第 第 第 第 る 務
三 三 三 三 国 の
十 十 十 十 有 う
一 一 一 一 財 ち

の
十 別二 六 表十 ラを 第一 第 十 イ十 八国 か八 号有 ら号 の財 ナの 十産 ま

ナ ネ ツ ソ レ
理
す 法 法 法 法 法
る 附 第 第 第 第
こ 則 十 十 十 十
と 第 四 四 二 一
。 五 条 条 条 条

タ ヨ カ ワ

法 法 法 法
第 第 第 第
九 九 九 九
条 条 条 条
第 第 第 第

条 条 条 条 産 次
の の の の に に
三 二 二 二 係 掲
第 第 第 第 る げ
一 五 二 一 も る
項 項 項 項 の も
の の の の に の
規 規 規 規 限 （
定 定 定 定 る 市
に に に に 。 町
よ よ よ よ ） が

十 四法 で五 を に（ と 削昭 掲し り和 げ、 、二 る第 同十 も十 表三 の八 第年 の号 十法 ほの 八律 か十 号第 、七 の

条 第 第 の 第
第 二 一 規 三
一 項 項 定 項
項 の の に の

規 規 よ 規（
同 定 定 り 定
条 に に 協 に
第 よ よ 力 よ
三 る る を る
項 報 報 求 届
に 告 告 め 出

七 四 三 一
項 項 項 項
の の の の
規 規 規 規
定 定 定 定
に に に に
よ よ よ よ
る る る る
公 届 通 勧
表 出 知 告
を を 及 を

り る る る 管
協 損 通 立 理
議 失 知 入 す
を の 又 り る
求 補 は を 漁
め 償 公 す 港
る を 告 る の
こ す を こ 区
と る す と 域
。 こ る 。 内

と こ に

七 法を 十十 の第 五三 施十 中号 行八。 「 に号 長以 関の 門下 す十 市こ る六 」の 事と の号 務し 下に で、 に

お の の る を
い 徴 徴 こ 受
て 収 収 と 理
準 を を 。 す
用 す す る
す る る こ
る こ こ と
場 と と 。
合 。 。
を
含

す 受 び す
る 理 公 る
こ す 告 こ
と る を と
。 こ す 。

と る
。 こ

と
。

。 と 所
。 在

す
る
農
林
水
産
大
臣
の

お あ第い 「 っ二 、て て十 柳 規「 一 井法 則号 市」 でか 」と 定ら をい め第 加う る二 え。 も十 、） の六 同

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出

所
管

及 井 光
び 市 市
阿 、 、
武 周 長
町 防 門

大 市
島 、
町 柳

に 号 号基 ま を
で 同宇 を 表部 次 第市 の 十、 よ 八山 う 号口 に の市 改 十、 め 四

を
受

一
三

る と
。 し

、
同
表
中
第
十
八
号



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

に
つ
い
て
は
、
改
正

２ （
号 経
の 改 過 号（
四 正 措 平 の
及 後 置 成 十
び の ） 二 六
第 山 十 と
三 口 五 す
十 県 年 る

１ 田（
二 一 施 市

こ 行 」
別 別 の 期 附 に
表 表 条 日 改
中 第 例 ） 則 め
第 十 は る
十 八 、 。
八 号 平

表
第 別 二三 表 十 ヌ十 第 二三 二 か 法号 十 ら 第の 七 二 三四 号 十 十中 中 六 一

リ チ ト ヘ ホ

法 法 法 法 法
第 第 第 第 第
三 三 三 三 三
十 十 十 十 十
一 一 一 一 一後

の
条
例
第
二
条
の
規
定
は
、

四 の 法 改
号 事 律 正
の 務 第 規
四 処 百 定
の 理 二 及
上 の 号 び
欄 特 。 附
に 例 以 則
掲 に 下 第
げ 関 三「
る す 改 項
事 る 正

号 の 成
の 二 二
十 及 十
四 び 六
を 第 年
削 十 四
り 八 月
、 号 一
第 の 日
十 四 か
八 の ら
号 改 施

「 「 ま 条及 及 で のび び 五柳 周 削 第井 南 除 三市 市 項」 」 のを を 規「 「 定、 、 に柳 周 よ井 南

条 条 条 条 条
の の の の の
五 四 四 四 三
第 第 第 第 第
一 五 三 二 三
項 項 項 項 項
の の の の の
規 規 規 規 規
定 定 定 定 定
に に に に に
よ よ よ よ よ

適
用
し
な
い
。

の
務 条 法 規
を 例 」 定
除 と（
く 以 い 農
。 下 う 業
） 。 の「
の 改 ） 構う 正 の 造ち 後 施 改、 の 行 革こ 条 の

の 正 行
十 規 す
五 定 る
を 。（
第 美 た
十 祢 だ
八 市 し
号 に 、
の 係 次
十 る の
四 部 各

る市 市 通及 及 知び び 及山 山 び陽 陽 公小 小 告野 野 を田 田 す市 市 る」 」 こに に

る る る り り
通 通 諮 境 境
告 知 問 界 界
を 及 を を を
受 び す 定 明
け 公 る め ら
る 告 こ る か
こ を と こ に
と す 。 と す
。 る 。 る

こ こ
をの 例 日 推条 」 進例 と すの い る施 う た行 。 めの ） の日 別 農前 表
業に の
経知 上

と 分 号
し を に
、 除 掲
第 く げ
十 。 る
八 ） 規
号 定
の 平 は
十 成 、
六 二 当
を 十 該

と改 改 。め め
、 、
同 同
表 表
第 第
三 三
十 十
四 一
号 号
の の

と と
。 。

営事 欄
基が に
盤し 掲
強た げ
化許 る
促可 事
進等 務
法の （
等処 同
の分 表
一そ 第

第 七 各
十 年 号
八 一 に
号 月 定
の 一 め
十 日 る
五 日
と か
し ら
、 施
第 行

四 二
中 中
「 「
及 下
び 関
長 市
門 」
市 の
」 下
を に

部の 十
を他 八
改の 号
正行 の
す為 三
るに 、
等係 第
のる 三
法も 十

の 三 律

十 す
八 る
号 。
の
十
七
を
第
十
八

「 「
、 、
長 宇
門 部
市 市
及 」
び を
山 加
陽 え
小 、
野 同

一
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 山
三 口
条 県
第 地
三 方
項 警
中 察

職「

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 地
県 第 十 方
地 八 六 警
方 号 年 察
警 三 職

人 四 条
こ 」 第七
の に 三人
条 附 、 号」
例 中に「
は 則 四 、 「
、 一 一「
平 四 、一
成 人 二八

山
第 山 口
二 口 県
条 県 山 条
第 学 口 例
一 校 県 第
号 職 学 七
中 員 校 号

定 職「

３
山 を

平 口 除 改
成 県 く 正
二 学 。 法
十 校 ） 附
六 職 の 則
年 員 規 第
三 定 定 八

三 員
月 定
」 数
の 条
下 例
に （

昭「
和（

前 三
項 十
第 二
一 年

察 月 員
職 二 定
員 十 数
定 五 条
数 日 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す

二 」 二九
十 を 三人
六 人」「
年 四 」を
四 〇 を「
月 五 一 「
一 人 一八
日 」 、五
か に 二人
ら 、 四」
施 六に「
行 五 人

二 数 員
、 条 定
二 例 数
三 条（
六 昭 例
人 和 の
」 三 一
を 十 部

一 を「
二 年 改
、 山 正
二 口 す

月 数 は 条
二 条 、 第
十 例 な 一
五 の お 項
日 一 そ に

部 の 規
を 効 定
改 力 す
正 を る
す 有 認
る す 定
条 る に

号 山
の 口
二 県
に 条
掲 例
げ 第
る 十
職 六
員 号

）（
警 の

正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る

、
す 、 」「
る 六 に三
。 三 、、

八 三 「
人 一四
」 、四を 三人 八」「
五 二を、 人「六 」

二 県 る
〇 条 条
人 例 例
」 第
に 五
、 十

一「
五 号
三 ）
〇 の
人 一

例 。 関
を す
こ る
こ 事
に 務
公 に
布 つ
す い
る て
。 は

、
察 一
官 部
に を
限 次
る の
。 よ
） う
に に
あ 改
っ 正
て す

。 三〇 を、四 三 「
人 一三」 、二に 四人改 〇」め 五にる 人改。 」

め に
、 改

」 部
を を

次「
五 の
二 よ
六 う
人 に
」 改
に 正
、 す

る

改
正
前
の
山
口
県
の
事
務
処

は る
、 。
一
年
）
」
を
加
え
る
。

山
口
県
知
事

村

同 め
条 、
第 同
五 条
号 第
中 四

号「
五 中
、 「
二 三
二 、

「
二 。 山
、 口七
六 県
六 知人
」 事
を
「
二 村
、

理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別

一
五

岡

嗣

政

四 一
人 五
」 五
を 人

」「
五 を
、 「
一 三
九 、
九 一

七
四 岡
六
人
」 嗣
に
改
め 政
、
同

表
第
十
八
号
の
十
四
（
ロ



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
一
条

山
口
県
使
用

山（
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
使 口 例 二 使
用 県 第 十 用
料 使 十 六 料
手 用 号 年 手
数 料 三 数

６
こ は
の 、 知
条 附 こ 事
例 の は
は 則 条 、
、 例 平
平 の 成
成 規 二

山（
検 附 山 口
討 則 口 県
） に 県 山 条

次 産 口 例
の 業 県 第
一 廃 産 九
項 棄 業 号
を 物 廃

山 こ
平 口 の
成 県 条 附
二 産 例
十 業 は 則
六 廃 、
年 棄 平
三 物 成

料
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一

料 手 月 料
条 数 二 条
例 料 十 例
の 条 五 等
一 例 日 の
部 等 一
改 の 部
正 一 を
） 部 改

を 正
改 す
正 る

二 定 十
十 に 六
六 つ 年
年 い 四
四 て 月
月 検 一
一 討 日
日 を か
か 加 ら
ら え 五
施 、 年
行 そ を

加 税 棄
え 条 物
る 例 税
。 条（

平 例
成 の
十 一
五 部
年 を
山 改
口 正
県 す

月 税 二
二 条 十
十 例 六
五 の 年
日 一 四

部 月
を 一
改 日
正 か
す ら
る 施
条 行

年
山
口
県
条
例
第
一
号
）
の

す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

す の 目
る 結 途
。 果 と

に し
基 て
づ 、
い こ
て の
必 条
要 例
な の

条 る
例 条
第 例
四
十
号
）
の
一
部
を

例 す
を る
こ 。
こ
に
公
布
す
る
。

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

措 施
置 行
を の
講 状
ず 況
る 、
も 社
の 会
と 経
す 済
る 情

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

る
。

山
口
県
知
事

村

。 勢
の
推
移
等
を
勘
案
し
、
必

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

岡

嗣

政

一
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

表
十
五
の
三
の
項
中

を「 「

管建 「
九理築 千業物 四者環 百境 五衛 十四 生

円 千 め 三 に に
」 、 十 、 、円
を 同 円」 「 「

表 」 七 七を「
三 九 を 千 千「
千 の 四 三二 「
二 項 二 百 百万
百 中 万 円 円二

百 百 百 二「
二 円 五 の円

」 十 項万 」
に 円 中千 を
、 」二 「「

に 五一十 「
千 、 千万円
九 七」 六 「

四 十 円 十
万 二 」 別八
円 項 に 表条
」 第 改 第の
を 四 め 一五

号 、 の第「
二 又 同 ２十
十 は 項 の項

「
二
千
円
」
を
「
二
千
二
十
円

円万 一 」五 般 に千 改円 め
、」

を 同
表「
十
五
の
項

十 四 」 」千 「
円 一 千 を を二
」 万 四十 「 「
に 六 百 七 七円
、 千 五 千 千」

円 十 四 三に「
三 」 円 百 百、
千 を 」 二 十「
六 に 十 円一 「
百 一 、 円 」万
円 万 」 に円 「
」 六 一 に 改

百 四 百に 千
六 万 七改 三
十 五 十め 百
円 千 円、 二
」 百 」同 十
を 七 を表 円

十四 」 「 「
千 円 五の に
九 」 千項 、
百 を 八中 「
八 百一 「「
十 四 四

四 第 譲 表又
万 三 渡 二は
百 十 予 の第
円 八 定 項三
」 条 価 中十
に の 額 八 「
、 五 審 八条

第 査 百の「
二 十 手 円五
十 項 数 」第
二 第 料 を八
万 四 に

」
に
改
め
、
同
表
十
五
の
四

中四
万 一 「

三五 件 万千 に 五三 つ 千十 き 円円 」
を」

に 「
改 三

」
を 千 万 改 めを

四 六 め 、「 「
三 十 千 、 同一
千 円 七 同 表万
六 」 百 表 六二
百 に 二 七 の十十 改 十 の 項円円 め 円 項 中」」 、 」 中に 「
に 同 を 二改 「
、 表 二 万

一 万
円 万 十万 百
」 五 円六 五
に 千 」千 十
、 九 に円 円 百 、」 」 「
二 七を を 「
万 十 一「 「 三 円 万一 一 千 」 三万 万 三 に 千六 百 百 、 百

項 「
四 号 関 八」
千 」 す 百を
円 に る 二「」 、 部 十第を 分 円十「

四 中 」九「
二 万 に条「
十 三 第 改第二 千 十 め十万 円 八 、一四 」 条 別

の
項
中
「
一
万
七
千
円
」
を

め 万
、 五
同 千四表 三万十 十五五 円千の 」円二 に
の 改」
項 を め
中 削 、

め 「
十 一 万 二、「

六 の 万 二 千同千 項 六 千 円表百 中 千 円 」十円 七 」 を「三」 八 百 を 「のを 千 五 二「項 円 十 二 万「
中六 」 円 万 二

千 を 」 二 千「
五百 に 千 四

千 七 九 円「四 十 十 五 」十 円 円 万 を円 」 」 七 「」 に を 千 一に 、 三 万「改 二 十 三「
一め 万 円 千、 万 三 」 三

同 四 千 を 百
表 千 七 六

項千 を の 表又百 五 第「 は円 四 第 一第」 万 十 の三に 三 一 ３十、 千 項 の
八百 第 表「
条二 二 四 六
の十 十 号 の
五二 円 又 項
第万 」 は 特

「
一
万
七
千
三
十
円
」
に
、

り「
一 、
万
五
千
円
」
を
「
一
万

「
千十 八 、 四 十
六円 千 十 円「
百」 三 七 円 」
円に 十 千 」 に
」改 円 六 に 、
をめ 」 百 改 「

、 に 十 め 七「
五同 改 円 、 千
千表 め 」 同 三
六十 、 を 表 百
百四 同 八 円

「
五 円 百 五 十

」の 八 万 円
を項 十 八 」

中 円 千 に「
一 」 三 、「

二 万 に 十 「
万 四 改 円 九
二 千 め 」 万
千 二 、 に 二
円 十 同 、 千
」 円 表 五

九二 に 第 定
項千 改 三 住
」円 め 十 宅
に」 、 八 用
、を 別 条 地

表 の 認「「
四二 第 五 定
万十 一 第 申
七二 の 九 請
千万 ４ 項 手
円二 の 第 数

「
一
万
円
」

一 を
七 「

一
万
二

五
千
十
円
」
に
改
め
、
同

「
十の 表 七 の 」
円項 十 千 項 を
」中 一 六 中 「
に の 百 七「 「
、九 項 三 二 千

千 中 十 万 三「
三四 円 四 百「
千百 二 」 千 十
二円 万 に 四 円

」 百 二 改 百 」

「
を 」 三 千 百

に の 百 円「
二 、 項 九 」
万 中 十 を「

二二 円「 「
万千 一 」 九
千四 万 を 万
円十 六 四「
」円 千 千 千

」 を 三 二 七

」千 表 四 料
を百 一 号 に

円 の 」 関「
四」 三 を す
万に の る「
七改 項 第 部
千め 中 十 分
百、 九 中「
二同 二 条 「

表 十 第 十 第
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「

ア
ちるロ第号令十規
、 の一） 二則水検 第
亜 規項第 年 道査 四 （
硝 定第十 厚昭法

の濁気度水蒸オ物び態素
検度、、素発ン、 窒及そ
査に色 イ残、塩 素び味 のつ度 オ留硬化 、亜

円「
」
を

ア 「
八ちるロ第号令十規 百、 の一） 二則水検 第 二硝 規項第 年 道査 四 （ 十酸 定第十 厚昭法

百 百 円 十「
二 九 」六 円
千 十 を 」十
八 円 に円 「
百 」 五」 改
円 を 千に め
」 五、 、「
を 千 百 同「

の 十酸 に一五 生和施
態うよ号条五省三行

、 化い又 ン物度物 鉄硝
ては臭濃、、イ合及酸

円の 十態 に一五 生和施 」窒うよ号条五省三行 に
、
「
十
円
五
十
銭
」
を

五 十二 表「
二 百 円万 十
千 円 」七 六
九 」 に千 の
百 に 改二 項
円 、 め百 中
」 、九 「 「
に 一 同十 一
改 万 表円 万
め 五 二」 九
、 百 十を 千
別 二 の

一
項
目
に
つ
き

「
十
円
八
十
銭
」
に
改
め
、

円「
表 十 項二 」
第 円 中万 を
一 」七 「 「
の を 二千 一
５ 千三 万「
の 一 八百 九表 万 百十 千六 六 八円 二の 百 十」 十項 六 円に 円の 十 」

」

七
百
三
十
円

を

同
項
の

中

、 」円 を に「及 」二 「 、び に 二千 改 千 「
三 一中 め 八百 万、 百「 三 円十 同 九 」十円 表 十 を円五 二 円」十 十 」 「

一を銭 三 に
万」 の 、「

二 二を 項 「
千 十中 九「
三 円十 百「

」百円 三 二
に四八 万 十
改十十 二 円
め円銭 千 」
、」」 七 を
同にに 百 「
表改改 四 九
十めめ 十 百

、 七、 円 三
同 の同 」 十
表 項項 を 円
二 中の 」「
十 三 に 「

五四中 万 、
の 千二「 「

五項八 千 千
百 中 七 四 百

一
八
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に 「
、 六

百「
九 円
百 」
七 を
十 「
円 六

千 八 め に「
八 、 、九 千
百 同百 七 「
七 項 四七 百
十 の 万十 円
円 五」円
」 中 千」 に
に 百、を 「

円 万 改 円 に「
六 」 め 」 、八

、 に千 を 千 「
同 、 千百 七「
項七 七円 百 「
の 十」 千 百円

万を 二 三」
中 七十 十に「

二 に
十 、
円 「
」 三
を 千 の濁気度水九「 検度、、素二 百 査に色 イ千 八 味つ度 オ

蒸オ物及酸窒窒
発ン、び態素素
残、塩そ窒及、
留硬化の素び硝」 百

を 十
円「

九 」
百 に
九 改
十 め
円 、
」 同
に 項
、 の

、 六 円「「
千 」一三 「

五 百 を万千
千 円八五 「
四 」 四千十
百 を 万六円
七 六」 百 「
十 六 千に 八
円 千 三、 十
」 二 百円「
を 百 八五 」

七 十

千六 、円 円「
六 三千 」 」「
千 百三二 に を
百 円、 万百 「
円 」 千六七 「
」 を三 七千十
を万 百八円 「

十四」 七百 「
六 一千に 十円
千 万、 八 」 円
二 三百 」を「
百 百

七 十 、い又 ン百 円 ては臭濃九 」
十 を
円 「
」 四
に 千
、 九

十「
円
」
に

物度物化、亜酸
、、イ合鉄硝態

あ目酸一
つに態項
てつ窒目
はい素に
、て及つ
当同びき
該時亜（
二に硝亜「

三 中
千 「
百 千
円 六
」 百を 二

十「
三 円千 」百 を八

千 を「
五 十 円四 「
千 円 」百 一
六 」 に七 万
百 に 、十 九二 、円 千 「
十 五」 二 「
円 一 万を 百」 万 七十「 に 三 千五 円、 千 円千 」 六 」

一 五 に「
七 六万 、三十
十 十三 万円 「
円 円 千千 」 七
」 」 百六 を 千
に に 十百 八「 、 、三 円四 百

」万十 五 「 「
一 一 を五円 十 万 万」 千 円 「三 千 千を 八 」 千 五

、
「
二
千三 九百 十五 円十 」円 を

」 「
を 二

項検酸硝
目査態酸
にす窒態
つる素窒
き場の素
）合二と
に項硝

「十 千円 六」 百に 六改 十め 円、 」同 に項
改の
め

六 「 に二 百 を百 、万 四 「二 六 十 五「
二十 千 円 万万円 百 」 八」 二三 を 千に 千十 六「

改 五円 一 百
め 百」 万 二
、 円を 四 十
同 」 千 円

百百 に「 六 百 四一 、四 百 円 十万 十 四 」「
円四四 円 十 を 」万千 」 円 「 に七二 に 」 一 改、 千十 を 万 め五円 千「 「 、千」 百 一 八 同九に 円 万 百
項、 百 」 四 二

千「
百
四
十
円
」
に
、三 」百 「
千六 三

七
百
五
十
円

に
、

、中
同「
項六
の千

百
中円

」 「
七を
百「
三六
十千

「
項 を二 二 」
の 万 十 に「

二六 円 、
万中 千 」 「
三八 に 千「

三 千百 、 九
百 百七 百「
五 四十 九 八
十 十円 万 十
円 円」 五 円
」 」に 千 」

の八 を 千 十「
九 十 二 円「
万 中四円 十 」
五 」 万 円 に 「

二千 を 八 」 、
万九 千 に「 「

二 七百 八 、 八
千 千六 百 千「
三 百十 五 九 円
十 円円 十 万 」

」」 円 円 五 を

十 百円 五
十」
円

に 」
、 を
「 「
八 千
百 三
五 百
十 八

「
四
万
千
百
五
十
円
」
を

円二
」百
を七

十 「
七円

一 百」
九 五に

十、
円「

一 」

を に改 九 を
、め 百「 「

三 、 六 二「
八百 同 十 千
百六 項 円 三
五十 の 」 十
十円 を 円

」 円中 」「
」に 九 に「

、 二 を 万 改

」 をを 」 千 「
に に 九 八 「「

二九 改 、 百 千
万万 め 六 二「

、 七六八 十 百
同 千 千千 円 二
項 八 八七 」 十
の 百 百百 を 円

三 七円 」「
」 中 十 九 に 十

円 十
」 円
を 」

に「
八 、
百 「
七 二
十 千
円 七
」 百

「
四
万
二
千
三
百
二
十
円
」
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の
項
中
「
三
千
四
百

を に に 千「 「
八 、 、 一八「

六 千 万百「 「
千 四 四二 二 四
二 百 千万 万 十
百 四 二四 二 円
円 十 十千 千 」
」 円 円五 二 を

円 円 百 六「
」 五 」 百六

二に 万 を 十
十、 九 円「
円一千 」「
」一 万 に八
に万 、四百
、九 千四 「

十 千 四 円「
円 二 千 三 」
」 十 五 千 を
を 円 百 四 「

」 六 百 六「
六 に 十 四 万
万 、 円 十 千
千 」 円 五「

二 千 千 九 万
十 五 四 十 三
円 百 百 円 千
」 六 七 」 六
に 十 十 に 百
、 円 円 、 四

」 」 十「 「
九 を を 五 円

円
」
を
「
三
千
四
百
九
十
円
」

に 」 」百 百 「
改 に に六 六五
め 改 、十 万十
、 め 円 千円 「
同 、 九」 」 五
項 同 万を を 百
の 項 五四「 「
備 の 千二 二 十
考 九万 万 円
中 中 百五 二 」

六千 千 に「 「
四 五 十

千 二二十 「
千千九 十円
三四百 」 円
百百四 」を
五七十 に「
十、 十円 六
円」 円万 「
」九 」を 千
を万 を五「

二 五百 「「
千二万 千四
三

五 九 を 」 百
百 万 に 四「
四 五 二 、 十
十 千 万 円「
円 九 五 」
」 百 千 に
に 六 二 、
、 十 百 「

円 六 八「
六 」 十 百千千 を 円 五三二 」 十

万 万 」「 「
五 二 五 九 を
千 万 千 千 「
九 五 六 八 一
百 千 百 百 万
六 二 二 四 四
十 百 十 十 千
円 六 円 円 二
」 十 」 」 十
を 円 に を 円

」 、 」「 「
九 に 六 に

に
改
め
、
同
表
十
一
の
項
中

二 、八
十 万 円百 百 「
一 八 」六六 八
円 千 を千十 十」 百 八円 円 「
を 円 九」 百」」 万に 三に「
四 を 八改 、 十十 千め 円「 「二 五 七、 千 」円 万 百同 三 を」 九 円

千五 九十
百五百 百円
八百円 六」
十」 四十に
円に 十、 円 」改 」 円「 に」め 四 を 、、 に千 「

同 九 改八 「
二項 万 め百 千、の 八四 九

「 百百 九 に 円五十 万 改 」十円 八 め を円」 千 、 「
を 七 同 八」

百 項 を 百「
六 円 の 七「
千 」 十
三 に 中 円
百 、 」「
八 六 に

「
万 改 九 万 、
八 め 千 千 「
千 、 五 五 九
七 同 百 百 万
百 項 八 四 五
円 の 十 十 千
」 円 円 九
に 中 」 」 百
、 を に 六「

六 、 十「 「
四 千 九 円

「
五
千
六
百
円
」
を
「
五
千

項 百に 千 「 」七の 五改 七 に千十め 百 、二円中、 六 「十」同 十 四「
円を六表 円 万」千七 」 七「
に千八の に 千、三百項 、 三

百三中 百「「
一八十七 四

同千十 十項七中 円 円の」 百 」「
六 を 円 を」千 中「 「四 に百 二「

、千 六円 千」 九 千 百「
四を 百 百 四
万七 円 十「
七六 」十 円

「
十 四 千 、
円 万 百 千 「
」 七 円 五三に 千 」 千百、 三 を 四八百 百「 「 十六 四 六 七円百 十 千 十
円 円 二 円」
」 」 百 に 」
を を 七 、 を

「
万 百 千 」
七 円 八 を
千 」 百 「
三 を 五 九
百 十 万「
四 六 円 八
十 千 」 千四円 二 に 七百」 百 、 百七を 七 円「 十十 二 」

六
百
十
円
」
に
、
「
三
千
二

「
万十円八 百 十
五」 円万 十 円
千」を四 円 」
二に千 」 を「
百、七円 を 「
二千」 四「「

二 十二を 七 万
千 円十百 八「

」九円八 三 千
を十」万 十 六

円に五 円 百「

千千 を円 」
三二 」 に「

六百百 に 、
、 千四七 「

二十十 二「
九 百円円 万
千 」」 七 四
五 をに 十 千

、 百 円 五「
四八 」 百「

一 万十 に 六

十「 「 「 「
六 四 円 二 五
百 万 」 千 千
十 八 に 九 六
円 千 、 十 百
」 六 円 二「
に 百 一 」 十
、 九 万 を 円

十 三 」「 「
五 円 千 二 に
千 」 六 千 、

「 円四 円 千 に
万 」 三 、」
八 に 百 を 「
千 、 四 四「
六 十 万「
百 一 円 七
九 万 」 千
十 三 を 三
円 千 百「
」 六 二 四
に 百 千 十

百
円
」
を
「
三
千
二
百
十

一」、千 」 九
万をに円 十「
五八」 、 円「

二 千千に 」「
千 六二改 六 に
百 百百め 千 、
四十 五、 三 「
十 十円同 十 五

」表 円 円 円 万
十 」 を 」 」 九

万 、円 八 十
三 」 千 円「

一千 を 六 」
万六 百 を「

九 三百 九 「
千 千四 十 二
八 六十 円 万
百 百円 」 五

」 五 四に 千
を 十 、 十 二

四 に 百 百 「
四百 、 四 三

七 十 十 千「
十 五 円 円 三
円 万 」 」 百
」 九 を に 五
を 千 、 十「

八 一 円「 「
五 百 万 二 」
千 四 四 万 を

四、 四 四 円百十 百 」「 八五 円 円 を十万 」 」 円 「
九 を に 四
千 、 万」「
八 一 に 八「
百 万 二 、 千
四 四 万 六「
十 千 四 五 百

二
〇
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に を
、 「

四「
五 万
万 百
八 七
千 十
円 円

千 万 六 千 千
百 七 千 二 四
七 千 二 百 十
十 八 百 七 円
円 百 円 十 」
」 円 」 円 に
に 」 を 」 、
、 を に「 「

八 千 九 百 円
百 九 千 三 中 」
八 百 百 十 に「
十 円 円 円 十 、
円 」 」 」 六 「
」 を を に 万 二
に 、 三 千「 「
、 五 十 千 九「

十 円 十「 「
二 一 」円 円
万 を万 」 」
九 二 に に「
千 一、千 改
円 万六 め「
」 千四 、百
を 三千 同円

円 め 同 千 円
」 、 表 五 」
に 十 百 に同
、 五 円 、表

の 」十「 「
三 項 を 三七
万 中 千の 「
五 二 六項 「

」 」
を に

、「
五 「
万 三
八 万
千 三
百 千
六 五
十 百
円 円
」 」

二 改 四「 「
四 二 万 め 万
万 万 六 、 八
四 八 千 同 千
千 千 四 項 四
五 七 百 の 百
百 十 七 円
円 円 十 中 」
」 」 円 を「
を に 」 五 「

改 に 万 四「
四 め 、 五 万

万 四 六 八 百「
九 二 万 万 百 円
万 千 九 四 円 」
四 百 千 千 」 を
千 七 四 五 を 「
六 十 百 百 二「
百 円 八 円 十 千
円 」 十 」 六 九
」 に 円 を 万 百
を 、 」 四 十「

に 六 千 円「 「
九 七 、 万 百 」

百五」 表「
二 四百を 十
万 十円 八「
九 円」一 の
千 」を万 項
四 に二 中「
十 、四千 「
円 千六 三「
」 七五百 万
に 千百二 二
、 円三十 百

」

千 八 千 百中
円 万 五 円「
」 円 百 」十
を 」 十 を二

を 円万「 「
三 」 三円 「
万 八 に 千」
五 万 改 六を
千 千 め 百「
三 七 、 十十
十 百 同 円二
円 七 表 」

に を
、 「

三「
九 万
万 三
三 千
千 七
四 百
百 七
円 十
」 円

万 、 千 八「
四 同 五 三 千
千 項 千 百 六
七 の 六 円 百
百 百 」 七
七 中 円 を 十
十 」 円「 「
円 八 を 五 」
」 万 万 に「
に 九 五 五 、
、 千 千 千

万 万 四 八 に「
四 六 十 千 十 改
千 千 二 七 円 め
九 三 万 百 」 、
百 百 六 七 に 同
八 円 千 十 、 表
十 」 六 円 二「
円 を 百 」 十 十
」 円 に 四 三「
に 七 」 、 万 の
、 万 を 四 二

十円 円「
一 を円」 」
万 」に を「
千 七に改 「
円 千改め 三
」 四め、 万を 十、同 二円同表 百「
一 」表二 四万 に十十 十千 、九一 円四

万
」 十 十 に三
に 円 三 改百
、 」 の め四 に 項 、十「
七 、 中 同円千 表」 「 「
四 八 四 十に百 千 千 二、円 二 二 の「」 百 百 項二を 円 円 中

を 」
に「

九 改
万 め
三 、
千 同
五 項
百 の
六
十 中
円

「
六 六 五 四「

四 百 百 百 万
万 円 三 七 三
三 」 十 十 千
千 を 円 円 八
四 」 」 百「
百 八 に に 円
円 万 、 、 」
」 九 を「 「
を 千 二 五 「

八 万 万 四

「
六 十 千 の「 「

五 千 十 万 二 項
万 五 二 七 百 中
二 百 万 千 円 「
千 七 六 百 」 一
三 十 千 円 を 万
百 円 九 」 四「
円 」 百 を 十 千
」 に 八 四 円「
を 改 十 十 万 」

め 円 万 四 を

のの 「 」十 五項項 に円 千中 、中」 九
に 百「 「「

一 一一、 円万 万万 」「 千 六六七 を六 千千千 「百 三円百 五
」 円 百円 千

」を 円」 九

万 」 」「 「四七 を を 四千千 千「 「円四 八 四 円」百 千 千 」を二 二 二 を
十 百 百「 「二円 三 十 四

万」 十 円 千
四に 円 」 十
千改 」 に 円「

」 二
に 十
、 三

万「
五 四
万 千
八 円
千 」
四 を
百 「
円 二

「
四 百 八 千 万
万 七 千 九 四
三 十 百 百 千
千 円 円 円 七
六 」 」 」 十
百 に を を 円
七 、 」「 「
十 二 五 に「
円 八 万 万 、
」 万 八 二 「
に 三 千 千 三

「
五 、 」 七 千 「
万 同 に 千 五 一
二 項 、 四 百 万
千 の 百 八 四「
五 四 八 十 千
百 中 千 十 円 七
七 円 円 」 十「
十 九 」 」 に 円
円 万 を に 、 」
」 九 改 に「 「
に 千 四 め 七 改

を 」を 百「
一 を三「「

一万七 十 「
万六 一千 円
千千 万百 」
六二 六二 に
百十 千十 、
十円 三円 「

」 円 百」 二
」に 四に 千
に改 十、 九

三め に 、 」
十、 、 に「
円同 三 、「
」表 六 千 「
に十 万 七 三
、七 千 百 千

の 円 円 百「
十二 」 」 円
一の を を 」
万項 を「 「
円中 六 三

」 十
を 三

万「
五 四
万 千

二 八 百
一 千 六

五 十
百 円
六 」

、 千 三 百 万
九 百 七 七「

三 百 七 十 千
万 円 十 円 円
九 」 円 」 」
千 を 」 に を
九 に 、「 「
百 八 、 三「
円 万 二 万「
」 四 二 万 七

、 五 千 、 千 め「 百 三 同 四 、一 円 十 項 百 同万 」 円 の 円 表千 を 」 」 二円 に 中 を 十」 「
を 九 、 四「 「

万 十 七 の「 「
一 九 五 四 千 項
万 千 万 万 四 の

改め 円百「
、 め 」二 円

、同 に千 」
同表 、円 を
表二」 「「

一二十を 二
万三 十 千「

の 千の二 九
三項 項千 百

十 中 中 三 百

「
」 万 千 三「
を五 千 七 千

万 九 百 百「
十円 百 十 十
一」 八 円 円
万を 十 」 」
三 円 に に「
百五 」 改 、
四万 に め 「

二 十 改 、 二
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十 十 四 に 四 円
円 円 百 、 」十
」 」 九 に円「
に に 十 四 、」
、 、 円 千 に 「

」 四 四、「 「
二 一 に 百 万「
万 万 、 五 七二

十 を 万 十 四
円 十 円 百 別「
」 三 円 」 九 表
に 千 」 に 十 第
、 百 に 、 円 一

円 、 」 の「 「
一 」 一 に ６「
万 に 二 万 、 の

改 九
め 千手保 る 七数育 。 百料士 七試 十験 円

」免保 保

め 百 四 八 十
、 千 千 円円
同 百 五 」」
項 八 百 にを
の 十 円 改「

円 」 め七
中 」 を 、万

に 同九「 「
二 千 十 百千「
千 九 二 円 九百
三 百 千 」 十九
百 九 五 を 円十
二 十 百 」円「
十 円 九 四 を」
円 」 十 千 を 「
」 を 円 四 四「
を 」 百 万二「

一 を 七 千千「
二 万 十 円二「
万 二 二 円 」

六 、 万 千 表「
千 二 七 二 三「
円 六 千 百 千 の
」 千 三 六 五 項
を 九 百 十 百 特

百 二 円 九 定「
一 七 十 」 十 計
万 十 円 を 円 量
六 円 」 」 器「
千 」 を 一 を 検
八 を 万 定「 「
十 二 千 二 手

に除育 育 改士 士 め試 試 、験 験 同の の 表全 実 二部 施 十の 五
の
項
中

七 、 三 項千
万 万 の九 「
八 十 八百
千 一 千 中八
百 万 六十 「
円 二 百 十円
」 千 六 一」
を 四 十 万に

百 円 八、「
七 円 」 千「
万 」 に 三一
八 を 、 百百

二 千 千 」 に円
千 五 六 に 改」
四 十 百 改 めに
百 円 円 め 、、
三 」 」 、 同「
十 に に 同 部四
円 、 、 部 分千」 分 の百「 「
に 一 六 の 七、 万 千 中十四 四 中

「
円 七 万 八 千 数
」 千 二 百 六 料
に 円 千 二 百 に
、 」 四 十 円 関

に 百 円 」 す「
二 、 三 」 に る
万 十 に 、 部「
九 八 円 、 分「
百 千 」 六 の「
八 八 に 一 千
十 百 、 万 四 中

「
八
千
円
」
を
「
八一 一 千件 件 百に に 円

万
千 円四 「 「
三 十 二 」千
百 一 万 を七
七 万 五百 「
十 二 千 十円円 千 五 一」」 七 百 万をに 百 円 八「、 八 」 千一 十 を 四万「
五 円 百円「 「

三 千 百 二」「
万 九 九 二 千を九 百 十 千 百
千 四 円 百 五「

四七 十 」 六 十千百 円 を 十 円百七 」 円 」「 九十 を 六 」 を
十円 千 を「 「
円」 一 五 二「
」を 万 百 二 千

円 二 四 百「 「
」 十 三 千 九 二
を 円 万 九 十 千

」 九 百 円 百「
二 を 千 四 」 六
万 七 十 を 十「
千 八 百 円 円「
八 千 七 」 六 」
十 八 十 を 千 を
円 百 円 五「 「
」 六 」 一 百 二

つ つ 」き き に
改
め
、
同
表一 二万 十二 二 七千 千 の

四 「
万 」 二 六千三 に 万 十九千 、 五 円百円 千 」「八」 三 六 に十を 万 百 、円 二 六「 「」五 千 十 二

に万 五 円 万
、三 百 」 四

千 円 に 千「
に五 二 千 百「
、三 千 十 百 六

万 十 円 七 十「
二九 円 」 十 円
千千 」 に 円 」
三九 に 、 」 に
百百 、 に 、「
八七 八 、「 「
十十 一 千 六「
円円 万 百 二 千
」」 九 八 千 八

に 十 を 万 二 千
、 円 五 十 百「

」 三 千 円 七「
二 に 万 十 」 十
万 、 九 円 に 円
三 千 」 、 」「
千 一 九 に に「
六 万 百 、 八 、
百 三 七 千「 「
円 千 十 一 百 二
」 五 円 万 八 千

四 七 項百 百 保円 円 育
士
試
験
手
数
料
に
関

四二 」 改 三
万百 を め 百
三七 、 円「
千十 三 同 」
百円 万 項 を
円」 二 の 「
」に 千 二
を、 七 中 万

百 四「「 「
四一 八 五 千
万万 十 万 四

をに 千 十 四 百
改 九 円 百 十「

二め 百 」 八 円
千、 十 を 十 」
三同 円 円 を「
百部 」 八 」 「
九分 を 千 を 六
十の 二 千「 「

二 百 二 円 八
中 万 二 千 」 百

を 十 」 九 十 四
円 に 千 円 百「

二 」 、 九 」 八
万 を 百 を 十「
三 三 十 円「 「
千 一 千 円 八 」
七 万 九 」 千 を
百 三 十 を 二 「
二 千 円 百 二「
十 百 」 二 二 千

す
る
部
分
を
次
の
よ
う
に

三九 円 三 百
千千 」 千 六
四五 に 八 十
百百 、 百 円
八円 円 」「
十」 七 」 に
円を 万 を 、
」 九「 「 「
に一 千 五 三

万 改 六 万 万

二
二
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同 二
表 百
七 八
の 十
項 円
の 」

を
中 「

中 百 の 三 円
三 項 十 」「

五 十 技 円 に
百 円 能 」 改
七 」 検 に め
十 に 定 改 、
円 、 試 め 同
」 験 、 表「

四 百 二 九「 「
三 一 十 十十 四
千 万 円 円円 十
四 千 」 」」 円
百 百 を をを 」
円 二を 「 「「
」 十 三 二七 「
を 円 千 万千 三

十 に に 円「
円 五 、 、 」
」 万 に「「
に 四 一 、二
改 千 万万 「
め 三 千 二二
、 十 二 千千
同 円 百 百六

百 百 百 「 「
七 十 一 二円
十 円 万」 千
円 」 二に 九
」 に 千改 百
に 、 五め 四
、 百、 十「

二 三同 円「
千「

千 三
六 百
百 十
五 六
十 円
円 」
」 に
を 改

め「
千 、
六 同

を 八 手 同 四
百 数 表 の「

五 十 料 六 項
百 円 に の 中
八 」 関 項 「
十 を す 中 十
円 る 七「 「
」 八 部 二 万
に 百 分 千 八
改 三 中 六 百
め 十 百 七「
、 円 一 八 十

」 五 六四 万「
三 に 百 千百 三
千 、 三 五七 千
四 十 百十 五 「
百 一 円 二円 百
十 万 」 十」 十
円 四 に 円に 円
」 千 、 」改 」
に 二 にめ に 「
、 百 五 、、 、

八 千同 「 「「
七 十 六 九

項 」 八 六百
基 に 十 十七
準 改 円 円十
器 め 」 」円
検 、 を を」
査 同 を 「 「
手 項 一 二「
数 特 万 千二
料 定 千 百万
に 計 三 七二
関 量 百 十千
す 器 三 円

二 万 十項 」
千 二 円特 を
七 千 」定 「
百 六 を 二計
二 百量 千「
十 四 一器 九
円 十 万定 百
」 円 二期 五
を 」 千検 十

を 五査 円「
二 百 」手 「
千 二 九

百 表
九 六
十 の
円 項
」 中
に 「
、 三

万「
五 五
千 千
九 百

同 」 万 十 円
表 に 六 円 」
五 改 千 」 を
の め 五 を 「
項 、 百 十「
中 同 円 二 七

表 」 千 万「
九 二 を 六 千
十 の 百 七「
三 項 一 九 百
銭 中 万 十 五

一部
千 円 百 千万分
九 」 円 二二の
百 を 」 百千
円 を 六二中 「
」 一 十百 「「 を 万 五 円一 七 四 千 」万 十「
七 千 六 を四 円千 三 百千 」 「
九 百 二 九十 を百 五 十 千

七
る 指 十 」百
部 定 円 に八
分 製 」 、十
の 造 に円 「

事 、 三」中 業 千に 「
者 一 九、「

一 検 万 百「万 査 五 二三四 手 千 十万千 数 八 円

に数
七 万 十 、料
百 二 円に 「
三 千 」 六関 十 七 に 千す 円 百 、 六る 」 五 百部 「
に 十 一 十分 、 円 万 円中 」 五 」「
三 に 千「

を二 千 、 六
百 円
九 」
十 を
円 「
」 三
を 万

六「
六 千
千 百
百 円
六 」

」 七 円 十「
を 十 千 」 円

二 九 に 」「
九 万 百 、 に
十 三 円 改「
五 千 」 七 め
銭 六 に 千 、
」 百 改 七 同
に 円 め 百 表
、 」 、 八 五

を 別 十 の

円 四 十 円 三「
」 一十 円 」 百を 万円 」 に 円二」 に 、 」「
一 千に 、 に「万 三、 八 、「四 百 七 千「 「千 三九 千 二 五
五 十千 二 百 千
十 円二 百 円 三
円 」百 二 」 百

千七 料 百 」三十 に 十 を百円 関 円 「三」 す 」 三十を る を 千円部 九「 「」一 分 一 百を万 中 万 四
四 五 十「「

三千 四 千 円
万百 十 八 」

千 五 百 「「 六二 百 四 九 千百 五 万 十 六九 十 百 円 百十 円 九 」 四円 」 十 を 十」 を 円 「
円を 」 一「
」三 を 万「
に二 千 五「
、千 五 四 千

十 に
円 、
」 「
に 七
、 千

八「
三 百
千 円
八 」
百 を
四

「
千 表 円 項「
五 十 第 」 中
百 二 一 を 「
七 万 の 五「
十 六 ７ 七 万
五 千 の 千 六
円 三 表 八 千
」 百 一 百 四
を 四 の 二 百

十 項 十 四「
千 円 中 円 十

」 に四 十 を 二
に 、十 円 十「
、 円 」 八 円「

八」 を 千 」「
三 千を 二 を「
万 五 七 百「 「
五 百九 千 四 五
千 六千 二 十 千
三 十二 百 円 三
百 円百 五 」 百
円 」八 十 に 四

千四 四 百 に
四十 万 九 、
百円 七 十 「
九」 千 円 七
十に 五 」 千
円改 百 に 二
」め 七 、 百
に、 十 六「
、同 円 二 十

部 」 万 円「
五分 を 百 」

三 百 万 七 「
八百 六 三 百
千円 十 百 七
六」 円 九 十
百に 」 十 円
五、 に 円 」
十、 」 に「

三 円に 、「
千 」六 、 「
二 を千 二「
百 六 二 万 「「

十 八
円 千
」 二
を 十

円「
二 三 」
三 千 に

九 改
百 め
四 、

六 」 」 円「
百 に 六 に 」
二 改 百 改 を
十 め 二 め 「
円 、 十 、 五
」 同 円 同 万
に 表 」 表 六
、 四 を 二 千

の 十 七「 「
千 項 六 一 百

」 を十 円 、 十
を 円 」 円「 「

八」 に 一 」「
三 千に 、 万 に
万 六、 千 、「
五 百 三 七「 「
千 円七 万 十 三
四 」千 三 円 千
百 四 に 千 」 五
十 百 、 三 を 百

万の 円 を「
三四 」 「
千中 十 を 七
七四 千「 「
百二 万 二 二
六万 九 万 百
十六 千 二 九
円千 八 百 十
」三 百 円 円

百 八 を 」 」

八九 百 千 三
千十 七 百 百
六円 十 六 十

」 百円 十 円
を 九」 円 」

十を 」 を「
三 円を「 「
千 」六 二「
三 千 二 万 に
百 七 千 四 、



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

「
の 百 に を 円「

六 三 、 」項 「
千 十 三 を中 「
四 円 千 万 「「
百 」 百 八 千一
円 に 五 百 九万
」 、 十 十 百八
を 円 円 三千 「

四 円 百 に 十
百 」 改 円四
七 を め 」十
十 、 に円「
円 七 同 、」
」 千 項に 「
を 六 の 七、

十 千「 「

一 三
万 万
千 千
円 円

七
千 一 三
四 万 万
百 千 千
円 円 円

「

千 」 」 十円「
六 百 を に 円」
千 二 改 」を 「
四 十 千 め に「
百 円 百 、 、一
五 」 六 同万 「
十 を 十 表 千八
円 円 十 八千 「
」 千 」 五 百三
に 百 に の 二百
改 五 、 項 十円
め 十 中 円

三 円 中 九六
千 」 百万 「
四 に 千 二八
百 、 六 十百
八 百 円円「
十 六 五 」」
円 万 十 をを
」 八 円 「「
に 百 」 八六
改 円 を 千万
め 」 百二 「
、 を 千 四

一 三
万 万
千 千
四 四
十 十
円 円

七
千 一 三
四 万 万
百 千 千
二 四 四
十 十 十
円 円 円

」 「
、 円 二 」に 「
同 」 千 六 を、
表 に 八 千 「「
二 、 百 二 千四
十 円 百 八万 「
の 九 」 円 百四項 百 を 」 三千及 十 を 十円 「
び 円 二 円」 「
二 」 千 六 」を十 を 八 千 に

千
同 六 十五「
表 六 百 円百
十 万 九 」三
三 二 十 に十
の 千 円 、円項 五 」」 「
中 百 に 六に三 、 千改「
二 十 三め 「
千 円 六 百、九 」 千 円

一 「 百 二 、四 「
の 九 五 百 「万項 百 十 二 一四中 三 円 十 万千 十 」 円 八「 五八 円 に 」 千百千 」 、 に 四

二二 に 改 百「
十百 、 五 め 円
円円 百 、 」「
」」 四 九 同 を

同百 に 二 」項六 改 百 をの十 め 六 「
円 、 十 六中」 同 円 千
を 表 」 四「

八十 を 百「 千二 二 八「
八千 の 六 十
百九 項 千 円
九百 中 四 」

にを 百 十 表 「
、 五 円 十 一「

八 十 」 六 万「
三千 円 を の 八
千四 」 項 千「
八百 を 六 中 四
百三 百 百「 「
円十 四 円 七 十
」円 百 」 百 円
を」 六 に 四 」

に 十 、 十 に「

十九 百 に「
円十 二 三 、
」円 千 十 「
を」 五 円 六

に 百 」 万「
九改 円 に 八
千め 」 、 百
百、 を 円「
四同 五 」「
十表 二 千 を
円十 千 二

三改 円 円 、「
千め 」 六 」 「
八、 に 百 を 三
百同 改 二 万「
五表 め 十 七 七
十二 、 円 百 百
円十 同 」 五 八
」二 表 を 十 十

の に 十 円 円「
項 、 八 六 」 」

「
」四 五 百 六
にの 百 九 万
、項 十 十 二

中 円 円 千「
六」 」 五「
千千 に を 百
八九 、 三「
百百 五 十「
七二 三 千 円

十 千 十 四 」

二
四
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円
」
に
、
「
三
千
八

め
、
同
表
二
十
三
の

中

百
六
十
円
」
を
「
三
千
九
百
七

項 二中 千「 九千 百三 円十
円 」
」
を
「
千
五

二
千

二 九
千 百
円 円

七 二
千 千

二 四 九
千 百 百
円 円 円

を

七
千

二 四
千 百
円 円

十
円
」
に
、
「
千
六
百
五
十

十
円
」 二に 千、 九「 百二 十千 円六
百 」
二

二
千
九

二 百
千 二
十 十
円 円

七
千 二

二 四 千
千 百 九
二 二 百
十 十 十
円 円 円

に

七
千
四

二 百
千 二
十 十
円 円

円
」
を
「
千
六
百
九
十
円
」

十
円
」
を
「
二
千
六
百
九
十

改
め
、
同
表
二
十
二
の
二
の

に
、
「
三
千
八
百
円
」
を

円
」
に
、
「
五
千
五
百
二
十

項
中
「
一
万
四
千
円
」
を

「
三
千
九
百
円

二 」
五 に

改
め
、

円
」
を
「
五
千
六
百
七
十

「
一
万
四
千
七
十
円
」
に
改
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に
、
「
十
五
万
千
二

六 六 円 五 円
百 」 千 」百
八 に 六 を円
十 、 百」 「
円 円 十を 「
」 二 」 七「
に 十 を 万三
、 五 千十 「

十 中 三「「
五 円 十「

」 一 五万
に 万 の千
、 八 項八

千 中百 「
四 九四 「
万 百 二十 七

百 に 九 五 千 万
円 、 百 二 円百
」 十 十 」二「
を 三 円 円 を十

千 」 」円「 「
三 六 に に 一」
千 百 、 改 万に
七 円 め 二、 「

千 同 分 十 同
二 表 中 円 表
百 二 」 二「
三 十 一 に 十
十 七 万 改 五
円 の 四 め の
」 項 千 、 項
に 中 円 同 中

百
円
」
を
「
十
五
万
五
千
五

万 七 五四 「
十 二 万 百万
五 百 七 六三
万 円 千 十千
七 」 七 円百
千 を 百 」三
二 六 に十 「
百 二 十 、円
円 十 円」 「
」 五 」 一に
を 万 に 万、

七 、 五

四 円 万円 千 千 」 八」 八 百 を 千に 百 円 円、 円 「
」 一 」「
を 万 を」七

を 九万 「 「
四 千 二八 「
万 四 万千
五 百 八六
千 四 千百
三 十 二

百 」 千 、 十「
二 を 二 同 円七
十 百 表 」千「
円 三 円 三 に四
」 千 」 十 、百
に 六 を 二円 「
、 百 の 一」 「

二 千 項 万を「
四 十 二 漁 六「
千 円 百 業 千七
円 」 十 権 円千
」 に 円 免 」

、 」 項「 「
九 を 牛 六「

三 百 受 百「
千 七 一 精 円
八 十 万 卵 」
百 円 四 採 を
五 」 千 取 「
十 を 百 手 六
円 円 数 百「
」 九 」 料 十
を 百 に に 円

九 改 関 」百
二
十
円
」
に
、
「
二
十
三

「「
十 千 千三 「
六 三 十 六万
万 百 一 百千
千 四 万 円二
六 十 七 」百 百 円 千 を円 九 」 九」 「
十 に 百 一を 円 、 円 万「 」 」 六三 「
に 二 を 千

円
百 円 百」
六 」 二を
十 に 十八「
円 、 円八 千 」 」万 二 「
に 二 に八 十 、 万 、百 円 五四 「 「
八 千 一」十 に 万 二 万円 、 三 百 七

四
を 、 」 許 を百

に 申二「 「 「
四 二 改 請 一十
千 千 め 等 万円二 三 、 手 六」十 百 同 数 千に円 円 表 料 二、」 」 三 に 十「に を 十 関 円七改 三 す 」千「
め 二 の る に

「
三 十 め す に
千 円 、 る 改
八 」 同 部 め
百 に 項 分 、
六 改 牛 中 同
十 め 受 表「
円 、 精 四 二
」 同 卵 万 十
に 表 凍 千 六
、 三 結 円 の

十 保 」 項万
五
千
八
百
円
」
を
「
二
十

万 、 万 四二 「
三 十 十「千 十 千 二 円九 七 四 万 」十 万 百 千 に円 六 円 二 、」 千 」 百 「に 四 を 六 五、 百 十 万「

円 二 円 六「
十 」 万 」 千

」 千 円 千に 「
四 」 円三、 百 を 」万
円 を「 七 「八 」 二千 「万 を 万 一八八 五 万百 「千 八 千 七円二 万 九 千」百 五 百 二を円 千 二 百

九、 千 項 部 、百同 三 中 分 「円表 百 中 三「」三 二 四 万「を十 十 千 三 七
四 円 六 千 千「

七の 」 百 七 円千項 に 円 百 」
九中 、 」 円 を
百 を 」「 「 「
二一 三 を 三

「
五 の 存 を 牛
千 項 手 過「
八 中 数 四 排
百 料 万 卵「
二 六 に 千 処
十 千 関 四 理
円 五 す 百 手
」 十 る 三 数
を 円 部 十 料

」 分 円 に「
五 を 中 」 関

四
万
二
千
五
百
三
十
円
」
に

一 を 四 に 七
万 千 、 百「
三 十 六 円「
千 八 十 十 」
四 万 円 三 を
百 千 」 万 「
円 四 に 二 五
」 百 、 千 万
を 四 三 八「

十 十 百 千「
十 円 万 円 三

」 「
七 十 二三を 百 円 十万 八 」 円「

八九 十 に 」千万 円 、 に八七 」 改「百百 に 三 め
八二 、 万 、
十十 九 別
円円 千 表
」」 三 第

「
十万 千 四 万「
円二 四 千 三 七
」千 百 六 千 千
に円 円 百 七 二
、」 」 二 百 十

を を 十 十 円「
二 円 円 」「 「
千一 三 」 」 に
四万 千 に に 、
百二 四 、 、 「
円千 百 二

千 に す「 「
八 六 一 改 る
百 千 万 め 部
三 六 四 、 分
十 十 千 同 中
円 円 円 項 「
」 」 」 牛 一
に に を 受 万
改 、 精 四「
め 一 卵 千「
、 五 万 性 円

、
「
二
十
六
万
四
千
六
百

一 」 八 」 百
万 に 百 を 二
六 、 円 十「
千 」 十 円「
六 三 を 三 」
百 十 万 に「
四 三 十 六 、
十 万 万 千 「
円 三 三 八 七
」 千 千 十 万

にに 百 一
、、 円 の

」 ８「「
五十 を の
万六 表「
四万 四 二
百六 万 の

千 円 四 項
」八 百 の

百 を 二

「 「
」九 二 六 二 万
を十 十 千 千 六

円 円 九 五 千「
二」 」 百 百 円
千に に 円 円 」
四改 、 」 」 を
百め を を「 「
十、 三 二「 「

同 千 円 六 二 万
表 七 」 千 千 六

同 千 四 判 」
表 二 千 別 を
三 百 九 手 「
十 二 十 数 一
一 十 円 料 万
の 円 」 に 四
項 」 に 関 千
中 を 改 す 二

め る 百「 「
一 五 、 部 六

二
六
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を 四
万「

千 千
五 六
百 百
七 八
十 十
円 円

に 円 二 円「
七 、 」 万 」
万 四 にを「
五 千 、十 「
千 二八 五 「
四 百 五万 万
十 九 万千 六
円 十 七二 千

千 円 に を 百 に
」 二 、関七 「
を 十 十百 す 「

二 円 九る円 「
二 万 」 万」 部
万 四 に 六を 分
九 千 、 百中「
千 二 三五 「「

円 十 万 十 「
」 円 八 円 一
を 」 千 」 万

を 七 に 四「
二 百 、 千「
万 六 六 二「
八 万 十 二 百
千 二 円 千 五

他 改 円「 「
こ め 三 二 」
れ 、 十 十 を
に 同 六 万 「
類 項 万 千 二
す の 二 六 十
る 千 百 七
料 中 八 円 万

」 」
に を
改 「
め 二
、 十
同 四
表 万
四 八
の 千
項 五
の 百

八

」 円 千百 二
に 」 円六 百
、 に 」十 八

、 を円 十「
十 」 円 「 「
一 一 五を 」
万 万 万に「
四 千 八十 、
千 四 千八 「
円 百 六八万
」 円 百万六
を 」 二

三 百 五 十千 一
百 九 万 円八 万
十 十 七 」百 三
円 円 千 を六 千
」 」 円十 六 「
に に 」 九円 百
、 、 を 万」 八

三に 十「 「 「
三 一 五 千、 円
万 万 万 二」「
千 千 八 百二 を
九 四 千 十

百 千 」 八 十
四 百 に 百 円
十 四 、 五 」
円 十 十 を「
」 円 二 円 「
に 」 万 」 一
、 に 八 を 万

、 千 四「 「
四 五 二 千「
万 五 百 千 六
二 千 円 九 百
千 七 」 百 五

金 百 」 二「
を 三 八 を 千
徴 百 十 百「
収 九 円 二 六
し 十 」 十 十
な 円 に 万 円
い 」 、 七 」
も を 千 に「
の 六 三 、「
に 四 十 百 「
関 百 六 六 五
す 円 万 十 十

入 十
場 円
料 」
そ に
の 、
他 「
こ 二
れ 万
に 二
類 千
す 八

五千
を 十千四「

十 円五百 「
一 一 」百三
万 万 に円十七 千 、」円千 七を」 「
二 百 六に 「百 二 万八、五 十 三万「十 円 千一 七円 」 八

万 「
百 百 六 円七 一
二 円 百 」千 万
十 」 二 に三 四
円 を 十 、百 千」 円六 七 「 「
を 一 」 八十 十 万 に 千円 円「
三 千 、 五」 」万 七 百を に 「
二 百 六 五、「 千 二 万 十

七 百 を 三 十
百 円 十 円「
五 」 二 円 」
十 を 万 」 に
円 九 に 、「
」 五 千 、 「
を 千 三 一「

八 百 一 万「
四 百 十 万 五
万 六 円 三 千
三 十 」 千 九

る 」 七 円 万
部 に 千 」 四
分 改 二 に 百
中 め 百 、 円

、 円 」「 「
六 同 」 三 を
千 項 を 十 「
八 の 一 五「
百 六 万 十
四 中 十 四 一
十 八 千 万

る 百
料 円
金 」
を を
徴 「
収 二
し 万
な 三
い 千
も 四
の 百

万 千」 に 百七 九に 、 四千 百、 十「百 四 四 円「 円 十十 万 」」 円二 千 をを 」万 四 「に七 十 六「
一 、千 円 万
万六 」 五「

九七百 を 千

二 八 「 十 三 円万 一百 円 千 」八 万三 」 八 を千 八十 に 百 「百 千円 改 四 八四 二」 め 十 千十 百に 、 円 七円 四、 同 」 百」 十 項 を 九「
に 円六 の 十「
、 」万 六 円

千 円 に 六 百
九 」 、 百 六
百 に 八 十「
七 、 三 十 円
十 万 円 」「
円 二 千 」 を
」 万 九 を 「
に 五 百 一「
、 百 二 一 万

二 十 万 六「
四 十 円 四 千

「
円 九 万 四 四
」 千 六 百 千
を 二 千 円 六

百 二 」 百「
七 円 百 を 九
千 」 六 十「
三 を 十 三 円
十 円 十 」「
円 九 」 二 に
」 千 に 万 、
に 四 、 三

に 五
関 十
す 円
る 」
部 に
分 改
中 め

、「
五 同
千 項
四 の

万千八 六「
五五十 四 百
千百円 万 六
七八」 二 十
百十を 千 円
六円 二 」「

」 十十 百 に
に 円三 十 、
、 」万 円 「

を千 」 十「
七三 に 二「

を四 入 万 」「
三 百 場 五 に「
万 一二 料 千 、
六 万十 そ 六 「
千 八円 の 百 三
四 千」 他 六 万
百 七を こ 十 六
八 百 れ 円 千「
十 六六 に 」 四
円 十万 類 に 百
」 円二 す 、 八

万 円 」 千 四
七 」 を 七 百
千 を 十 十「
八 三 円 円「
百 二 万 」 」
八 万 二 に に
十 千 千 、 、
円 百 八 「 「
」 円 百 一 三
を 」 三 万 万

に 十 八 二

「
、 百 千 四「

六 六 三 万「
九 十 万 百 六
千 円 二 八 千
百 」 千 十 八
二 に 四 円 百
十 改 百 」 円
円 め 円 に 」
」 、 」 、 を
を 同 を 「 「

表 三 四
百
九 中
十 「
円 千
」 五

二 を 百
七 三「

五 十
千 円
六 」

万 九百 、 万
二 万二 八「
千 八十 五 百
九 千円 万 四
百 四」 四 十
六 百に 千 円
十 九、 七 」
円 十 百 を「
」二 円 二 「

十 を 」 十 十

を 」千 る 十「
に百 料 十 円「

三 、四 金 二 」
万 十 を 万 を「
七 二円 徴 八 「
千 万」 収 百 三
五 八に す 四 万
百 千、 る 十 七

五二 も 円 千「
十 五 百 の 」 五

「
四 、 円 千 百
万 」 二 十「
九 二 に 百 円
千 万 、 四 」
二 七 十 を「
百 千 六 円 「
四 三 万 」 三
十 百 四 を 万
円 六 百 千「
」 十 二 一 七

「 「
九 三 六 十 万
千 の 万 五 八
三 項 四 万 千
百 の 千 二 百
八 百 千 三
十 入 八 八 十
円 場 十 百 円
」 料 円 円 」
に そ 」 」 に
、 の に を 、
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を
「
四
千
九
百
七
十

三 円 千 千 項 円
十 」 八 の 」五
円 に 百 を百
」 、 円 中三 「
に 」 十十「 「
、 一 を 九 万円

万 千 五」「 「
二 千 五 二 千を

百 万 円 円 万
六 」 」 二二
千 を を 千十
八 五円 「 「
百 三 五 百」
六 万 万 八に
十 三 二 十、
円 千 千 円「

百 四 円 円 円 二
五 千 」 」 」 十
十 六 に にに 円
円 百 改 、、 」
」 四 め を「「
に 十 、 六五 「
、 円 同 千万 三

」 項 八千 万「

七 に 八 百「
百 、 十 一 四
十 円 万 十「
円 二 」 三 円
」 万 を 千 」
に 五 百 に「
、 千 一 七 、

六 万 十「 「
円
」
に
、
「
一
万
七
千
四
百
円

万 六 千 百 四「
七 百 九 円 百一
千 円 百 」 円万
六 」 六 を 」三
十 を 十 に千 「
円 円 九 、九「
」 一 」 千百 「
を 万 に 四 十十

千 、 百 九円「
二 九 六 万」 「
万 百 七 十 四に
七 三 千 円 千

」 八 七 」五
を 百 百 に万

八 円 、八 「
七 十 」千 「
万 円 に 二五
九 」 、 万百
千 に 九六 「
五 、 九 千十
十 万 二円 「
円 四 七 百」
」 万 千 八を
に 三 円 十

四 を の 百二 五
万 七百 千「
八 一 入 十四 三
千 万 場 円十 百
五 五 料 」円 円
百 千 そ を」 」
円 五 の を に「
」 十 他 七 、「
を 円 こ 千五 「

」 れ 六 三万「
四 に に 十 万二
万 、 類 円

一 百 千 円 七
万 二 二 」 千
六 十 百 に 三
千 円 九 、 百
四 」 十 二「
百 を 円 二 十
七 」 万 円「
十 二 に 四 」
円 万 、 千 を
」 六 二「 「
を 千 一 百 七

三 万 五
」
を
「
一
万
七
千
八
百
九
十

、
千 十 七 」 円「
八 円 百 に 」一
百 」 三 改 を万
三 に 十 め八 「
十 、 円 、 十千円 」 同 九三「
」 一 を 表 万百に 万 五 九六 「
、 五 七 の 千十千 千 項 五円「
三 四 九 の 百

「
、 千 」 円六

九 を 」万 「
十 百 を二 「
四 二 九百 「
万 十 万 三三 五 円 九 万十 千 」 千 百円 五 を 七 十」 百 百 円に 「
円 四 七 」、 」 万 十 に

八千
九 す 」 千七「
千 二 る に 四百
八 万 料 、 百円
百 二 金 三」 「
八 千 を 二 十に十 八 徴 万、 円円 百 収 九 」「」 八 す 千九 をに 十 る 二万 「、 円 も 百 三七」 の 八

千「
一 百 四 十 五
万 五 千 円 百
六 十 六 」 二
千 円 百 を 十九 」 四 円「
百 に 十 二 」四 、 円 万 に十 」 四 、「
円 四 を 千 「」 万 九 一「
に 八 一 百

円
」
に
、
「
二
万
三
千
百
九

」万 百 百 四を六 六 五 入 十
千 十 十 場 円「

一七 円 円 料 」万百 」 」 そ に八二 を に の 、千十 、 他「 「八円 一 こ 一「
百」 万 四 れ 万
八を 五 千 に 八
十千 八 類 千

「 を 五 円 、九 千 」万 「 「
十 百 に 四千 四 七 、 万五 万 十 五「百 九 円 九 千二 千 」 千 七十 六 に 百 百

円 百 、 五 六
」 五 十 十「
を 十 六 円 円

万千「
四 を に 十 九円千 関 円「 」 千五 二 す 」を 五百 万 る を 百八 三 部 「 「九 二十 千 分 三万 十円 五 中 万九 円」 百 百「 千 」を 三 一 十

七 に十 万 円「
、百四 円 九 」

万、 千 万 四 千五 五 十「 四二 百 千 円 百万 円 五 」 四千 」 十 に 十九 を 円 、 円百 」「 「 」六 四 に 二
を十 万 、 千

円 九 二 「「
一」 千 二 百

十
円
」
を
「
二
万
三
千
八
百

「
円三 九 百 す 三
」万 百 三 る 百
に七 円 十 料 円
、千 」 円 金 」

七 に 」 を を「
二百 、 を 徴 「
千六 収 一「 「
四十 九 四 し 万
百円 千 千 な 八
二」 六 九 い 千
十に 百 百 も 八

円 万 」 」「
九 」 八 を を
万 に 千 「 「
四 、 六 九 四
千 百 千 万「
百 一 四 四 七
三 万 十 百 千
十 三 円 十 六
円 千 」 円 十
」 七 を 」 円
に 百 に 」

七千 」 百 に 「
七十七 に 八 、
万円百 、 十 「
二」十 円 四「
千に円 二 」 万
七、」 万 を 五
百に 五 千「「

九 五、 千 一 七
千 十六 万 百「
百 円二 百 千 六

」五万 二 二 十

万を 八 万 九
千百 二 十「
七二 八 千 円
百万 十 八 」
六二 円 百 を
十千 」 八 「
円五 に 十 二
」百 、 円 千
に八 」 三「
、十 四 を 百

円 千 五 「
五
十
円
」
に
、
「
一
万
四

円、 六 六 の 百
」十 十 に 二「
を四 円 円 関 十

千 」 」 す 円「
二八 を に る 」
千百 、 部 に「
四四 九 分 改「
百十 千 一 中 め
八円 九 万 、「

」 百 十 三 五 同

「
、 三 七 、 に

十 万 、「 「
十 円 六 三 「
万 」 百 万 五
二 を 円 二 万
千 」 千 千「
四 一 に 九 二
百 万 、 百 百
八 四 四 四「
十 千 七 十 十

を十千 十 百 円
円九 円 九 」 「

七」百 」 十 を
万を六 を 円 「
四十 」 四「「

九 千円 二 に 万
千 八」 万 、 七
四 百を 六 千「
百 二千 一 六「

二 三 万 十 十 十

「
一」 五 二 十
万に 百 万 円
二、 八 三 」
千十 千 に「
八三 円 五 、
百万 」 百 「
十四 を 三 一
円千 十 万「
」三 四 円 九

百 千 」 百 を

二
八
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の 円
」

中 を
「 「
二 五
千 百
七 四
百 十

十 め 他「 「
円 、 八 二 こ
」 同 千千 れ
を 表 百四 に

七 六百 類「
五 の 十円 す
千 項 円」 る
七 の 」を 料

四 五 の 一 に 六
百 十 万 、 十
円 円 中 千 円「
」 」 三 六 」「
を を 九 百 万 を

千 三 千「 「 「
二 四 二 十 八 十
千 百 百 円 百 一

を 五 九 百 「
百 千 四 九「

四 三 三 十 千
万 十 百 円 九
七 円 二 」 百
千 」 十 を 三
七 に 円 十「
百 、 」 四 円

の 円 円 に 千
」 」 、に 四
を に関 百「

、 七す 九「
七 千る 十「
万 一 二部 円
五 万 百 」分
千 九 六 を中

七 円
十 」
円 に
」 、
を 「

四「
二 百
千 七
八 十
百 円
四 」
十 を

百 に 金「
円 中 、八 を
」 千 徴「 「
に 一 三六 収
、 万 百百 す

三 八四 る「
二 千 十十 も
万 八 円円 の
二 百 」」 に
千 八 をに 関
二 十 、 す「
百 円 三

四 六 円 」 四 万
百 十 」 に 十 三
六 円 を 、 円 千
十 」 」 三「 「
円 に 九 十 を 百
」 、 千 四 円「
に 四 万 六 」「
、 六 百 六 万 に

百 六 千 三 、「
四 円 十 八 千 「
千 」 円 百 六 一
二 を 」 八 百 万

円 を 千 」「
」 九 九 に「
に 千 一 百 、
、 六 万 七 「

百 九 十 二「
二 八 千 円 万
万 十 八 」 七
八 円 百 に 千
千 」 七 、 六
九 を 十 十「
百 円 二 円「
八 九 」 万 」

五 千 十 「「
百 三 一円一
三 百 」 万万
十 二 を 四千
円 十 千六 「
」 七円 九百
に 」 千 百円
、 を 四」 円

百 」を 「 「
九 一 六 に「
千 万 、十一
六

円 「
」 四
に 百
改 八
め 十
、 円
同 」
表 に
八 、
の 「
項 八

る「
円 」 百千 部」 を 九五 分を 十百 中「

一 円円「 「二 万 」」 九万 四 にを 百二 千 、 円「千 二 千 「 」八 百 三五 を百 七 千百三 十 六 「

百 に 十 円 四「
円 六 改 円 」 千
」 百 め 」 に 五
を 十 、 を 、 百

円 同 二「 「 「
四 」 表 十 三 十
千 に 六 五 万 円
三 、 の 万 八 」
百 項 千 千 を「
二 千 の 七 六 「
十 五 十 百 一

十 千 に 三 を
円 九 、 千 「
」 百 二 二「
を 五 五 百 万

十 万 円 七「
二 円 四 」 千
万 」 千 を 八
九 に 百 百「
千 、 二 二 三
八 十 万 十「
百 三 円 三 円

九 円万 「
百 千 四」千
八 八 万に九
十 、百 五百 円 七 百三 「
」 二十 九十 を 万円 十円

三」 円」 「
九 千に 」に 千 、 二 を、 九 百「 「「 百

の 百
円

中 」
を「

千 「
八 八
十 百
円 二
」 十
を 円

」

四 九十 円 百十 百円 」 円円 二」 に 」」 十に 、 をに 円、 「 「改 」五 三「 め に三 万 千、 、千 五 七同円 千 百 「
項 千」 五 円
の 二を 百 」

円 十 入 円 四 万
」 円 場 」 十 四
に 」 料 に 円 千
、 を そ 、 」 九

の を 百「 「 「
七 千 他 一 三「
百 八 こ 万 三 十
五 十 れ 九 万 円
十 円 に 千 九 」
円 」 類 三 千 に
」 に す 百 七 、

円 万 」 千 」
」 四 を 八 に
に 千 百 、「
、 八 五 六 「

百 万 十 三「
八 円 五 円 万
万 」 千 」 六
千 を 六 に 千
百 百 、 七「
八 三 六 百「
十 万 十 三 二

五 四一 円五 万 」 万万 十 四 を 千五 円 千 七千 」 「
二百 百四 に 万二 四百 改 三十 十六 め 千円 円十 、 」 八 」円 同

を 百 に」 項
、六を の 「「

千 に
百 、
十 「
円 七
」 百
に 円
、 」

を「
一 「
万 七
八 百

百二 に「
中 円三 十 、

」千 円 「 「
千 を八 」 四
五十 を 千 「
百 千円 八「
三 二」 五 百
十 百に 万 円
円 三改 七 」
」 十め 千 を
を 円、 百

を 、 る 六 百 「
料 十 四 四「 「

七 千 金 円 十 万
百 八 を 」 円 六
七 百 徴 を 」 千
十 円 収 に 四「
円 」 し 一 、 百
」 を な 万 円「
に い 九 十 」「
改 千 も 千 万 を
め 八 の 九 八

円 五 円 万 十
」 千 」 九 円
を 七 に 百 」

百 、 二 を「
八 九 十「 「
万 十 七 円 三
三 円 万 」 万
千 」 三 を 七
四 に 千 千「
百 、 四 三 七
九 百 万 百

五 十 「「
万 五一 円入
五 万」万 場
千 五に五 料

、六 千千 そ
百 八九 の 「

三六 十百 他
万十 円円 こ
九 」円」 れ
百」 をに に
二に、 類 「

百 二
八 十
十 円
円 」
」 に

二 を 改
九 め「

一 、
万 同
千 項

「
」同 円 四「

千 に項 」 千
五 、の に 九
百、 百 「
七 二中 三「
十 千五 十「
円 百五 千 円
」 円百 五 」
に 」三 百 に

十 五 改 、 を

「
、 百 に 百 千 四
同 五 関 十 二 万
項 十 す 円 百 七
の 円 る 」 四 千

」 部 に 十 七
入 に 分 改 円 百
場 、 中 め 」 二
料 、 を 十「 「
そ 二 四 同 円「
の 千 百 項 十 」

「
十 四 四 千 六
円 万 十 八 十
」 六 円 百 円
に 千 」 円 」
、 三 を 」 に

百 に 、「 「
十 八 七 、 「
一 十 万 四「
万 円 五 一 千
百 」 千 万 八

、 五十す「
万九 円る 「

七 」 六千 料
万 を 千六 金
三 六百 を 「
千 三 百六 徴
四 万十 五収
百 千 十円 す
四 八」 る 円

を も 十 百 」
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六
六
銭
」
を
「
九
円

第 （
各 銭 を 二 下
種 」 別 条 関「
漁 に 一 表 漁
港 、 九 の 下 港
施 七 一 関 管「
設 一 円 の 漁 理
の 、 」 表 港 条
敷 六 に 岸 管 例

に 万 「 「 「
改 円 千 七 十
め 」 五 八万
る に 百 万九
。 改 三 六千

め 十 千円
、 円 円」
同 」 」を

八 十 円「 「 「
三 三 万 五 」 百
万 千 万 を 十百
二 円 七 万二 「
千 」 千 三 八十
円 を 円 百 千八
」 」 五 円万 「
に 百 を 十 」八

万 長 円 万 百
期 」 九八 七
優 を 十千千
良 円円円 「
住 二 」」」
宅 十 ににを
建 八 改、「
築 万 め十 「

九
三
銭
」
に
改
め
、
同
表
泊

地 一 、 壁 理 の
の 一 の 条 一「
項 円 二 項 例 部
中 」 八 中 改（

を 九 昭 正「 「
二 円 三 和 ）「
円 一 」 円 三
二 、 を 二 十
〇 六 二 年「
銭 五 二 銭 山
」 七 九 」 口
を 円 七 を 県

表 に を「
十 改 八 「
六 め 十万
の 、 八千
項 別 万円
中 表 八」

第 千に「
四 一 円改
百 の 」め
六 に、
十 の 改別
円 表 め

、 万 九 に千 「
九 も 万 、円「

七 千 の 五」 「
万 円 千 百を
六 」 十 円 九「
千 に 六 」 十三
円 、 万 に 九百
」 千 改 万三 「
を 百 円 め 九十

八 」 、 千八「
七 十 に 同 円万
万 三 、 部 」

等 七 、三八
計 千 同十万
画 円 表八三
認 」 二万千
定 に 十千円
申 、 の円」
請 二」に 「
手 三 のを、
数 十 項「「
料 七 中三三
に 万 十十 「
関 八 四地

の
項
中
「
四
一
円
」
を
「

」 円 条「 「
二 に 」 三 例
円 改 に 円 第
二 め 、 三 二
六 、 一 十「
銭 別 三 銭 六
」 表 八 」 号
に の 五 に ）
改 二 円 、 の
め の 」 一「
、 表 を 一 部

表
」 十 、第
を 一 同一

の 部の「
四 項 分９
百 中 のの七 備表「
十 二 考二円 千 １の」 二 中項に 百 中 「
、 円 四

千
七 万 分 を円 「
千 六 三 の」 「
円 千 十 備 二に
」 円 二 考 百改
に 」 万 １ 五め
、 を 円 中 万、

」 千同「 「 「
十 百 を 四 円項二 八 万 」長 「
万 十 三 千 に期九 八 十 円 、

八五
す 千 千万万
る 円 四三千
部 」 百千円
分 を 円円」
中 」」を 「

三 をに「「 四 十 改三 「
万 八 四め十 七 万 千、六 千 円 五同万 円 」 百四

二
円
」
に
、
「
一
○
七
円

同 荷 、 を「
表 さ 三 六 次
岸 ば 九 一 の
壁 き 六 一 よ
及 所 円 円 う
び そ 」 」 に
物 の に を 改
揚 他 改 正「
場 の め 一 す
の 建 、 、 る
項 物 同 六 。

」 万「「 三五 を 八千百 千「 九七 二 円百十 千 」円円 二 を」」 百 「をを 二 四
十 万「「

四五 円 九
千百 」 千

優千 万 二 」良 「
円 八 万 を 二住」 千 九 百「宅を 円 千 四 八建 」 円 万 十「 築十 に 」 二 五等三 、 に 千 万計万 、 円 七「画千 二 」 千「

変円 百 五 に 円
更」 六 十 、 」

項円 」 に 円の」 を 、 」備に に「 「、 考四 六 改４万 十 め「
六 中八 九 、十 千 万 同「
二 二円 三 表
万 十」 千 二
九 四に 円 十
千 万、 」 二

」
を
「
一
一
〇
円
」
に
、
「

中 の 表 五
項 輸 七「

二 中 送 円
円 施 」「
三 九 設 に
五 円 の 改
銭 」 項 め
」 を 中 、
を 同「 「

九 三 表「
二 円 円 閘

十八 に 円
円十 改 」
」円 め に
に」 、 、
改に 同 「
め、 表 六
、十 万「
同四 二 三
表百 の 千
十四 項 円
一十 中 」

認に 十 七 を「
定、 五 万 九 「
申 万 二 万 二「
請十 七 千 九 百
手六 千 円 千 九
数万 円 」 円 十
料三 」 を 」 三
に千 を を 万「
関円 五 三「 「
す」 二 十 十 千
るを 百 八 万 円

九円 を の「
」 千十 項「
を 円一 六 の

」万 十 備「
六 を千 九 考
十 円 万 ３「

二四 」 七 中
十万 を 千 「
五五 円 二「
万千 十 」 十
円円 一 に 二

二
三
五
円
」
を
「
二
四
一

円 二 二 門
四 五 二 の
二 銭 銭 項
銭 」 」 中
」 に を 「
に 改 一「
、 め 三 九

、 円 二「
九 同 三 円
円 表 一 」

の円 を「
項」 一 「
中を 万 六

九 万「「
千四 千 四
五百 円 千
百五 」 円
円十 を 」
」円 に「

」 二 を 、

部 七 万 二 」「
分十 十 八 千 に
中六 三 千 円 、

万 万 円 」「 「
三五 二 」 に 三
万千 千 に 、 百
千円 円 、 五「
円」 」 も 十「
」に に 九 の 万

、 を 、 十 千

」」 万 改 万
にに 四 め 六
、、 千 、 千

円 同 円「「
二百 」 表 」
十八 に 三 を
八万 、 十 「
万円 九 二「

」 六十 の 十
を 七 項 千 二

三
〇
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円 円
」 」
に を
、 「

十「
三 九
千 万
円 五

二 を「
四 別 別千 「
万 表 表二九
七 第 第万百
千 二 一六二
六 維 中千十
百 新百円 「
三 百 千」 二

第 （
四 山 円 に 円「
条 口 」 、 三 」

県 を に百「
山 立 十 、三「
口 都 千 一 十 「
県 市 百 万 百一
立 公 三 六 十円
都 園 十 千 二」

第
円 円 に 三
」 」 、 別 条
を 表を 「

六 第 山「 「
二 百 一 口千
千 四 使 県百
四 十 用 漁五
百 四 料 港十

（
山 六 円 表 円
口 円 」 」起
県 」 を に重
漁 を 、機「
港 二 の「 「
管 一 、 四項
理 六 九 八中
条 一 八 一「

」 千
を 九

百「
三 二
千 十
八 円
十 」
円 に
」 、
に 「
、 三

十 年 八に 十
円 記 十、 円
」 念 円」「
を 公 」二 に

園 を十 、「
四 の万 「「
万 項 千一三
八 陸 百万千
千 上 十五二
九 競 円千百
百 技 」八円
九 場 に

市 条 円 円 円に
公 例 」 」 」、
園 の に を を「
条 一 、 四「 「
例 部 十 百百「

改 三 一 十二（
昭 正 千 万 五円
和 ） 五 九 円」
四 十 千 」を
十 円 三 に「
八 」 百 、四
年 を 十

八 円 の 管八
十 」 項 理円
四 を 中 条」
円 例に 「 「
」 六 四、 （
に 百 円 昭「
、 六 二 和千

十 十 三四「
三 二 銭 十百
千 円 」 五四
二 」 を 年十
百 に 山

例 円 二 円二
の 」 円 」三
一 に 」 を五
部 改 に 円 「
改 め 、 四」
正 、 九を「
） 別 五 四「

表 五 円二
の 七 」四
三 円 に一
の 」 、円
表 を十「

二 八
千 万
円 千
」 四
を 十

円「
二 」千 を五 「十 三円

」 百
十 に 、を 八
円 関十 「「
」 す 一二 円
に る 万十 」
、 部 八万 を 分 百九 「 「九 の 八一千 千 十万円 五 中 円」 六百 」に 千 「
二 二 を

百 「
山 円 百十「
口 三 」 五三
県 千 に 十円
条 百 、 九」
例 三 円に「
第 十 千 」、三 円 八 を「号 」 百 四 「
） に 円 百百の 改 」 六八一 め を 十

八 「
二 、 四 口円
十 円 県」 「
二 八 三 条を
円 百 十 例「
」 四 二 第千
を 円 銭 四四 」 」 十百「
三 を に 七八千 、 号十 「
三 八 ）九 「
百 百 十 の

」 「
各 九に「
種 五 六、
漁 七 六「港 二 円一施 円 」、設 」 を六の に 一 「
敷 、 九一地 九「 円の 四 三」項 、 円十」 九に 万改 千め 九、 百同 二部 十分

円の
」
に中

、 三十 万 「百「 円 二 一十 三」 千 万二 十を 二 千万 円 百 百「七 」九 三 九千 に千 十 十四 、七 円 円
十 百 」 」「

二円 九 を に
」 万十 改

十部 、 三「 一を 同 千 円円次 表 八 」」の の 百 にをよ 備 五 、
う 考 十 「 「四に 四 円 二百改 中 」 百九正 に 四「

十す 一 、 十
四る ・ 円

円十 二 二 一」四 十 円 部に円 六 六 を、」 円 十 次
に 」 銭 の「

千、 に 」 よ九 、 を う「 百四 に「 「三十 九 十 改
十七 百 二 正
三円 六 円 す

を中 〇 」
二 に「「 一六 六 改、七 円 め六円 」 、五」 を 同

七を 表「
円四 給「
」六 、 水
に八 一 施
、円 四 設

、「
六 「

七百
万六
六十
千円
百」
六を
十「
円六
」百

「
を 三円 二 め

千」 万 る「
十 八に 二 。
三 百、 千
万 十 八「
六 円十 百
百 」七 六
六 を万 十
十 七 円「

二円 千 」
」 万八 に

「
円。 〇 七 」
」五 万 を
に」 二 「
、を 千 二

円 百「「
七一 」 四
百・ を 十
六〇 六「
十八 七 円
七」 万 」
円に 四 に

円」 十 九 る
」を 六 十 。
を 円 六「

四 」 銭「
千十 を 」
九八 に「
百円 九 、
八」 百 「
十に 九 二
八、 十 円
円 三 十

」 一 の「
三に 円 項
九改 」 中
六め に 「
円る 、 三
」。 〇「
を七 六

八 円「
四円 」
〇」 を
七を

を七
十 「

七円
万」
八に

三 千、
一 三「

百八
三百

八 十

に 四百 、
、 千四 「

四十 二「
十 百円 万
九 九」 五
万 十を 千
四 円 四「
百 」十 百
八 八 に 円
十 万 、 」

」改 千 、
をめ 五 「

る 十 三「
七。 円 百
百」 二
八に 十
十、 二
八 円「

千 円 」
百 」 を

「
」七 円 銭
に十 」 」
、九 に を

円 、「 「
二」 二「
千を 千 円
四 百 十「
百八 二 六
十十 十 銭

一 五 六 」

「
円 三「
」八 一
に〇 四
、円 円

」 」「
二に に
、、 改
九 め「
〇一 、

五 〇 同
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十
円
」
に
、
「
一
万

す 四 千 に 円「
る 百 二 、 九 」
部 九 百 千 を「
分 十 七 三 六 「
の 円 十 万 百 五

」 円 六 八 千
中 を 」 千 十 二

に 百 円 百「 「

め 円 円 円「
、 」 四 」 」

万 に同 を に
八 、、項 「
千四球 「「
七 一三千技
百 万万四場
六 千六百に

千 に を の「 「
五 、 七四 「
千 中 万九百 「
百 四 六百六 「
四 百 三 千二十
十 四 千 五十円
円 十 七 百」 円
」 円 百 二」を

万 六 を 十「
千 十 五 円「
四 円 八 千 」
百 」 千 四 を
二 に 九 百 「
十 、 百 八 九
円 二 十 百「
」 一 十 円 円

千
三
百
九
十
円
」
を
「
一
万
千

五 一 、 五 」 九
千 万 十 を 十「
三 五 十 円 円「
百 千 二 」 九 」
二 九 万 を 千 に
十 百 九 九 、「
円 三 千 三 百 「
」 十 百 万 五 一
を 円 六 七 十 万

」 十 千 円 二「
五 に 円 百 」 千
千 改 」 八 に

十 六千九関
円 百四十す
」 七百円る
に 十」 七部
、 円に 十分

」改 円の 「
二 を」め
万、 を中 「
千 一同 「「
八 万三部三
百 二万分千
八 千

に 」 五 十に「
、 を 十 円、五

円 」千「 「 「
五 四 」 に千六
百 百 を 、二百
四 五 百十 「 「
十 十 三 十七円
円 円 千 四十」
」 」 八 万円に
を に 百 八」、

、 五 千を「 「
五 十 八

に 万 円 」 」
、 八 」 に に

千 に 、 、「
七 六 、 「 「
万 百 一 二「
九 円 九 万 千
千 」 千 二 九
三 を 九 千 百
百 百 九 二「
六 一 二 百 十
十 万 十 四 円
円 九 円 十

七
百
十
円
」
に
、
「
一
万
五

九
四 め を 十 、 百
百 、 円 十「 「
七 同 十 」 千 円
十 部 三 に 九 」
円 分 万 、 百 を」 の 二 三「 「に 千 四 十 一、 中 八 万 円 万百 千 」 三「 「
六 千 五 三 を 千千 五 十 百

七の二
十 円千百
円 」五中二 」 に百十 「
を 、三 十円

千 円」 「 「
二 一」七を 万 万に百「 二 四、五三 千 千十千 「五 五四円三 百 百

五 「 「
百 三 円 百千千
五 千 」 円三九
十 六 に 」百百
円 百 、 を円二」 三 」十 「 「
に 十 六 十に円、 円 千 五、」 」 三 万を「 「七 を 十 三千「千 円 千四六 「
二 三 」 五

」
」 千 」 円 を
を 百 を 」 「

三 を 三「 「
八 十 一 千「
万 円 万 一 円
千 」 二 万 」
六 に 百 三 に百 、 円 千 、二 」 三「 「十 三 に 百 一円 千 、 円

千
百
九
十
円
」
を
「
一
万
五

二「
七 百 円 二 千 百十 九 」 十 九 七円 十 に 円 百 十」 円 、 」 八 円を 」 を 十「 」を 七 円「 「 に六 万 四 」「 、千 千 七 万 に
二 六 千 二 、 「

一百 百 四 千 「
万四 三 百 五 二

万」百 円 八三を十 」 十千円 に 円「
七三」 、 」百千に を「 七八、 四 「十百 万 一「

四 円五 百 万
」千 十 二 四
を五 円 十 千

」百 円 九「

百千百 千 を 十五八八 七 円「十十十 百 六 」円円円 三 千 に」」」 十 二 、をにを 円 百 「、 」 円 二「「 千七 に 」 万「
四二千 、 に 九
百千四 改 千「
九七百 四 め 七

万」 七 」 千「
に 百 六 に 九、 二 千 改 百十 二 め「 二四 円 百 、 十万 」 円 同 円九 を 」 項 」千 を 補「 を六 三 助「
百 千 六 陸 「

一円 八 千 上
千
六
百
二
十
円
」
に
、
「
二

六十 十 九 百 万
千円 円 十 円 五
百」 」 円 」 千
三に に 」 に 八
十、 改 を 、 百
円め 三「 「 「
」三 、 七 十 十
を千 同 万 万 円

七 項 九 三 」 「
一百 ラ 千 千 を
万九 グ 七 三

四に十 」 百
万、円 を 九
五」 十「 「

千 千を 四 円
五 二万 」「
百四 十千 に
九千 円二 、

」十六 百 「
に円百 六 二
、」三 十 万

を十 円 九「

十百八 千 、 百
円三十 五 同 六
」十円 百 項 十
に円」 五 テ 円
、」に 十 ニ 」

を、 円 ス を「
千」 場「「 「
八二一 を に 三
百千万 関 万「
十八二 四 す 六
円百百 千 る 百

万」 百 三 競
二を 二 百 技
千十 七 場「
二五 円 十 に
百万 」 円 関
六千 に 」 す
十十 、 に る
円円 、 部「
」」 六 分「
にに 万 九 の
、、 九 千

千
二
百
七
十
円
」
を
「
二

「
六十 ビ 百 百 二
千円 ー 円 二 万
五」 ・ 」 十 六
百を サ に 円 千
九ッ 、 」 五「
十三 カ を 百「
円千 ー 一 六「
」八 場 万 十 十

百 に 五 万 円 に
九 関 千 六 」 、

四円 」 千「
千 万」 に 百

七六に 、 七
千百、 十「

三 四四 円「
五 十 百千 」
千 円 十三 を
百 」 円百 「

に 」五 七 三
十 改 十 を 万

」円円 六 部 十
を」」 百 分 円

にを 八 の 」「
千、 十 に「
八一 円 中 改「

五 百万 」 め「
六千四 に 九 、

円 十百 、 百 同
」九 円 円 部「

十 を 五 」 」 分

千 三 中 「「
五七 四 百 「
千万 百 円 八
三四 四 」 千
百千 十 を 六
三四 円 百「
十百 」 九 八
円円 を 千 十
」」 五 円「

を 七 百 」 を

三
二
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四「
七 十
十 円
一 」
万 を
三 「
千 三
四 十

十 百 円 万「
円 九 八 」 七
」 十 千 に 千
に 円 四 、 三
、 」 百 百「

を 五 一 円「
十 十 万 」「
三 八 円 九 に

を 十 三 三 百「
六 円 百 百 六「
万 」 円 四 十十
五 に 」 十 円七
千 、 を 円 」万
八 」 に八 「 「
百 九 五 に 、千
六 万 万 、三 「

部 百 九 三 円
分 二 千 十 」
の 十 四 円 に

円 百 」 、
中 」 円 に 「

を 」 、 七「
九 に 千「 「
千 一 、 二 二

円 六 万 円 千
」 百 八 」 三
に 三 千 を 百
、 十 二 三「

円 百 三 十「
三 」 三 万 円
千 に 十 千 」
八 改 円 二 に

百 七
四 万
十 四
円 千
」 六
に 百
、 四

十「
四 円
千 」
八 に
百 、

万 万 」 千 、
千 九 に 三 「
七 千 、 三百
百 百 十六「
四 六 四 一十
十 十 万 万円
円 円 五 」 三
」 」 千 を 千
を に 五 八「

、 百 一 百「
十 二 万 五「
三 十 十

十 千 三 四百 「
円 五 千 四 千四
」 十 七 万 百十
を 円 百 三 円円

」 九 千 」」「
六 を 十 三 をに
万 円 百、 「 「
七 九 」 四 四「
千 万 に 十 千七
七 三 、 円 二万
百 千 」 百七 「
四 六 三 を 十

六 万 万 百「
百 千 九 七 四
八 八 万 千 十
十 百 六 四 円
円 四 千 十 」
」 十 四 円 を
を 円 百 」 「

」 八 を 七「
九 に 十 千「
千 改 円 二 四
九 め 」 万 百
百 、 を 七 四

百 め 」 百 、
六 、 を 五 「
十 同 十 四「
円 項 一 円 万
」 多 万 」 二
を 目 八 に 千

的 千 、 五「
三 広 七 百「
千 場 百 九 七
九 に 五 万 十
百 関 十 千 円
七 す 円 二

三 「
十 六
円 十
」 二
を 万

七「
四 千
千 七
九 百
百 五
六 十

九 十
万 五 円 千 円
五 万 」 」九
千 五 を を百
五 千 十「 「
百 円 四 三円円 」 万 十」」 を 六 二にに 千 、 万「
、 十 八 二「五 百 二 千「
六 万 二

千
十 百 万 円四 「
円 五 二 四 」百
」 十 千 万 に九
に 円 九 四 、十、 」 百 千円 「

に 三 五 二」「
三 、 十 百 万を万 円 七 二「「二 十 」 十 千七千 五 を 円 七万九 万 」 百

五 同 千 十「
十 部 九 八 円
円 分 万 百 」
」 の 九 十 に
に 千 円 、
、 中 二 」 「

百 に 千「 「
一 千 三 、 四
万 五 十 百「
三 百 円 三 四
千 九 」 万 十

」
十 る 」 百 を
円 部 に 十 「
」 分 改 円 四
に の め 」 万
、 、 を 三中 同 千「 「
九 部 九 七「
千 二 分 万 百六 千 の 三 八百 四 千 十五 百 中 八

十 円
円 」
」 を
に 「
、 六

十「
六 四
千 万
五 五
百 千
二 六

万 八万 九 十 六 百五 千 円 千 十千 四 」 百 円八 百 に 」四百 二 、 に十七 十 「 、円十 円 七 」円 」 万 「
三を」 に 八 十を 、 千 「
四二四

九 「
百 六 三 に 六千二 千 万 、 十七十 九 三 円「百円 百 千 三 」円」 二 八 万 を」を 十 百 八 「に 円 七 千 二「 、三 」 十 七 万
万 を 円 百 三「

十三 」 四 千「
万千 十 に 十 四

六 十 に 八 円
十 円 、 百 」
円 」 八 を「
」 を 五 十 「
を 万 円 千「

千 七 」 四「
一 六 千 を 百
万 百 九 八「
三 三 百 三 十
千 十 二 万 円
四 円 十 千 」

円十 十 百「 」円 円 三 十 に」 」 千 円 、を を 七 」
百 に 「「 「 四九 二 五 、 万千 千 十 「 八九 四 円 十

千百 百 」 二
六二 七 を 万
百十 十 千

十 百
円 八
」 十
を 円

」「
六 に
千 、
七 「
百 六
円 十
」 九

「 「
万万六 二 百
六六万 十 六
千千七 万 十
七八千 九 円
百百七 千 」
八八百 二 を
十十五 百 「
円円十 四 八
」」円 十 万
をに」 円 七

、に 」 百 「

四八 六 、 円 百
千百 万 」 十「
六六 千 一 を 円
百十 四 万 」「
十円 百 六 三 に
円」 円 千 万 、
」に 」 四 九 「
を、 に 百 千 三

、 六 八 万「「
十十 十 百 九「
万八 十 円 四 千

百 」 円 七 に
三 に 」 百 、
十 改 を 六 「
円 め 十 一「
」 、 五 円 万
に 同 万 」 九
、 項 九 に 千

ス 千 、 二「
八 ポ 五 百「
千 ー 百 七 八
二 ツ 七 万 十

「
四円 円 三 六
十」 」 千 百
円に に 八 二
」、 、 百 十
を五 円「 「

一 三 十 」 「
五万 千 円 を
万二 三 」 「
二千 百 に 十
十六 八 、 二
円十 十 万

に 万
、 三

千「
二 六
千 百

三 四 三
三 十 十

円 円
」 」
を を

三、 を 円 「
十八」「 「
五千三 二 に
万二十 十 、
六百六 一 「
千二万 万 八
六十四 五 万
百円千 千 六

」 八二 二 千
百 百 六 を 十

七万 七 」 十 二
千二 万 を 円 百
五千 三 」 二「
百百 千 一 に 十
九円 三 万 、 円
十」 百 六 」「
円を 九 千 五 を
」 十 九 万「 「

十 に 円 百 二 四
八 、 」 三 千 万

百 文 十 七 円
三 化 円 千 」
十 セ 」 二 を
円 ン に 百 「
」 タ 、 円 一
を ー 」 万「

に 一 を 九「
八 関 万 千「
千 す 千 七 八
四 る 五 万 百

「
」円 円 千 五
に」 」 五 千
、を を 百 九

九 十 「「 「
三一 三 十 円
万万 千 円 」
三二 四 」 に
百千 百 を 、
九四 七 「 「

百 十 千 一 十
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「
二
十
五
万
六
百
七

円 円 に を「
」 」 一 、 「

万を に 二「
八 二、 万「
千 十十 三「
五 三五万 千
百 万万九 三
十 八三千 百

四 に 円 千 千
千 、 」 六七
八 百を 百「
百 十 五七「
五 万 十三 十
十 八 円万 円
円 千 」七 」
」 円 に千 に

中 百 千「
九 九「
十 百
円 九
」 十
を 円

」六 「 千二 を千 九

に 円 め 円 「
、 」 、 」 二

を 同 を 千「
九 項 九「 「
千 三 弓 二 十
円 千 道 万 円
」 八 場 二 」
を 百 に 千 に

十
円
」
を
「
二
十
五
万
七
千
八

円 千千七 十
」 六九百 円
に 百百 」十
、 七九 に円

十 、十」 「
円円に 「
」 十」、
を 二を「

十 万「「
二五四 五五 十万万 千千 四

に 」 、二 、
、 を 十 「「

二二円「 「
七 十 千」 万
万 一 八に 九
二 万 百、 千
千 千 三八「
円 八 十四 百
」 十 円万 三
を 円 」五 十

」 を千 円「
七 に

万六 百 「
四 六百 四百 千六 十五 百十 円十 六円 円 十」
」 に 円」

を に 、 」
改 に「 「
め 一 、
、 万 「
同 四 七

八 関 、二「
九 十 す 百 「
千 円 る 一五
二 」 部 万十
百 に 分 千円
五 、 の 三」
十 百に「
円 中 六改
」 十め「
に 二 、 円
、 千 」同

二
百
三
十
円
」
に
、
「
四
十
三

五四 三六 万千千 百百 五五円 三六 千」 百 十十 四を 三 円円 百 」十「 八」十 を円 を 十四 」 「円万 十に 「
」、八 二に千 万「 、

三 」 「
万 、 二百 を
四 千三「 「
千 十 九十 三
五 一 百円 万
十 万 十」 六円 九 円を 百」 千 」八「に 三 に四 十、 百 、万 円四 六 」「 「
九 十 一

部 百 千
分 三 五六 の 十 百千 円 六八 中 」 十百 を 円五 「
二 」十 「
千 一 を円 七 万 「
百 七 七」

に 七 百 千

を部「
九 百 分 「
千 二 一の九九 十 万百百 円 千中四四 」 六十 「十 を 百千円円 八二「
」 二」 十百を を 千 円円二 」」「「
一 百

万
二
千
十
円
」
を
「
四
十
四

五百 八
万 「 千十 一九 五円 九万千千」 百三八六に 十千百、 百 円三二六 」百「

十十 十 に三円八 、円 十
万 」 円」 「

二千 を に 」

千 に万 円 万六 、六 」 五百百 を 千「
二二六 六「 万十十 十 百六円円 二 六」 千」 万 十に 六を 二 円、 百千 」「
六九 七 を「

六 十万 百

、 十 二 七
円 十 百「

九 」 円 七
千 を 」 十
円 に 円「
」 二 、 」
を 千 に「

八 一 、「
九 百 万 「
千 四 八
二 十 千

にを万 八 、二 十 「
千百 円 「

一二二 」 万百十 に 九三円 、九 千十」 「百 五円に 二六 百」、 千十 九に九「 円 、 十四 百
万
四
千
三
百
五
十
円
」
に
、

十三 、 を「
六 一百 「 「
万 万四 三 一
千 六十 万 万
三 千円 千 三

」 百 十三 千
を 六 円百 七

」十 三 百「
十 を円 十 十
八 」 円 円 「

二万 に 」 」

「
万 円三 四 一
二 」千 十 万
千 を二 円 六
六百 」 千「
百 二五 に 百
七 万十 、 円
十 七円 」「
円 千」 五 に
」 四に 万 、
を 百、 三 「

二千 二「

百 円 円
五 」 」
十 に を
円 改 「 千」 め 一 八に 、 万 百、 同 八 九項 千「 十一 野 五 円万 外 百
千 音 十 」

円千 九」 「
二 」四 に 十
千 を百 、 円
七四 」 「「

二百十 五 を
万七円 千 「
百十」 二 三
四円を 百 千

」 十十 七「
を 円四 円 十

」千 」 円 「
「
四
十
七
万
七
千
三
百
五

、 十六 を に
二千 、「 「

十 万五 三 「
万 二百 万 一
六 千二 二 万
千 百十 千 八
六 八円 二 千
百」 十百 円
七に 二 」 円

、 十 十 を 」

「
六 十二 三 万
万 円万 百 七
四 」二 三 千
千 に千 十 円
四 、六 円 」
百百 」 を「

三六七 を 「
万十十 二「
六円 五 円 万

」 万 」 千 七

を三 楽 円
百 堂 」
三 に に
十 関 、
円 す 「
」 る 一
を 部 万

分 九「
一 の 千
万 八

二 に五 を 」
千 、百 に「
八六 五 、 「

二百十 千 「
万四円 三 三
千十」 百 千
六円に 五 七

」 百、 十 百
に 四円 八「

五 」 十 改 十

三
四
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円 九
」 百
に 二
、 十

円「
一 」
万 を
三 「

七 十 千「 「
千 三 八 二円
七 万 百 万」
百 八 八 千を
四 千 十 六「
十 七 円 百四
円 百 」 四万
」 四 に 十六

千 万 十 千「
二 二 二 円 六中

百 千 」 百千 「
八 九 に 二四 四
十 百 、 十十 千
円 九 円円 八 「
」 十 三 」」 百
を 円 万 にを 三

的 百 七 百 「
広 円 百 四 二
場 」 円 十 千
に を 」 円 百
関 を 」 六「
す 八 に 十「
る 万 三 、 円
部 九 万 」「

円 千 同 十
」 五 表 円
に 百 片 」
改 円 添 を
め 」 ケ 「
、 を 浜 四
同 海 十「
部 三 浜 九

千 十
六 六
十 万
円 千
」 四
を 百

円「
一 」
万 に
三 、
千 「
四

に 十 、 円千
、 円 」八 「

」 三 を百「
一 を 万二 「
万 二 二十「
六 三 千 万円
千 万 九 二」
四 九 百 千に
百 千 二 二、
六 八 十 百「
十 百 円 五七
円 四 」 十

」 二 、十 「「
一 に 千二 円 「
万 、 百 六千 」
九 六 千九 を 「
千 四 十 三十 「
八 万 円 十円 四
百 八 」 円」 千
三 千 を 」に 九
十 二 を、 百 「
円 百 三六 「「
」 四 万 六一 十
に 十 三 千

分 百 七 七 に
の 四 千 千 、

十 七 八 「
中 円 百 百 三

」 四 七 千「
四 に 十 十 六
千 、 円 円 百
二 」 」 七「
十 一 に を 十
円 万 、 円「
」 五 八 」「
を 百 四 千 を

分 千 公 万
の 六 園 九

百 の 百
中 円 項 八

」 テ 十「
千 に ニ 円
五 、 ス 」
百 場 に「
円 に 改定五」 関 めめ千を す 、る円 る 同十

百 七
三 万
十 三
円 千
」 三に 百、 九

十「
四 円千 」百

万
」 十 を 円八
を 円 」千 「

」 三 に四「
一 に 万 、百万 、 三六 「
六 千 一十「
千 五 八 万円九 万 百 九」百 二 六 千を三 千 十 三「十 三 円 百

万 円
改 円 千 二千 」
め 」 七 百三 に
、 を 十 円百 、
同 円 」六 「「 部 四 」 に十 六 分 万 に 、円 千 の 九 、」 五 「

千 一を 百 「
中 六 四 万二「 百 万 二一 十 「
六 十 五 千

円 万 九「 「
四 」 二 十 三
千 を 千 円 千
百 円 」 七「
三 一 」 に 百
十 万 を 、 七
円 八 十「 「
」 百 四 千 円
に 円 万 五 」
、 」 三 十 に

に 千 円 、

「 額の千 部 部範五 分 分囲百 中 の内四 で 「
十 七 中知円 百事 「
」 六 四がに 十 百
改 円 四」
め を 」 十
、 を 円を円

」 「
十を 七「 万四 八千 千二 三百
百十
四円
十」

八円 百 」 六万」 円 に 十七に 」 、 円百、 を 」「円 八 を「 「 」九 五 千 「に万 万 二 一、千 三 百 万
五 千 二 九「

八十 七 十 千
万円 百 円 九

万 円 千 円 千 七千 」 三 」 四 十六 を 十 に 十 円百 円 、 円 」「
八 六 」 」 を「十 千 を 九 を 「円 七 万 一「 「」 百 六 六 四 万
に 円 千 千 万 二
、 」 二 五 六 千

に 百 百 千 四「

「
五 改 二 」 「
千 め 百 を 四
六 、 円 千「
百 同 」 千 二
三 部 に 八 百
十 分 、 十 円
円 の 円 」「
」 三 」 を
を 中 万 に 「

千 、 四「 「
五 二 五 千

「
同 」知五 「
表 七 を事千萩 百が百 「
ウ 八 四定四ェ 十 百め十ル 円 五る円ネ 」 十額のス に 円範パ 改 」囲ー め に内ク 、 、

円に
」、
に「
、二

万 「
九二
千千
六七
百百
八六
十十

六」 九 」 百
千を 十 を 十
六円 円「 「
百九 」 八 」
九万 に 千 に
十三 、 四 、
円千 百「 「
」六 六 五 二
を百 万 十 万

五 五 円 六「
八十 千 」 千

一 、 円 六 三 百
万 」 十 百 十「
九 八 に 円 二 円
千 千 改 」 十 」
五 二 め を 円 に
百 百 、 」 、「
九 十 同 九 に 「
十 円 項 万 、 二

」円 多 九 千「
」 を 目 千 五 四
を 的 三 万 百「

「
千 千 百 二 三
七 百 円 万 百
百 円 」 千 二
九 」 を 円 十
十 を 」 円「
円 三 を 」「
」 二 万 に「
に 千 二 二 、
、 百 千 万 「

六 四 千 三「
六 十 百 六 千

での 同 「
項 項 五」
野 に オ 千
球 、 ー 二
場 ト 百「
に 一 キ 五
関 万 ャ 十
す 五 ン 円
る 千 プ 」
部 円 場 を
分 」 に

円円
」」
をを
「「
九二

三 千万
五 九三

百千
五四

百 十

万円 八 に 百
九」 百 、 四
千に 六 十「
百、 十 四 円
六円 万 」「
十十 」 五 を
円五 を 千 「
」万 五 二「

六 六 に 百 万
千 万 、 二 六

八 体 百 千 十「
二 千 育 十 五 円
万 四 館 円 百 」
百 百 に 」 二 を
四 四 関 に 十 「
十 十 す 、 円 二
円 円 る 」 千「
」 」 部 一 を 四
に に 分 万 百「
、 、 の 九 五 七

千 円 円 百 百
四 」 」 円 五
百 に に 」 十
四 改 、 に 円
十 め 、 」「
円 、 七 を「
」 同 万 三 「
を 項 八 万 三

多 千 六 千「
六 目 七 千 二

「
の を 関 五

す 千「
中 一 る 四

万 部 百「
二 五 分 円
千 千 の 」
百 四 に
円 百 中 改
」 二 め「
を 十 三 、
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十
円
」
に
、
「
二
千

八 九 円「 「 「
十 百 七 三 六 」
円 九 百 千 百 に
」 十 三 円 十 、
を 円 十 」 円 「

」 円 に 」 三「
四 を 」 、 を 千
千 を 四「 「 「

め 円 百 改
、 」 五 め 別
同 を 十 、 表
項 円 同 の「
研 七 」 項 一
修 千 を 集 の
室 七 団 項「
に 百 三 宿 及

第 （
五 山 百 千 円 円
条 口 三 百 」 」

県 十 四 に に
山 青 円 十 、 、
口 少 」 円 「 「
県 年 に 」 七 九
青 自 改 を 千 千
少 然 め 二 四「

円 円 に 円 十
」 」 、 」 円

をを を 」「
十 に「 「「

三 八 七 、三
十 万 万千 「
五 二 三九七
万 千 万千百

三
百
八
十
円
」
を
「
二
千
四
百

六 二 四 六 百「
百 千 七 千 百 二
円 四 百 百 二 十
」 十 五 円 十 円
に 円 十 」 円 」
、 」 円 を 」 を

に 」 に「 「 「
五 、 に 四 、 三
千 、 千 千「 「
九 二 二 千 五「
百 千 千 百 七 百
八 四 円 十 百 十

関 四 千 泊 び
す 十 四 室 二
る 円 百 に の
部 」 四 関 項
分 に 十 す 中
中 、 円 る 「

」 部 四「 「
千 一 に 分 百
四 万 、 中 四
百 五 十「 「
七 十 四 一 円
十 円 千 万 」

年 の る 一 百 百
自 家 。 万 円 七
然 条 七 」 十
の 例 千 を 円
家 の 六 」「
条 一 百 七 を
例 部 二 千 「

改 十 四 九（
昭 正 円 百 千
和 ） 」 円 七
四 に 」 百
十 、 に 四

六 百 九七円
千 円 千」 百
六 」 二に 円
百 を、 」 百
八 に 二「「
十 十九 、 十
円 八百 円「
」 万 十円 」
に 七」 万 を
、 千を 四 「

三 千 四「「
二 百

四
十
円
」
に
、
「
二
千
九
百

十 百 」 円 六 円
円 九 を 」 十 」
」 十 に 円 に「
を 円 千 、 」 、

」 二 を「 「 「
六 を 十 五 四「
千 円 千 千 千「
百 二 」 二 八 三
五 千 に 百 百 百
十 五 改 六 十 九
円 百 め 十 円 十

円 」 百 六 を
」 を 八 千 「
を 十 円 四「

一 円 」 百「
千 万 」 を 五
五 三 を 十「
百 百 一 円「
十 三 四 万 」
円 十 千 六 に
」 円 二 千 改
に 」 百 四 め

九 、 十「
年 一 円「
山 万 千 」
口 八 八 に
県 千 百 、
条 九 円 「
例 百 」 四
第 四 を 千
三 十 二「
号 円 千 百
） 」 八 六

九 六 万
千 円百 百 三
百 」二 十 百
三 に十 円 四
十 、 」円 十
円」 を 円「
」 三に 」「を 十、 十 に一 万 、「「 二 万四 七 「千 三千 四千百 千

八
十
円
」
を
「
三
千
六
十
円

」 六 、 円 」 円
に 十 同 」 に 」
、 円 項 を 、 を

」 創「 「 「 「
六 に 作 五 二 四
百 、 室 千 千 千
二 に 四 三 五「
十 三 関 百 百 百
円 千 す 十 四 十
」 四 る 円 十 円
を 百 部 」 円 」

、 に 九 百 、
、 十 五 同「

千 円 十 表「
九 千 」 円 三
百 五 に 」 の
五 十 、 に 項
十 円 、 一「
円 」 五 般「
」 を 千 二 宿
を 八 千 泊「

千 百 五 室

の を 百 十
一 五 円「
部 一 十 」
を 万 円 を
次 九 」 「
の 千 に 四
よ 四 、 千
う 百 三「
に 八 九 百
改 十 千 八
正 円 九 十

九 万五九 八百 三百十 百 千七 九円 五 三十 十」 十 百円 円に 円」 」 四、 」を に 十を「 、 円二「 「五 」千 三 「
十千 を八 十
三百 百 二 「

」
に
、
「
四
千
百
八
十
円
」

九 分 に 」 に「
六 十 中 、 を 、
百 円 「 「 「 「
三 」 千 七 二 五
十 を 五 千 千 千
円 百 三 四 八「
」 三 円 十 百 百
に 千 」 円 円 六
、 五 を 」 」 十
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に に を 」 部
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百 百 、 十

」関 十 に「
三 をす 円 、
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四 、「
三 十 「
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に に 万 万「 「
、 、 二 千 一 六
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八 に 」

円 千 二千中
」 九 千四「
に 百 三百千
、 五 百二八

十 四十百 「
四 円 十円三
千 」 円」十
八 に 」を円
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百 を 百 円万
二 円 」

」 八百九 め
を 百、七百

五同十円 「
四 十」 表円
千 円」を 五
七 」に の「
百 に、二 項
七 、千 中「
十 千九 「「
円 一九百 四
」 万百八 千
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」十 「 百八 十に円 七千 円改」 十三 」めを 円百 に、 」四 、「
同三 に十 「表千 、円 千六九 」 十「
の百 六に 円
項八 千、 」
中十 三 を

十
円
」
を
「
十
四
万
六
千
百

六 円る 、
」十。 「
に円一
、」万

に千 「
、 七六

百百 「
四 六二
千 十十
八 円円
百 」」

六五 円 十 百十」百 円 六円に円 」 十
、」 に 円」

に 、 に 」「
九、 を改「
百 八 め「 「

千 五 千 三、
五 十 四 千同百 円 百 五表」二 二 百十

百に に に 十
円、 、 改 円
」 め 」「 「
に九 一 、 に
、百 万 同 、

十 千 表「 「
七円 九 十 五
百」 百 の 百
十を 八 項 円
円 十 中 」「
」九 円 を

「
円 百千 「 「

三」 二四 千
千に 十百 三

、 四 円五 十
百 」十 円「

六 八 を円 」
千 十」 に「
七 六円を 、
百 」 千「 「
七 を 五千 二
十 百四 千「

四
十
円
」
に

三 、
九 「

二
十
二

九 をを
十 「「

七円一
」 百万
を 八千

十九 「
五 円百
千 」十
二円 に

」 十 、

を十 十 四二円 円 十「
の九」 」 円
項百を を 」
中七 に「 「

千 十 八 、「
三五 円 千 「
千」百 六 四
六六 に 百 千

十 改 四 百 八

「
を百 」 五 「

三 を 千 五「
七十 百 百「
百円 一 三 十
三」 万 十 円
十に 二 円 」
円、 千 」 に
」 三 を 改「
に二 百 め「

千 改 十 五 、

円 三 円百 六
」 千 」九 百
を 五 に十 五

、百円 十「
六 七」 円「
千 一十に 」
九 万円改 を
百 千」め 「
六 六、 に 二
十 同 、 十 千
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百 二 を 円「 「
五 百 千 」五 「
千 二 七 を五十
二 十 百 千円 「
百 円 九 二二」
五 」 十 千百を
十 を 円 百五「
円 」 十千 十「

十 十「 「
五 三円 円
千 千」 」
百 八を に
円 百改「
」 七九 め
を 十千 、

円二 同「

円 七 十 十「 「
」 三 五 円 円十

万 千 」 」に 円
七 二 を に、 」
千 百 、を 「「
四 五 五九 「「
百 十 万 五千 三
九 円 四 千六 万

十 千 千 円 万
円 四 八 」 七
」 百 百 に 千
を 円 九 改 三

」 十 め 百「
八 に 円 、 三
万 、 」 同 十
七 を 表 円「

」 六 を 円三 円
に 千 」」百 「
改 四 千 にに九
め 百 八 、改十
、 円 百 め円 「
同 」 五 一、」
表 に 十 万同に
十 、 円 六、 表
二 」 千九「「
の 八 に 四一 の
項 百 、 百万 項
中 六 十

五 」十 表
千 に円 六
二 、」 の
百に 項 「
五 三、 中
十 万「 「
円 七千 九
」 十二 百
に 円百 七
改 」十 十
め を円 円
、

十 」 千 二百 五
円 を 二 百二 千
」 百 五十 九 「
に 五 六 十円 百
、 千 十 円」 七

四 円 」を 十 「
五 百 」 を円「
万 円 に九 」 「
八 」 、 五千 に
千 に 千八 、 「
三 改 八 四百 「
百 め 万 百

千 三 二 」「
七 万 七 の を
百 九 万 項 「
七 千 四 中 二
十 五 千 十「
円 百 九 二 三
」 五 百 万 万
に 十 七 九 三
、 円 十 千 千

」 円 百 八「
十 を 」 六 百
七 に 十 三八 中「

十 五 円百「 「
二 円 千 」千十
千 」 百 を六円
四 を 円」 百 「
百 」 一を 三「
五 八 を 万十「十 百 六一 円「
円 八 五 千万 」」 十 千 八千 をを 円 二 百百 」 百 「 八

」 」 「
同 三を を
表 万「 「七 九千 千の 百二 円項 三百 」中 十四 に 円十 、「

」円 「 に」 七 、に 千

四九
十 、 四 円万十
円 同 千 」三円
」 表 四 に」 千
を 四 百 改に 七

の 十 め、 百 「
五 項 円 、十「 万 中 」 同五 円 九 を 表千 」 「
千 二 三二 を 「
九 万 八 の百 「 百 九 万 項

「
万 四 、 円 十
千 万 」 円「
七 六 十 を 」
百 百 三 に「
七 八 万 二 、
十 十 七 万 「
円 円 千 九 三
」 」 四 千 万
を に 百 九 千

、 二 百 二「
十 十 九 百「 千二二 に 五 十六十千 、 十 円百円五 円 」「」 八百 五 」 にに 十二 千 に 、、 円十 百 改 「」円 円 め 二「

千 に」 」 、 千
四 、に を 同 二
百、 表 百「「

一九 五 十 六

、 七 「
四百「 千五 五 百千 十 三百 円 十千円 」 円百」 を 」円を を「

七」「 「五 千を 四千 九 千

五 四 八 千 六 中十 万 十 百 千 「四円 円 六 八 四」 千 」 十 百 万を 九 に 円 二 二百 、 」 十 千「
五 六 を 円 二「千 十 八 」 百「四 円 千 二 に 十
百 」 二 万 、 円
円 に 十 九 」

「
七 六 円 十 六
万 万 」 円 十
六 六 を 」 円
千 千 に 」「
六 六 十 、 を
百 百 四 「 「
八 七 万 五 三
十 十 千 万 万
円 円 三 二 二
」 」 百 千 千
に を 五 九 百「

万十五 千 の 十
三円千 二 項 円
千」百 百 中 」
五を円 五 を「
十」 十 七「 「

千 円を 円 百 二
」五 」 八 千「
を百五 に 十 三

三千 改 円 百「
一十二 め 」 二
万円百 、 を 十

「
二 百 二
百 七 百
五 十 五
十 円 十
円 」 円
」 に 」
に 、 に千改 、「

百め 千
三 「

、 七 五十同 十 千

「
」 、 円 千 一 を
に 」 九 万「 「

六改 を 百 千 四
万め 九 六 万「

、 九 八 十 百 三
同 千 千 円 十 千
表 九 二 」 円 四
五 百 百 に 」 百
の 三 五 、 を 十
項 十 十 円「 「
中 円 円 三 一 」

、 十 十 五「
六 円 円 十「

二 万 」 」 円
万 八 に を 」
三 千 、 に「
千 五 五 、「
六 百 一 万 「
百 七 万 三 五
五 十 八 千 千
十 円 千 五 二
円 」 八 百 百

三」五 同 円「
千に十 表 八 」

、 四円 十 百 に
百」 一 円 、「

五 二に の 」 「
千 十改 項 に 五
百 円め 中 、 千
円 」、 百「 「
」同 千 六 に 円

表 を 三 千 、 」

円表 円 百
八 」 円」
の をに 」
項 、 を「
中 千「 「

百八 五「
二 円千 千
千 」七 二
五 百 に 百
十 七 、 五

」 」 万 万 に「
三 を に 六 千 、
千 、 千 九「 「

七七 四 百 五「
万百 三 百 四 万
千六 万 四 十 二
九十 四 十 円 千
百円 千 円 」 七

」 三 九 」 に 百
を 十 百 を 、 六

」 に 百 八 五
を 、 六 十 十

十 円 円「 「
二 八 円 」 」
万 万 」 に を
四 五 を 、 「
千 千 五「 「
三 三 一 七 千
百 百 万 万 四
三 三 九 二 百

四
〇
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七 十
千 一
八 の
百 項
円 中
」 「
に 一
、 万

二 円 千 百「
千 九 」 五四
二 千 十に 百
百 六 円改 九
八 百 」め 十
十 十 を、 円
円 円 同 」 「
」 」 二表 に

十 百 を 中 千「
円 二 九 四「 「
」 千 十 二 九 百
を 八 円 千 百 四

百 」 百 十 十「
五 七 に 九 円 円
百 十 、 十 」 」
二 円 円 を を「

円 円 に 千
」 」 、 六 別
を に 百 表「

改 十 六 第「
一 め 二 十 一
万 、 万 円 の
八 同 五 」 一
千 表 千 を の

第 （
十 山 円 十
条 口 別 」 三

県 表 に の
山 民 第 、 項
口 文 三 中「
県 化 の 六 「
民 ホ 一 千 千
文 ー の 七 百

五「
三 千
万 九
七 百
千 円
三 」
百 を
六 「
十 一
円 万
」 六
を 千

を に 千十 、
、 三の「 「

二 百五項「
万 一 十百中
二 万 円六「
千 二 」五 十
九 千 に千 円
百 九 、」五
円 百 を百 「
」 三 三円 「
に 十 千五」
、 円 百

十 」 千 」 「 「
円 を 二 に 九 四
」 百 、 百 万「
に 二 二 三 五「
改 千 十 二 十 百
め 九 円 千 円 六
、 百 」 七 」 十
同 四 を 百 に 円
表 十 八 、 」「
四 円 千 十 に「
の 」 二 円 千 、
項 に 百 」 二

三 二 二 項「
十 の 百 五 中
円 項 三 万 「
」 中 十 七 二
に 円 千 万「
、 八 」 二 七

千 を 百 千「
二 七 五 八「
万 百 十 十 百
千 六 二 円 三
九 十 万 」 十
百 円 八 に 円

化 ル 項 百 二
ホ 条 中 三 十
ー 例 十 円「
ル の 三 円 」
条 一 百 」 を
例 部 十 を 「

改 円 千（ 「
平 正 」 六 百
成 ） を 千 五
八 九 十「
年 三 百 円
山 百 二

三「
三 百
万 五
八 十
千 円
四 」
百 に
二 、
十 「
円 二
」 万

百を
」 円七「 「

二 を 」五 十
千 を千 円「
三 一 」六 「
百 万 三に百三 三 千改五十 千 百め十円 二 八、円」 百 十同」を 九 円表に十 」

「
中 、 五 を 百 四

十 三 千「 「 「
千 三 円 二 十 三
三 千 」 千 円 百
百 七 に 八 」 八
二 百 、 百 を 十
十 二 五 円「 「
円 十 千 十 千 」
」 円 六 円 二 を
を 」 百 」 百 「

を 五 に 六 四

十 」 千 、 」
円 を 八 を「
」 百 六「 「
を 九 円 万 二

千 」 九 万「
二 十 に 千 八
万 円 、 五 千
二 」 百 六「
千 に 一 七 百
五 、 万 十 二
百 三 円 十

」
口 二 十 に
県 十 円 、
条 円 」 「
例 」 に 五
第 に 、 千
二 、 百「
号 九 円「
） 六 百 」の 百 三 を一 十 十 「部 円 円

に 千
、 四

百「
四 六
万 十
八 円
千 」
四 を
百 「
九 二
十 万

、「 五二 円 にの千 」 、「
七 項三 に 「千 中百 、 四四九 千「「 百 五十 一 三三 百円 万 十
十 円」 六 円

」円に 千 」
」 を、 七 を
を百 「

「
千 十 、 十 千「
三 三 円 円 五「
百 千 」 三 」 百
五 八 を 千 に 円
十 百 六 、 」「
円 十 千 百 に「
」 円 六 九 千 、
に 」 百 十 五 「
、 に 九 円 百 一

、 十 」 五 万「
千 円 を 十 百

「
三 一 千 」 円
十 万 九 を 」
円 三 百 に「
」 千 十 七 、
に 百 円 万 「
、 五 」 千 四

十 を 五 万「
三 円 百 千「
万 」 一 五 七
六 を 万 十 百
百 四 円 四

五を 」 」 千次 を を 二の 「 「 百よ 六 九 五う 百 百 十に 三 五 円改 十 十 」正 円 円 にす 」 」
改る に に
め。 改 、

円 二
」 千
を 七

十「
四 円
万 」
九 に
千 、
八 「
百 二
七 万

「 「
五七 八 四「

七 百千 十 千
千 十四 円 百
六 円百 」 四

」百円 を 十
に四」 円「
、十を 一 」

円万 に「「
一」七 七 、
万に千 千 「
百、六 二 五

「
七 四 」 円 円「
百 千 に 三 」 」
八 九 、 千 を を
十 百 七「 「 「
円 四 二 百 千 一
」 十 千 八 五 万
を 円 七 十 百 三

」 十 円 九 百「
千 を 円 」 十 八
八 」 に 円 十「
百 五 を 、 」 円

「
八 一 千 」 十
十 万 三 に 円
円 三 百 、 」
」 千 円 を「
を 五 」 九 「

百 に 万 四「
三 二 、 七 万
万 十 千 二「
千 円 一 四 千
五 」 万 百 九
百 に 百 円 百

、め 「
同る 五
表。 千
十百
四円
の」
項を
中「

五 「
八千
百二

十 七
円 千
」 三
に 十
、 円

四 」「
一 六 を

万 「
四 二
千 万

円百 百 千「
」九十 五 三
を千円 十 百

三」 円 五「
一百に 」 十
万五改 に 円
三十め 、 」
百円、 を「

」 八同 二 「
表 万 を 十 五

三 千 に 」「 「
十 六 二 三 、 に
円 十 千 百 改「
」 円 百 八 二 め
に 」 二 十 千 、
、 に 十 円 百 同

、 円 」 四 表「
二 」 を 十 三「
千 五 に 円 の「
二 百 、 三 」 項

五 、 円 」 三
十 」 を 十「
円 一 を 円「
」 万 十 」「
に 七 一 万 に
、 千 万 百 、

五 三 八「 「
三 百 百 十 五
万 三 八 円 万
九 十 十 」 五

四百
十五
円十
」円
を」

に 「
八改
百め
七る

。 十
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第 （
十 一 円 に 円「
二 般 」 改 七 」
条 海 に め 千 を

域 、 、 四 「
一 の 同 百 千「
般 利 千 表 円 三
海 用 円 七 」 百
域 に 」 の に 三

三 改 「「
十 め 千
円 、 六
」 同 百
に 表 円
改 四 」
め の を 千、 項 「 八

第 （
千 八 十 山 万
三 千 別 一 口 百
百 八 表 条 県 円
二 百 第 健 」
十 円 一 山 康 を
円 」 の 口 づ 「
」 に 一 県 く 一
に 、 の 健 り 万

十 十 十 三「
円 円 一 百二
」 」 万 九の
に に 三 十項
、 、 千 円中

四 」「 「 「
千 二 百 を五
八 千 円 千 「

の 関 を 項 、 十
利 す 中 円「 「
用 る 千 一 」「
に 条 二 二 万 に
関 例 十 千 二 、
す の 円 四 千 「
る 一 」 百 六 千
条 部 に 円 百 十
例 改 、 」 円 円

正 を 」 」（ 「
平 ） 千 を を「
成 十 二

同 中 千 百表 六「 五五 六 百 十の 百 四 円項 円 十
中 」 円 」

を 」 に「
三 に 、「
千 六 、 「
円 百 二「
」 十 二 千
を 円 千 六

、 項 康 セ 三「
五 中 づ ン 百「

五 千 く タ 八「
千 円 一 り ー 十
六 」 万 セ 条 円
百 を 二 ン 例 」
円 千 タ の に「
」 五 円 ー 一 改
を 千 」 条 部 め

百 を 例 改 る「
五 四 正 。「 （
千 十 一 平 ）

百 四 」 六七
円 百 を 万百
」 二 六円「
を 十 一 千」

円 万 二を「
千 」 三 百「
八 を 千 二五
百 七 十千「
五 二 百 円八
十 千 八 」百
円 四 十 に六
」 百 円 、「 「

十 円 千 一 千
年 」 四 万 三
山 を 百 二 十
口 六 千 円「
県 千 十 九 」
条 三 円 百 に
例 十 」 六 改第 円 に 十 め三 」 、 円 、号 に 」 同「
） 改 三 に

」 八 百「
三 に 百 五
千 、 円 十
八 」 円「
十 八 を 」
円 百 を「
」 円 二 「
に 」 千 二
、 を 八 千

百 七「 「
四 八 八

七 円 万 成
百 」 二 九
六 に 千 年
十 、 三 山
円 百 口「
」 二 四 県
に 千 十 条
、 六 円 例

百 」 第「
九 五 に 二
千 十 、 号

十
に 八 」 円 「
改 十 に 六」
め 円 、 千に、 」 七、「
同 に 一 百「表 、 万 五七十 七 十千「
四 千 千 円七の 八 四 」百項 百 百 を円中 円 円表の め 千 、 六一 る 二 「 の部 。 百 二 項を 円 千 中次 」 三

の を 百 「
五よ 円「 千う 三 」
四に 千 を
百改 二 「
円正 百 二

百
千 百 十 二
円 二 円 十」 十 」 円を 円 に 」」 、 に「
四 に 改「
千 、 五 め百 百「 、十 千 円 同円 四 」 表」 百 を

八 円 ）「
百 」 一 の
円 を 万 一
」 六 部「
を 二 千 を

千 円 次「
一 七 」 の
万 百 を よ
八 二 う「
十 十 一 に
円 円 万 改

」 「
」 」 六「 を七 を を 千

百 九「「 「 七十 千 一 百千円 八 万 四九」 百 七 十百を 五 千 円
二十 八 」「
十七 円 百 に
円百 」 九 、
」三 に 十

」す 九 千
をる 十 三

。 円 百 「
五」 六
千に 十
五、 円
百」「
五五 に
十千 、
円六 「
」百 千

三に 円 「 の、 」 五
項を 百「
中七 十「

千 千 円 「
千円 四 」
二」 百 に
百を 四 、
円十「 「
」七 円 千
を千 」 十

」 」 六 正
に に 千 す
、 改 四 る

め 百 。「
、 五
同 十
表 円
二 」
の に
項 、
中

「
に十 改 円 一
、円 め 」 万

」 、 に 百「
九に 同 、 円
千、 表 」「
七十 二 を「
百五 三 万 「
円百 の 三 一
」円 項 千 万
を」 中 百 三

を 円 百「
に円 十
、」 円

を 」 「
七を「
千五 「
二千 千
百七 三
円百 十
」六 円

十 」 を

二 に 円 「
千百 、 」
二円 を「
百」 千 「
三に 十 千
十、 円 三 」
円」 十「
」千 を 円

三 」 に「
百 千 に 、

「
二千 「

四 万八 千 八百 二 千円 百 円
円 」

を 」 を
を 「

二「
四 万

「
九七 」 八「
千五 百 を 十
九百 十 円「
百十 円 二 」
七円 」 万 に
十」 を 三 改
円に 千 め「
」、 七 七 、

百 百 に 同「
一 三 五 、 表

四
二
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を 「
二「
千千
七二
百百
円三
」十
を円

円 円 三「
」 」 十
に 円を
改 」「
め に二
、 、千
同 八 「
表 百

円 四 に 円「 「
六 」 十 八 、 」
千 に 円 千 に「
百 、 」 二 四 、
円 に 百 千「 「
」 三 、 二 八 千
を 千 十 百 百「

四 二 円 円 円「

円 千 万 万
」 千 五 別二
を 五 千 表百

百 七 第円「
五 円 百 一」
千 」 五 のを
九 を 十 一「
十 円 の二 「

第 （
十 山 八 十
三 口 」 別銭
条 県 に 表」

芸 改 のに
山 術 め 二、
口 村 る の「
県 条 。 項五
芸 例 中十

」 「
二に
千、
七「
百千
七三
十百
円五
」十
に円
改」
め

五 七
の 十七 項 円百 中 」円

に「
四」 、

を 百 千「
円 三「 六」 千 百を 六 円

百「
四 」

六 百 千 」 」 」
千 円 七 に を を
二 」 百 、 「 「
百 を 円 四 千「
六 」 一 千 百「
十 三 を 万 九 三
円 千 千 百 十「
」 四 二 二 三 円
に 百 千 百 十 」
、 九 七 円 円 に

十 百 」 」 、「
八 円 七 を に

円 三 」 項千
」 万 を 中二
に 二百 「 「
、 千 一 七六

四 万 千十「
五 百 六 円円
千 円 千 」」
五 」 二 をに
百 に 百、 「
円 、 円 七「
」 」 千三 「
を 三 に 二

術 の 二 「
村 一 八円
条 部 十五
例 改 四十

正 円銭（
平 ） 」」
成 をを
十 「「
年 八五
山 十十
口 六四
県 円を

、「
同千
表三
六百 の八 項十 中円

」 「
七に 百、 円

円
百 を」
十 を 「
円 「
」 三七 に 千百 、 六十

百円 「
五 九 千百」 十 六に 円 円 百、 」

「
千 」 十 、 一「
百 に 円 一 万「
円 、 」 万 六 百
」 に 千 千 円「
を 三 改 五 四 」

千 め 百 百 を「
八 八 、 十 円 「
千 百 同 円 」 一
三 三 表 」 を 万百 十 四 に 三「
十 円 の 、 六

千
千 、 百三「

五 五 円百 「
千 百 一 」円
六 円 万 に」
百 」 七 、を五 を 千 「「十 五 一三 「
円 三 百 万千」 千 円 五三に 六 」 百百、 百 を 円

円
条 四」
例 十に
第 銭、
二 」「
十 に二
三 、十号 六 「
） 九円の 十二一 四十部 円「 」千 を六 「百 七円 百」 二を 十

円「
千 」
六 に
百 、

」 四を「 十に九 「 円、百 五
円 百 「 」四」 十 に千を 円 、八」「 「百九 に 二円百 、 千」二 二「

を十 五 百

百円 」 項 千 八「
」 を 中 一 五 十に 万 百「 「 円、 三 二 四 八 」千 千 千 十「 に八 九 円 四 円 改百 百 」 百 」 め五 三 を 円 に 、十 十 」 、「 同円 円 二 を 「

表」 」 千 七

九 円 」「 「十七 」 一 を円千 に 万 「」七 、 八 一に百 千 万「、円 一 円 八
」 万 」 百「

四を 百 に 円千 円 、 」「
四七 」 に「
百千 を 二 、

五を 五銭次 十」の 銭をよ 」
う を「

二に 「十改 九七正 十
円す 七
」る 円
に。 二

四 「
十 九
円 百
」 円
に 」
、 を
「 「
二 九
千 百
百 二
円 十

円 百 「 五四」 九 十千に 十 円九、 円 」百」 を「
二千 を
十 「二 二「
円百 六 千」円 百 三に」 円

百、を 」

「
三を に 五 一 千
の、 十 万 二「
項八 円 四 百「
中百 四 」 千 円

七 千 に 八 」 「
三十 七 、 百 を
千円 百 円「 「
二」 円 二 」 七
百に 」 千 に 千
円、 を 七 、 四
」百 百

円九 万「 「
」百 一 四 一
を十 万 千 万

円 三 五 四「
四」 百 百 千
千に 八 円 円
五、 十 」 」
百 円 を を「
二九 」 「 「
十千 に 二 一
円九 改 万 万

改 十
め 銭
、 」
同 に
表 、
の 「
備 百
考 十
四 五
中 円

五「
」 円
を 」

に「
二 、
千 「

四 百 千
三 五 二

十 百
円 円
」 」

十に 「「
円五千 、
」百二
に円百
、」二

を十 「
二円 「
千五」
八百に

、 十 百

「 「 「
を千 四 円 千 円

二 千 」 六 」 「
三百 八 を 百 に
千円 百 円 、「
二」 二 二 」 「
百を 十 千 を 八
九円 七 千「 「
十千 」 百 千 円

二 に 七 六 」 円
百 、 十 百 を 」

」百 め 五 四
に円 、 千 千
、」 同 二 四

を 表 百 百「
四 二 円 円「
千一 の 」 」
九万 項 に に
百百 中 、 、
五七 「 「 「

十 十 二 三 一

一 十
・ 銭
〇 」
五 を
」 「
を 百

十「
一 八
・ 円
〇 八
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「
二
千
七
百
円
」
を

第
円 千 十「
」 二 別 四
に 十 表 条
、 円 第

」 一 山「
九 に の 口
千 、 一 県
円 の 民「

（
山 円 円 め の 円
口 」 」 、 」項
県 に 同 をに 中
民 、 表、 「「
芸 十 二四「 「
術 三 の 千六 百
文 千 項 八百 円
化 円 中 百五 」

円 を 円 に に
」 」 、 、「

を千に 「 「
四 二、 四 「

八 千 千百「
千 六 八千 九
二 百 百三 十
百 円 円百 円

「
二 千 九千 百 百七 円 円百
七 」
十 を
円
」
に
、

」 四 項 芸
を 万 中 術七 五 文百 「 「
九 千 一 化円 千 円 万 ホ
二 」 八 ー
百 を 千 ル
五 円 条「 「
十 四 」 例
円 万 を （
」 六 平「
に 千 一 成

ホ 」 七十 を「
ー を 四 十円 「
ル 百 円」 四「
条 三 円 」を 百
例 千 」 に十「
の 八 を 、六 円
一 十 百 」「 「
部 円 四 四六 に
改 」 百 百十 、
正 に 十 円円 「
） 、 円 」」 四

」 を

二 」 」五 」
十 を を十 に
円円 改 「 「
」 四 二」 め
に 千 千を 、
、 七 八同「

百 百千 表 「
一 三 七三 八
万 十 十百 の
四 円 円八 項
百 」 」十 中
円 に に「

千 九
百 百
三 二
十 十
円 円

」八 六 五 に百 百 百 、

、 二 万 十
百 八 一「

一 八 千 年七 万 十 五 山百 五 円 百 口二 千 」 十 県十 三 に 円 条円 百 、 」 例
円 に 第「
」 六 、 三
を 万 十

に 百「
三 に改 五 「
千 、 四め 十
六 百、 円「
百 四 十同 」
円 百 円表 を」 五 」十 「を 十 に一 四円 、の 百「
三 」項 六 「
千 を 五中 十七 百

円 「
」 、 、」 七
をに 百 「 「

五 千、 円 「
一 千 百」「
万 八 円千 を 六 百 の六 「 百 円 」百 七 九 」 を円 百 十 を」 二 「
円 千を 「十 」 五 百円 円 円 「

千
六を
百「
円
」
を
「
千
六
百

「
三 二 七「

一 千 万 号
万 円 七 ）
五 」 千 の
千 を 円 一
七 」 部「
百 六 を を
三 万 次「
十 四 二 の
円 千 万 よ
」 七 七 う

「 円百 「 四 円三 」円 百 」千 に」 六 を七 、に 十 「百、 円 五「
七円 」 百「 」 百三 に 十を 円千 、 円
」四 」「 「

三 を百 七 に
千円 百 、「

円「 に 千 三千 」 、 九 十六 に 百 円「百 、 一 六 の四 万 十 」「
九十 三 円 に百円 千 」 改」 円 八 に め
」に 百 、 、

、 を 円 同「
」 六 表「 「

八 四百 六 五 十二 百 百 円十 十 十 」円 円 円 に
、

に 「
、 二

千「
千 円
四 」

に 百 千 に
改 九 七 改
め 十 百 正
、 円 七 す
同 」 十 る
表 に 円 。
二 、 」
の に「
項 八 、
中 万 「

千 三

七八」 円 「
百百を 」 八
十円 を 百「

」 円三 十「
に 」千 七 円
、 に四 百 」

、百 十 を「
三九 円 「 「
千 九十 」 八
二 百円 に 百
百 円」 、 三

二 九 を 千 七
千 百 五 の「
百 二 一 百 項
円 十 万 三 中
」 円 四 十 「
を 」 千 円 三

に 百 」 千「
二 、 八 を 四
千 十 百「 「

千百 円 六 円
二五 」 千 」

百 を
円 「
」 二
を 千

五「
千 十
四 円
百 」
三 に
十 、

円 万
」 六
を 千

円「
八 」
万 を
三 「
千 三
三 万
百 七

」円に 十「
」 を改 九 円
をめ 百 」「

九る 円 に「
三 百。 」 改
千 十を め
二 円 、「

」百 九 同
に九 百 表

十 十 改 九

百十 に 七 を
円円 、 百 「
」」 十 三「
をに 千 円 千

、 四 」 四「
千 百 に 百「

二 二 五 、 九
千 百 十 十「
八 三 円 八 円
百 十 」 千 」

四
四
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第 （
十 山
五 口
条 県

漁
山 港
口 土
県 砂
漁 採

七「
十
円
」
に
、
「
三

に「
、
「
五
千
二
百千 円二 九

円 項「 「
」 九 中
を 千 「

八 四「
千 百 千
七 六 百
百 十 円千 六 円 」七

千 円 円
六 」 」
百 に に
円 、 、
」 「 「
を 五 千

千 九「
一 七 百

港 取
土 料
砂 等
採 徴
取 収
料 条
等 例
徴 の
収 一
条 部
例 改

正

千千 六二 九 七 五 百百 百 百 百 円円 円 円 円 」
を」

を 「
三「
千
六
百
九

」百 百 を三 二
十 十 「

五円 円 千
三」

に 百
、 三

十「
千 円
五 」
百 に

十 」 を百 円 に四 「
」 、 四十 に 千円 「
改 一 二
め 万 百」

に 、 二 十
、 同 千 円

表 四 」「
二 六 百 に
千 の 円 、
二 項 」

万 百 円
三 円 」
千 」 を
九 を 「
百 千「
七 五 九
十 千 百
円 八 四
」 百 十
に 六 円
、 十 」

円 に（
平 ）
成
十
二
年
山
口
県
条
例
第

十
円千 」二 九 に百 百 七 五 、二 二 百 百

十 十 十 十 「
三円 円 円 円 百
七」

に 十
、 円

円 、
」 「
を 五

百「
千 五
五 十
百 円
四 」
十 を
円 「
」 五

「
百 中 を 五
円 千「 「
」 千 一 五
を 三 万 百

百 二 円「
二 円 千 」
千 」 七 を
二 を 百 「
百 四 五「
六 千 十 千
十 三 円 六

「
千 」 改
四 に め
百 、 、
二 同「
十 七 表
円 千 三
」 九 の
を 百 項

円 中「 千千 」 「 百四 を 三
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

」「
千 を
二 「
百 三
円 百
の 八
」 十
を 円

」「
千 に
二 、

に 百
、 六

十「
二 円
千 」
百 に
円 、
」 「
を
「
二

円 百 」 百
」 三 に 五
に 十 、 十
、 円 円「

」 一 」「
三 に 万 に
千 、 六 、
円 千「 「
」 五 六
を 百 千

円 九

円百 千「
六 八 四 」
十 千 百
円 百 円
」 十 」
に 円 を
、 」 「

に 三「
千 、 千
五 四「
百 一 百

に
改
正
す
る
。

百 「
三 四
十 百
円 円
の 」
」 を
に 「
改 四
め 百
る 十
。 円

千
百
五
十
円 千」 二 九に 百 百、 円 円「
二 」
千 を

「
三 」 百
千 を 円
七 」「
十 一 を
円 万千 「
」 六 七七に 千 千百、 九 九円 百 十「
三 五 円」
千 を 十 」

千円 万 九 百の 二 十 二」 百 円 十を 円 」 円」 に「
千 を 、 」
五 「 「
百 一 四
四 万 千
十 四 五
円 百 百

四
五

」
に
、

七
百
円
」
を
「
二
千
七
百

九 円 に
百 」 、
円 に 「
」 、 九
を 千「

千 六「
四 七 百
千 百 円
円 二 」
」 十 を

の 八 円
」 十 」
に 円 を
改 」 「
め に 四
、 、 千
同 六「
表 一 百
五 万 二
の 三 十
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（
山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
交

第 （
十 砂 八 十

別 九 防 」 別銭
表 条 指 に 表」
の 定 改 のに
備 砂 地 め 二、
考 防 に る の「
五 指 お 。 項五
中 定 け 中十

第 （
十 山 八 十
八 口 」 別銭
条 県 に 表」

海 改 のに
山 岸 め 二、
口 占 る の「
県 用 。 項五
海 料 中十

第 （
十 山 円
七 口 八 別 別 別
条 県 十 表 表 表

港 銭 第 第 第
山 湾 」 三 二 一
口 占 に の の の
県 用 、 一 備 一
港 料 の 考 の「

第 （
十 山 八 十
六 口 」 別銭
条 県 に 表」

河 改 のに
山 川 め 一、
口 流 る の「
県 水 。 項五
河 占 中十

流
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
条
例

地 る 二「 「
一 に 行 八円
・ お 為 十五
○ け の 四十
五 る 規 円銭
」 行 制 」」
を 為 及 をを

の び「 「「
一 規 砂 八五
・ 制 防 十十
○ 及 設 六四
八 び 備 円

岸 等 二 「
占 徴 八円
用 収 十五
料 条 四十
等 例 円銭
徴 の 」」
収 一 をを
条 部 「「
例 改 八五

正 十十（
平 ） 六四
成 円

湾 等 五 項 五 項
占 徴 十 中 中 中
用 収 二 「「 「
料 条 円 八 一
等 例 五 十 ・
徴 の 十 四 〇 」
収 一 銭 円 五 を
条 部 」 」 」 「
例 改 を を を

正（ 「 「 「
平 ） 五 八 一 」
成 十 十 ・

川 用 二 「
流 料 八円
水 等 十五
占 徴 四十
用 収 円銭
料 条 」」
等 例 をを
徴 の 「「
収 一 八五
条 部 十十
例 改 六四

正 円
の
一
部
改
正
）

円
」 砂 の 四」
に 防 管 十に
改 設 理 銭、
め 備 に 」「
る の 関 に二
。 管 す 、十理 る 六 「

に 条 九円関 例 十二す の 四十る 一 円

円
十 四」
二 十に
年 銭、
山 」「
口 に二
県 、十条 六 「
例 九円第 十二六 四十号 円

に
十 四 六 〇 改
二 円 円 八 め
年 」 四 」 、
山 に 十 に 同
口 、 銭 改 表
県 」 め 二「
条 二 に る の
例 十 、 。 項
第 六 中「
五 円 九 「
号 二 十 六

円（
平 ） 四」
成 十に
十 銭、
二 」「
年 に二
山 、十口 六 「
県 九円条 十二例 四十第 円五条 部 五銭例 改 十」正 銭（ を平 ） 」

成 を「
二十 「十五 九七年 十
円山 七
」口 円
に県 二

五） 五銭の 十」一 銭を部 」
を を「

二次 「十の 九七よ 十
円う 七
」に 円
に改 二

） 十 四 千
の 五 円 九
一 銭 五 十
部 」 十 円
を を 銭 」
次 」 を「
の 二 を 「
よ 十 六「
う 七 九 千
に 円 十 二
改 」 七 百

五四 五銭号 十」） 銭をの 」
一 を「

二部 「十を 九七次 十
円の 七
」よ 円
にう 二

改条 十
め例 銭
、第 」
同二 に
表号 、
の） 「
備の 百
考一 十
五部 五
中を 円

次 五「

改正 十
めす 銭
、る 」
同。 に
表 、
の 「
備 百
考 十
五 五
中 円

五「

正 に 円 六
す 改 二 十
る め 十 円
。 る 銭 」

。 」 に
に 改
、 め

る「
百 。
十
五

改に 十
め改 銭
、正 」
同す に
表る 、
の。 「
備 百
考 十
五 五
中 円

五「
一の 十
・よ 銭
〇う 」
五に を
」改 「
を正 百

す 十「
一る 八
・。 円
〇 八

一 十
・ 銭
〇 」
五 を
」 「
を 百

十「
一 八
・ 円
〇 八

円
五
十
銭
」
を
「
百
十
八

一 十
・ 銭
〇 」
五 を
」 「
を 百

十「
一 八
・ 円
〇 八

四
六
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同 六 千「 「
百 二 三 四項
円 万 千 百弓
」 二 百 六道
を 百 五 十場

四 十 円に 「
二 十 円 」関
万 円 」 をす

円 七 二 千「 「
」 百 五 六 二十
に 円 万 十 万円
、 」 六 円 九」

を 千 」 百に「
二 五 に 八、「
千 七 百 、 十「
七 万 三 円一 「

円 千 ポ「 「
」 二 ー 七四
を ツ 万千 百

広 八六 九「
二 場 千百 十
万 に 九二 円
七 関 百十 」
千 す 八円 に

第
千 十 二「

円 四 別 十八
」 千 表 条百
に 六 第六
、 百 一 山十

円 山 口円 「
千 」 口 県」
九 に 県 スに

五 」 にる 「
千 に 、 二部
三 、 千分 「
百 五 五中 「
円 一 千 百
」 万「

七 三二 に 三 百 十千 、 千 四 円四 百 十 」「
百 四 二 円 に円 万 十 」 、」 五 円

百 六 十 四 」万
七 百 円 千 に六
十 六 」 五 、千
円 十 に 百三 「
」 円 、 八 八十
を 」 十 百円「

に 三 円 円」「
二 、 万 」 」を
千 六 を を「 「
八 十 千 一 「 「
百 二 六 四 八万
四 万 百 千 百

九 る 十」 、
百 部 円に 「
七 分 」、 六
十 中 に千「
円 、三 三 「
」 四万 百 「
に 千 一四 七
、 二 万千 十

百 五円 円「
五 五 千」 」
万 十 三を を
千 円 百

百 、 立 ポ、
二 お ー「「
十 二 の ツ二
円 千 だ 交万
」 五 サ 流四
を 百 ッ ま百

六 カ ち八 「
千 十 ー づ十
九 円 交 く円
百 」 流 り」
七 を 公 拠を
十 園 点をを 「

千 」 千「
九 を「 五 六二 百 千 百「

千 二 一 八 四四 十 万 百 十百 円 三 九 円六 」 千 十 」十 を 四 円 を百円 」「 「四 九」 に 千万 十に

六
十 八 四 七 二千
円 千 十 百 十四
」 二 円 十 円百
に 百 」 円 」八、 四 を 」 に十十 に 改円「 「
千 円 三 、 め」二 」 万 、に 「
百 を 七 五 同、円 千 千 表「 「」 十 六 七 山

「 「
円 」 六三 六
」 を 十万 千
を 円四 五 「

四 」千 百「
五 千 を九 五万 三百 十 「
二 百 一七 円千 七 万十 」四 十 五円 に百 円 千」 、五 」 七

「「
円 二 の 施二
」 千 項 設万
に 六 サ 条千
、 百 ッ 例六 三 カ十 「 （
二 十 ー 平円 万 円 場 成」 五 」 に 十に 千 に 関 七、 六 、 す 年「 百 る 山、 六七 円、 百千 」 「「 千 八二 に 二 十百 、 百 円二 「 三 」十 一 十 に円 万 円 、」 六 」に 千 「

を 二、 四千 千百 「

三を 三 百 百 口千万 八 二 県「 四千 千 十 十 立百二 八 円 円 下三百 百 」 」 関十三 九 に を 武円十 十 、 道「」円 円 五 館「
を」 」 四 千 の

に に 万 八 項「
三改 、 五 百 大

に 「十 に 百、 一円 、 九万」 十「 「四 二に 五 円万 千、 千 」七 七 九 に「 千 百十 百 、六 五万 五 「
百 十二 十 八
円 円千 円 百
」 」円 」 円

三 「
円 四 部 口万 」 千 分 県八 を 八 中 条千 百 例「 「四 二 円 三 第百 万 」 千 四円 六 を 二 十」 千 百 九「

を 三 四 円 号
百 千 」 ）「

三 三 九 を の六 「
千 五九 円百 二 十千 」円 百 円八 を
六 」百」 「
十 をを 四 一
円十 万 「「
」 二円 六
に 千」 千
、 百を 八

円百 「「
一 」一 六

千め 千 八 道「
五、 二 八 十 場
百同 万 百 円 に
二項 七 円 」 関
十柔 千 」 に す
円道 四 を 、 る
」場 百 部「 「
に及 八 四 八 分
、び 十 万 千 中

剣 円 七 五「 「
五道 」 千 百 六

を を」 を の
を 」「 「 「

四 一 六 を「
万 万十 千 「
八 三万 百 八
千 千四 二 百
九 百千 十 二
百 円九 円 十
六 」百 」 円
十 に円 に の

、円」 、 」

万 十 百 一「
九 円 三 三 部
千 」 十 千 を
四 に 円 二 次
百 、 」 百 の
九 に 九 よ「
十 三 、 十 う
円 万 円 に「
」 五 九 」 改
に 千 千 に 正
、 八 六 、 す

四
七

万 に万 十千 九 、百 円六 千二 」 「百 三六十 に四 千百円 、十 七八」円 「
十 十に 二
円 円改 万」
」 」に め 四

、 、 千 を を

万場 を 百 八 千
四に 円 十 八「
千関 二 」 円 百
九す 万 に 」 七
百る 八 、 を 十
六部 千 円「 「
十分 二 六 八 」
円中 百 万 千 を
」六 八 八「 「

二 十 千 を 百 七

」に に「 「
二に、 三 改

、 千 千 め「
五二 四 、「

二 百万 百 同
万 五四 円 項
七 十百 」 多
千 円円 を 目
二 」」 的「

を 百 を 三 ス

百 百 る「 「
七 四 円 四 。
万 十 」 千
六 円 を 四
千 」 百「
八 を 九 八
百 千 十「
円 三 八 円
」 万 百 」
を 六 六 を
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に「 「 「
一 、 四 四

万 万万 「
二 九十三
千 千二千
四 五万六
百 十七百
円 円千六

万 円 に
六 」 、
千 を 「
五 「
百 千
円 七
」 百
を 円 一 九

に 円 を に「
」 一 、関 「
を 万 八す 「

六 千百る 「
六 百 三円部
千 九 百」分
四 十 円に中
百 円 」、「

を「 「 「
九 一 二「
千 万 千
六 六 円
百 千 」
円 円 を
」 」 「
を を 二千」 」二十

を に百円
、二」 「

四十に 「
万 六、 円
三 千」「
千 六七 を
六 百千 「
百 四十九
十 十三百
円 円万五
」 」

」「 万 千二 に 五 二万 、 千 百七 「 九 七千 百 十二 円 円百
五 」
十 を一円 「万」 五に

十 」 を三 「
円 に 一千 「
」 、 千万九
に 三二百 「
改 一 百千七
め 万 三四十
、 五 十百円
同 千 円八」
項 六 」十を
会 百 に円「
議 円 、」四
室 」

千「 「 二九 一 五百千 万 十三八 六 円十百 千 」円七 四 に
十 百 、」
円 五 に 「
」 十 、 三
に 円 千「
改 」 円一
め に 」万八十

に を百円
、」 二 「

六を 十 「
五 千円「 万 八八 」 三 百千 に 六千 二、百 万円 十七 三「 」 円九十 千を 」万円 六に

千、 九 一「 百 万
円 六 九

千 千」 三 五を 百 百「 三 三
三 十 十
万 円 円
七 一 」

を千 「
に を 千八 「
関 九一十 「
す 一 百万円 る 万 五二」 部 六 十千に 分 千 円八、 中 四 」百「 十 を五 三「
四 円千 十 「
百 」 二三 円四 に 千

、 、 を九
同 千「 「
項 二 三二
相 万 千百
撲 四 八円
場 千 十」
に 円 円を
関 」 」「
す を に一
る 、万「
部 二五」 「 百五 、千 十に 万 「 円四、 四百 千「 」一 十 五万 円 百」六 十を百 円 三円 」「

万九」 に 千万を 、

千 万 に百 六 、円 千
三 「

一百を 万五 千「 十 九円 百
二」

に 十三 、 円

」百 十 、 円に円 円 」「 、」 」 二 にを を 万 、「
八九「 「 「千五 四 千 三三千 百 百 千百四 五 二 六
二百 十 十 百
十五 円 円 四
円十 」 」 十

九 「
分 万 五千
中 四 千七

千 六百「
千 六 百四五 百 円十百 八 」円六 十 を」十 円 「に円 」 五、」 に 千
を 、 七「

八 六八「 「 百 万一 千 七 円 五万 百 万 千九 二 四 」 四百 十 千 を 百円 円 二 「 円」 」 百
に に 十 」
、 、 円

」「 「
一 一 を

万 」八 「
二 を千 万百 「
千 一五 二 万十 百 二円 円 千
」 二

に を 百
、 五「

二 十

」円 に を 円
を」 改 」「

に め 二 を「
八、 、 万 「
千同 九 三「

六 五表 千 千
千 百山 九 七
六 五口 百 百
百 十県 三 二
二 円ス 十 十

」十 ポ 円 円

一 百「 「 万千 四 四二六 万 十
千百 四 円
八円 千 」
百」 八 に
円に 百 、
」、 円 「
を」「

千 を 「
一四三万 万 「 万三 三 七 二千 千 万 千二 二 六 七百 百 千 百五 九 三 円十 十 百

円 円 十 」
」 」 円 に
を を 」 、

「
万 円四
千 」万
八 に七
百 、千 円 「

七 」 千
百 に 六
円 、 百
」 六「
を 二 十

に円 ー 」 」
、」 ツ に に

を 交 、 、「
一流「 「 「
万六 村 六 七
四千 の 千 百
百八 項 二 八

百 円体 百 十
」円 育 四 円

」 館 十 を 」

「
万十 四
三円 万
千」 六
百を 千
六六「 千十千 十 二円六 円 百」十 」 円円 に に

」 、 、 」

四
八
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円
」
に
、
「
四
百
円

を を「 「
別 四 四「「
表 千 千 百二
第 八 三 六千
二 百 百 十二
中 五 七 円十

十 十 」円「
円 円 に」

第 （
円 百 二 山「
」 二 別 十 口三

千 一 県を 表十
四 条 フ第円「
百 ラ七 」 一
九 山 ワ百 を の
十 口 ー八 一「
円 県 ラ五十 の

中 十 六 十 に 百
円 十 円 、 十「

千 」 円 」 円「
四 に 」 を 二 」
百 、 に 十 を「
二 改 二 五「 「
十 五 め 万 万 八
円 百 、 七 四 万

二 「
十 一
円 万
」 三
に 千
、 六

百「
三 二

」
を
「
四
百
十
円
」
に
改
め
る

」 」 、に
に に、 「
、 改 五「

め 百二「
五 、 六千
百 同 十七
九 表 円百
十 四 」六
円 の を十千 」 項円円 「
を 中 五」

百」

」 フ ン百円 項
を ラ ド」 四 中

ワ 条に 十 「 「
二 ー 例、 円 千
千 ラ の」 七「
五 ン 一九 に 十
百 ド 部百 改 円
六 条 改九 め 」
十 例 正十 、 を
円 ）円 同 （「
」 平」 表 千
に 成

」 円 同 千 千 七
を 」 項 三 四 千

を 研 百 百 二「
千 修 三 四 百「
四 五 室 十 十 三
百 百 に 円 円 十
六 十 関 」 」 円
十 円 す に を 」
円 」 る 、 に「
」 に 部 二 、「
に 改 分 六 十 「
改 め 中 百 六 十

千 十
三 円
百 」
二 に
十 、
円 「
」
を
「 一三 万千 八四

。
を「 「

を 六 千 七「
百 百 十二「
円 八 円千
」 十 」八
に 円 に百改 」 、三め を十 「
る 七円 「
。 千 百」 二 九に千 百 十

を 二 百
、 十の 円「

七千 」項 「
三 年十 に中 千 山円 、「 二 口」 四 「百 県に 千百 円 条、 四四 」 例百十「 を 第千 二円 五三 十」 「
三 十

め 、 六 万 万「
る 同 八 十 千 六
。 項 百 円 六 千

ヨ 八 の 百 十
ッ 十 」 八 円
ト 円 を 十 」
に 」 円 を「
関 を 六 」 「
す 百 に 十「
る 九 七 、 万
部 百 十 九

三 千百 万 五十 千 百円 八 五」 百 十に 円 円、
」「
を
「

、二 十 円十 「 円 」円 三 」 を千 に」 「五に 、 八百、 百「五 千 円「 十 五 」五 円 百 に百 」 八 、円 を 十」

百 円を 千 号二 」二 ）「
十 を四 百 の円 百 九 一「
」 千五 十 部を 四十 円 を百円 」 次「
千 六」 に の三 十に 、 よ百 、 円 う「
四 」四 に「

「
分 円 円 十 千
中 」 の 九 三

に 」 万 十「
六 改 に 八 円
百 め 改 百 」
六 、 め 三 に
十 同 、 十 、
円 項 同 円 「
」 艇 項 」 十
を 置 屋 を 四

場 内 万

六
万 三
三 万
千 二 一
六 千 万
百 六 九
十 百 千
円 九 七

十 十」 円 円を
」「

円 千「を 三 」 十
千「

を 円五 六 」百 「
百 千 を十 四 六円 「
十 百 千」 円 二 三に 」 十 十、 に 円 円
、 」 」「

十 五 に千 改
円 、百 二 正
」 五 百 す「
に 千十 七 る
改 七円 十 。
め 百」 円
、 八を 」
同 十を「
表 五 円「
三 」百 四
の を六 千

「 「
六 に プ 十 八
百 関 ー 九 千
七 す ル 万 四
十 る に 六 百
円 部 関 千 二
」 分 す 二 十
に 中 る 百 円
改 部 六 」「
め 年 分 十 を
、 六 中 円 「
同 万 」 十

「
に
、

六 「
二万 万五 三千 千四 八百 百二 五十 十

四
九

二 に に「
千 四 、 、
円 千 「 「
」 七 千 千
を 百 九 三

三 百 百「
二 十 七 五
千 円 十 十
五 」 円 円
十 を 」 」

項 十 三 「
中 千円 百

八」 九「
四 百に 十
百 、 三円
五 十」「

七十 円に
百円 」、

」 七 に「
を 十 五 、

「
項 円 五 に 五
宿 」 百 、 万
泊 を 五 二「
室 十 二 千「
に 年 円 万 六
関 六 」 六 百
す 万 を 千 五
る 千 五 十「
部 七 五 百 円
分 百 百 八 」

円 円
」」

に を
、 「

二「
八 万
万 四
四 千
千 五
八 百
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軽
減
を
図
る
観

山
別 山 口

４ 表 口 県
第 県 山 条

１ 一 使 口 例
か の 用 県 第
ら ９ 料 使 十
３ の 手 用 一
ま 表 数 料 号

２
山 例

平 口 第 こ
成 県 十 の
二 使 二 条
十 用 条 例
六 料 第 の
年 手 一 施
三 数 項 行

１（
経 部 請「
過 分 手 こ管建措 の 数 の理築置 改 料 条業物） 正 に 例者環 規 関 は境 定 す 、衛 る 平生 （

第（ （
施 二 山
行 別 十 口
期 附 表 二 県
日 第 条 防
） 則 一 災

の 山 セ
一 口 ン
の 県 タ

点
か
ら
徴
収
し
な
い
こ
と
が
相

で 一 料 手
に の 条 数
定 項 例 料
め の 条（
る 備 昭 例
も 考 和 の
の 中 三 一
の １ 十 部
ほ を 一 を
か 削 年 改
、 り 山 正
授 、 口 す

月 料 の の
二 条 規 際
十 例 定 現
五 の に に
日 一 か 停

部 か 留
を わ し
改 ら て
正 ず い
す 、 る
る な 航
条 お 空

部 成一 「
四 分 二般 万 の 十
三 改 六
千 正 年
円 規 四
」 定 月
を 一（

日「 「
四 四 か
万 万 ら
三 七 施

項 防 ー
中 災 条

セ 例「
六 ン の
百 タ 一
五 ー 部
十 条 改
円 例 正
」 ）（
を 平

成「
六 二

当
と
認
め
ら
れ
る
額
と
し
て

業 ２ 県 る
料 を 条 条

１ 例 例（
専 と 第
攻 し 一
科 、 号
に ３ ）
係 を の
る ２ 一
も と 部
の し を

例 従 機
を 前 の
こ の 当
こ 例 該
に に 停
公 よ 留
布 る に
す 。 係
る る
。 停

留

千 千 行
百 円 す一 二 」 る件 十 を 。に 円 たつ 「
」 四 だき に 万 し
改 七 、
め 千 第
る 百 一
部 二 条

百 十
六 年
十 山
円 口
」 県
に 条
改 例
め 第
る 三
。 十

号
知
事
が
別
に
定
め
る
額
に
つ

を 、 次
除 ４ の
く を よ
。 ３ う
） と に
及 し 改
び 、 正
受 ５ す
講 の る
料 前 。
の に

料
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の

分 十 中
を 円 山
除 」 口四 く に 県万 。 改 使五 ） め 用千 及 る 料円 び 部 手
同 分 数」

を 条 を 料
削 例 除 条

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

い
て
は
、
こ
れ
を
徴
収
し
な

う 次 山
ち の 口高 よ
等 う 県
学 に 知校 加
に え 事
お る
け 。
る 村
教

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
山
口

る 別 く 例
部 表 。 別
分 第 ） 表
に 一 、 第
限 の 同 一
る ４ 項 の
。 の 譲 ３
） 表 渡 の
は 十 予 表
、 五 定 六
公 の 価 の

正
す
る
。

い
も
の
と
す
る
。

育
に 岡
係
る
経 嗣
済
的
負 政
担
の

県
山
口
宇
部
空
港
管
理
条

布 項 額 項
の の 審 特
日 改 査 定
か 正 手 住
ら 規 数 宅
施 定 料 用
行 に 地（
す 関 認
る す 定
。 る 申

五
〇
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山
別 第 山 口
表 二 口 県
の 条 県 山 条
備 第 道 口 例
考 一 路 県 第
以 項 占 道 十
外 中 用 路 二
の 料 占 号「

山 前 く
平 口 の 。
成 県 例 ）
二 道 に 及
十 路 よ び
六 占 る 受
年 用 。 講
三 料 料

２ １（ （
経 施

平 過 こ 行
措 の 期 附成
置 条 日二
） 例 ） 則十

は六
、年
平三

別 別 別
表 表 ２ 表
第 第 第
二 一 一 一
の の の の
一 ９ 項 ９
の の の の
項 表 備 表

部 一 徴 用
分 ・ 収 料
を 〇 条 徴
次 五 例 収
の 」 条（
よ を 昭 例
う 和 の「
に 一 二 一
改 ・ 十 部
め 〇 九 を
る 八 年 改
。 」 山 正

月 徴 の
二 収 徴
十 条 収
五 例 に
日 の つ

一 い
部 て
を は
改 、
正 改
す 正
る 後

成月
二三
十十
六一
年日 四に 月高 一等 日学 か校 ら又 施

中 一 考 一
の １ の「
三 か 三の一 の ら の訂般 項 ４ 項正旅 の ま の券 備 で 備の 考 は 考記 中 、 ２載 ３ 後 を事 を 期 次項 削 課 の

に 口 す
改 県 る
め 条 条
る 例 例
。 第

十
九
号
）
の
一

条 の
例 山
を 口
こ 県
こ 使
に 用
公 料
布 手
す 数
る 料
。 条

は 行
中 す
等 る
教 。
育 た
学 だ
校 し
後 、
期 別
課 表
程 第

り 程 よ
、 の う
４ 授 に
を 業 改
３ 料 め
と に る
す つ 。
る い
。 て

準
用

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

例
別
表
第
一
の
９
の
表
一
の

二に
の在
改学
正し
規、
定引
はき
、続
公き
布在
の

一 す件 るに 。つ
き

。 山 項
及口 び

県 一
の知 三

事 の
項
の

村 規
定

学
日す
かる ら者 施に 行係 する る授 。業

料
（

二
百
円

」
を
削
る
。

五
一

に
岡 か

か
わ

嗣 ら
ず
、

政 な
お
従

専
攻
科
に
係
る
も
の
を
除
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話変 地 路
所圧 下 上
塔 に に

工に項二法
作掲第条第
物げ一第三
る号一十

地 共 そ 第
下 架 の 三
に 電 他 種

第 第 第 第
二 一 三 二
種 種 種 種

占
第
一
種

そ 設 設
の け け
他 る る
こ 変 変
れ 圧 圧
に 器 器
類
す
る
も
の

設 線 の 電
け そ 柱 話
る の 類 柱
電 他
線 上
そ 空
の に
他 設
の け
線 る
類 線

電 電 電 電
話 話 柱 柱
柱 柱

電
用柱

物

及
び
公
衆
電

年一 つ方占 年一
個 きメ用 個
に 一ー面 に
つ 年ト積 つ
き ル一 き

類

ル長
にさ
つ一
きメ
一ー

年一
本
に
つ
き

件

単

占
一 に平 一

七 二 三
七 三 八
〇 〇 〇
円 円 円

年ト

八
三 五

二 四 九 〇
円 円 円 円

一

六 三 九 六
二 九 〇 六
〇 〇 〇 〇
円 円 円 円

位

甲
占四

三
用〇

円 地
用物

乙
件

六 一 三
四 九 一
〇 〇 〇
円 円 円

五 一 二
六 七 七
〇 〇 〇
円 円 円

七
三 〇

二 三 二 〇
円 円 円 円

六
二 二

二 三 八 〇
円 円 円 円

五 三 七 五
一 二 四 五
〇 〇 〇 〇
円 円 円 円

四 二 六 四
五 八 五 八
〇 〇 〇 〇
円 円 円 円

三
六

の〇
円 地

所
丙

在 料三
一 地〇
円 地

五
二
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法
第
三
十
二
条 外 の外 未
第 径 も径 満
一 が のが の

物に項二法
件掲第条第
げ二第三
る号一十

外 未外 未外 ル外
径 満径 満径 未径
が のが のが 満が

ル外 ル外 外 そ
未径 未径 径 の
満が 満が が 他

広 郵
告 便
塔 差

階
数
が
一
の
も
の

項 一 〇 も
第 メ ・ の
三 ー 七
号 ト メ
及 ル ー
び 以 ト
第 上 ル
四 の 以
号 も 上
に の 一
掲 メ

〇 も〇 も〇 の〇
・ の・ の・ も・
四 三 二 の一
メ メ メ 五
ー ー ー メ
ト ト ト ー
ル ル ル ト
以 以 以 ル
上 上 上 以
〇 〇 〇 上
・ ・ ・ 〇

の〇 の〇 〇 の
も・ も・ ・ も
の一 の〇 〇 の
メ 七 七
ー メ メ
ト ー ー
ル ト ト
以 ル ル
上 以 未
〇 上 満
・ 〇 の

出
箱
及
び
信
書
便
差
出
箱

げ ー
る ト
施 ル
設 未

満

七 四 三 ・
メ メ メ 二
ー ー ー メ
ト ト ト ー
ル ル ル ト

ル長
にさ
つ一
きメ
一ー

一 ・ も
五 一 の
メ メ
ー ー
ト ト

つ方
きメ
一ー
年ト
ル

占 つ方表
用 きメ示
面 一ー面
積 年ト積
一 ル一

に
〇
・
〇
〇
四
を
乗

七 四 二
七 六 三
〇 〇 〇
円 円 円

年ト

一
六 九 七 四
〇 三 〇 六
円 円 円 円

に

七
三 二 一 七
五 三 六 〇
円 円 円 円

平 に平

一
、
九 三
〇 二
〇 〇
円 円

一
、

じ
て
得
た
額

六 三 一
四 八 九
〇 〇 〇
円 円 円

五 三 一
六 四 七
〇 〇 〇
円 円 円

一
三 七 五 三
〇 六 七 八
円 円 円 円

一
二 六 五 三
〇 七 〇 四
円 円 円 円

六
二 一 一 四
九 九 三 〇
円 円 円 円

五
二 一 一 六
五 七 二 〇
円 円 円 円

一 二
〇 七
〇 〇
円 円

七 二
六 四
〇 〇
円 円

五
三
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い いの九四年和行道「
う令 表号百政二令路
。」 に。七令十 法（
）とておこ十第七昭施

幕 旗 標
ざ 識（

令 お

施
設

くので 看 そ（
。 あア のを） るー 他

に項二法
掲第条第
げ六第三
る号一十

設祭 そ 地
け礼 の 下
る、 他 に

施に項二法
設掲第条第
げ五第三
る号一十

上 び地
空 地下
に 下街

第

祭 そ し祭
の 、礼 礼
他 一、 、
の 時縁 縁
も 的日 日
の にそ そ

設の のけ他 他る

除もチ板 の
も

そ 一 の
の 時
他 的
の に
も 設
の け

る
も
の

も縁 の 設
の日 も け
そ の る
の 通
他 路
の
催
し
に
際
し

設 室及
け
る 階 階
通 数 数
路 が が

三 二
以 の
上 も
の の
も
の

の のも
催 催の
し し
に に
際 際

そ 月一 日一 年一
の 本 本 本
面 に に に
積 つ つ つ
一 き き き

つ方表 つ方表 つ方
きメ示 きメ示 きメ
一ー面 一ー面 一ー
年ト積 月ト積 月ト
ル一 ル一 ル

、
一
時
的
に

占 つ方占
用 きメ用
面 一ー面
積 日ト積
一 ル一

つ方占
きメ用
一ー面
年ト積
ル一

平 一 一 一

一 六
九 一 二
〇 九 〇
円 円 円

に平 に平 に

一
、
九 一 一
〇 九 九
〇 〇 〇
円 円 円

一
、

平 に平

七 五
一 七 六
九 〇 〇
円 円 円

に平

に に
九 〇 〇
三 ・ ・
〇 〇 〇

〇 〇円
八 七
を を
乗 乗

一 五
一 一 一
〇 一 〇
円 円 円

四
七 五
六 八 〇
円 円 円

一 一 一
〇 一 一
〇 〇 〇
円 円 円

七
六 七 七
〇 六 六
円 円 円

六 三
一 四 二
一 〇 〇
円 円 円

五 二
六 三

八 〇 〇
円 円 円

五 じ じ
三 て て
〇 得 得
円 た た

額 額

三
八
〇
円

五
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

設掲第令 設掲
げ九第 げ
る号七 る
施に条 施

建 そ 上
築 の 空
物 他 に

第令 掲令 掲令
八第 げ第 げ第
号七 る七 る七
に条 施条 工条

設第 事第
けト 六 用四
るン 号 材号
もネ に 料に

令 令
第 第
七 七
条 条
第 第
三 二 ア
号 号 ー
に に チ

げ一第
る号七
物に条
件掲第

除る施る号七
くも設工に条
。ので事掲第

の 設
も け
の る

も
の

のル 掲 掲
の げ げ
上 る る
又 仮 工
は 設 事
高 建 用
架 築 施
の 物 設
道 及 及
路 び び
の 同 同

掲 掲
げ げ
る る そ 車
施 工 の 道
設 作 他 を

物 の 横
も 断
の す

る
も
の

）をあ用げ四

そ し
の 、
他 一
の 時
も 的
の に

設
け
る

路 条 条
面 第 第
下 七 五
に 号 号
設 に に

つ方占
きメ用
一ー面
月ト積
ル一

つ方占 月一
きメ用 基
一ー面 に
年ト積 つ
ル一 き

も
の

つ方そ つ方
きメの きメ
一ー面 一ー
月ト積 日ト
ル一 ル

に
〇
・
〇
一

に

た六
額をに に に
乗〇 〇 〇
じ・ ・ ・
て〇 〇 〇
得一 二 二

八 を
た七 を 乗
額をに 乗 じ

に平

た六
額をに
乗〇 一
じ・ 七 九
て〇 七 〇
得一 円 円

た七
額をに

に平 一

一
に 、
〇 七 九 九
・ 七 三 〇
〇 〇 〇 〇
二 円 円 円
八
を 一
乗 、

に平 に

一
九 一
〇 九
円 円

〇
・
〇
一

に
〇
・
〇
一

乗〇 じ て
じ・ て 得
て〇 得 た
得一 た 額

額
額を
乗に
じ〇
て・
得〇
た二

乗〇 一
じ・ 六 一
て〇 四 〇
得一 円 円

額を
乗に
じ〇
て・ 五 七
得〇 六 六
た二 円 円

じ 六 五 一
て 四 三 〇
得 〇 〇 〇
た 円 円 円
額

五 三 七
六 八 六
〇 〇 〇
円 円 円

一
一 一
〇 一
円 円

七
六 八
円 円

五
五



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

分
に
よ
る
も
の

け
る 別 施一 も 表 設の の

占 及 備
用 び 考
物 同 中 そ 上件 条 七 の 空の 第 を 他 に

に第令 令
掲十第 第
げ三七 七
る号条 条

第
もト 十 そ
のン 二 の
にネ 号 他

建応に第令 場
築急掲十第
物仮げ一七
設る号条

上 けト
空 るン
に もネ

動設掲第令
車及げ十第
駐びる号七
車自施に条

そ 建 そ
の 築 の
他 物 他と

す
る
。

所 十 八 の 設在 三 と も け地 号 し の るの 」 、 も区 に 六 の分 改 を
は め 七
、 、 と
次 同 し
の 備 、
と 考 同
お 中 備

限ル に の
るの 掲 も
。上 げ の
）又 る
のは 器
路自 具
面動
下車
に専
設用
け道

設 のル
け の
る 上
も 又
の は

高
架
の
道
路
の

の の
も も
の の

り 五 考
と を 五
し 六 中
、 と 「
各 し 第
年 、 七
度 一 条
の か 第
初 ら 九
日 四 号
後 ま 及

る路
も（
の高
架
の

路
面
下
に
設

つ
き
一
年

方占
メ用
ー面
ト積
ル一

に で び
占 を 第
用 二 十 に に物 か 号 〇 〇件 ら 」 ・ ・の 五 を 〇 〇所 ま 「 二 二在 で 第 八 を地 と 七 を 乗の し 条 乗 じ区 、 第

た六
額をに に に
乗〇 〇 〇
じ・ ・ ・
て〇 〇 〇
得一 二 二

八 八
た七 を を
額をに 乗 乗

た六 た
に 額をに 額
〇 乗〇
・ じ・
〇 て〇
二 得一
を
乗 た七 た
じ 額をに 額

に平

一 た一
をに に 額を
乗〇 〇 乗
じ・ ・ じ
て〇 〇 て
得一 二 得

を
二 乗 た二
をに じ 額を

じ て分 二 八 て 得に の 号 得 た変 前 に た 額更 に 掲 額が 次 げ
あ の る
つ よ 施
た う 設
場 に の
合 加 う
は え ち

乗〇 じ じ
じ・ て て
て〇 得 得
得一 た た

額 額
額を
乗に
じ〇
て・
得〇
た二

て 乗〇
得 じ・
た て〇
額 得一

額を た
乗に 額
じ〇
て・
得〇
た二

乗〇 て 乗
じ・ 得 じ
て〇 た て
得一 額 得

四 た四
をに 額を
乗〇 乗
じ・ じ
て〇 て
得一 得

、 る 特
同 。 定
日 連
に 絡
お 路
け 附
る 属
そ 地
の に
区 設

五
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

基 山
金 別 山 口
の 表 口 県
項 中 県 山 条
及 山 資 口 例
び 口 金 県 第
山 県 積 資 十
口 妊 立 金 三
県 婦 基 積 号

山 定 を
平 口 め 乗
成 県 る じ
二 資 こ て
十 金 と 得
六 積 が た
年 立 で 額
三 基 き を

２ １（
料 第 経
の 一 こ 過 こ
額 項 の 措 の

に 条 置 条（
以 規 例 ） 例
下 定 の は

す 施 、「
新 る 行 平

（
施
行
期 附 ハ ロ イ
日
） 則 丙 乙 甲

地 地 地

甲 下 宇
県 健 金 立
民 康 条 基
活 診 例 金
動 査 条（
促 支 昭 例
進 援 和 の
基 基 六 一
金 金 十 部
の の 年 を
項 項 山 改
を 、 口 正
削 山 県 す

月 金 る 超
二 条 。 え
十 例 る
五 の も
日 一 の

部 の
を 占
改 用
正 料
す の
る 額
条 に

占 占 の 成
用 用 際 二
料 物 現 十
額 件 に 六
」 で 道 年
と 改 路 四
い 正 法 月
う 後 一（
。 の 昭 日
） 山 和 か
が 口 二 ら
改 県 十 施

地 関 部
及 市 市
び 、 、
乙 山 防
地 口 府
以 市 市
外 、 、
の 岩 下
区 国 松
域 市 市
を 、 、
い 柳 光

り 口 条 る
、 県 例 条
山 子 第 例
口 宮 三
県 頸 号
緊 が ）
急 ん の
雇 等 一
用 ワ 部
創 ク を
出 チ 次

例 つ
を い
こ て
こ は
に 、
公 改
布 正
す 後
る の
。 条

例

正 道 七 行
前 路 年 す
の 占 法 る
山 用 律 。
口 料 第
県 徴 百
道 収 八
路 条 十
占 例 号
用 ）（
料 以 第

う 井 市
。 市 及

、 び
周 玖
南 珂
市 郡
、 和
山 木
陽 町
小 の
野 区

事 ン の
業 接 よ
臨 種 う
時 緊 に
特 急 改
例 促 正
基 進 す
金 臨 る
の 時 。
項 特
の 例

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か

徴 下 三
収 十「
条 改 二
例 正 条
第 後 第
二 の 一
条 条 項
第 例 又
一 」 は
項 と 第
の い 三

田 域
市 を
並 い
び う
に 。
熊
毛
郡
田
布
施

次 基
に 金
次 の
の 項
よ 、
う 山
に 口
加 県
え 障
る 害
。 者

山 か
わ口 ら

県 ず
、知 新

事 占
用
料

村 額
を

規 う 項
定 。 の
に ） 許
よ 第 可
り 二 を
算 条 受
定 第 け
し 一 て
た 項 設
占 の 置
用 規 さ

町
及
び
平
生
町
の
区
域
を
い

五
七

自
立
支
援
対
策
臨
時
特
例

限
岡 度

と
し

嗣 て
知
事

政 が
別
に

料 定 れ
の に て
額 よ い
に り る
百 算 同
分 定 法
の し 第
百 た 四
二 占 十
十 用 条

う
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

子
育
て
の
文
化

山
口 子 こ
県 平 育 の
条 成 て 条
例 二 の 例
第 十 文 は
十 六 化 、
五 年 の 平
号 三 創 成

山
第 山 口
二 口 県

附 条 県 山 条
中 後 口 例

則 期 県 第「
一 高 後 十
万 齢 期 四
分 者 高 号

例
山 基 こ

平 口 金 の
成 県 の 条
二 後 項 例
十 期 の は
六 高 次 、
年 齢 に 平
三 者 次 成

金 造 山
附 改 口

革 県
則 支 農

援 業
基 構

の
創
造
の
た
め
の
子
育
て
支
援

月 造 二
二 の 十
十 た 六
五 め 年
日 の 四

子 月
育 一
て 日
支 か
援 ら
・ 施
少 行

の 医 齢
八 療 者
」 財 医
を 政 療

安 財「
十 定 政
万 化 安
分 基 定
の 金 化
四 条 基
十 例 金
四 条

月 医 の 二
二 療 よ 十
十 財 う 六
五 政 に 年
日 安 加 三

定 え 月
化 る 三
基 改 十
金 正 一
条 規 日
例 定 か
の は ら

上 化 農
を を 用
図 促 地
る 進 の
こ し 利
と 、 用
。 農 の

業 効
の 率
生 化
産 及

・
少
子
化
対
策
の
推
進
に
関

子 す
化 る
対 。
策
の
推
進
に
関
す
る

（
」 平 例
に 成 の
改 二 一
め 十 部
る 年 を
。 山 改

口 正
県 す
条 る
例 条
第 例

一 、 施
部 公 行
を 布 す
改 の る
正 日 。
す か た
る ら だ
条 施 し
例 行 、
を す 別
こ る 表

性 び
の 高
向 度

る 中
と 欄
認 に
め 掲
る げ
経 る

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

こ 。 中
に 山
公 口
布 県
す 県
る 民
。 活

動
促
進
基

費 設
の 置
財 の
源 目
に 的
充 を
て 達
る 成
と す
き る
。 た

る
条
例

山 例
を口 こ

県 こ
に知 公

事 布
す
る

村 。

に
改
正
す
る
。

山 金
の口 項

県 を
削知 り

事 、
山
口

村 県
緊

め
知
事
が
必
要
が
あ

岡

嗣

政

急
岡 雇

用
創

嗣 出
事
業

政 臨
時
特

五
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

平
成
二
十
六
年
三

指 務 的 規
定 を な 定
障 行 提 に
害 う 供 よ
福 こ の り
祉 と 推 改
サ が 進 正
ー で に 法

２ １（ （
経 う ど 施

山 過 。 こ 行も
口 措 ） の 期に
県 置 の 条 日関
子 ） 施 例 ）す
育 行 はる
て の 、教
文 日 平育

三 二
二 事

附 項 就 子 務
及 学 ど

則 び 前 も
第 の ・
二 子 子
十 ど 育

る
一 第 。 子

次 十 育
子 に 七 て
育 掲 条 の
て げ 第 文
支 る 一 化
援 事 項 の
・ 務 を 創

月
二
十
五
日

ビ き 関 の
ス る す 施
の 。 る 行
事 法 の
業 律 日
等 前（
の 平 に
人 成 お
員 十 い
、 八 て
設 年 も
備 法 行

化 か 成、
審 ら 二保
議 施 十育
会 行 六等
は す 年の
、 る 四総
第 。 月合
十 一的
七 日な
条 か提
第 ら供
一 施

二 も て
条 に 支
第 関 援
二 す 法
項 る （
の 教 平
規 育 成
定 、 二
に 保 十
よ 育 四
り 等 年
そ の 法

少 を 次 造
子 行 の の
化 わ よ た
対 せ う め
策 る に の
に た 改 子
関 め め 育
す 、 る て
る 審 。 支
重 議 援
要 会 ・
事 を

及 律 う
び 第 こ
運 七 と
営 十 が
に 七 で
関 号 き
す ） る
る 第 こ
基 十 と
準 七 と
等 条 さ

の
項 行推
の す進
改 るに
正 。関規 たす定 だる し法（
同 、律項 第の第 十一三 七

の 総 律
権 合 第
限 的 六
に な 十
属 提 五
さ 供 号
せ の ）
ら 推 第
れ 進 七
た に 十
事 関 七

少
項 置 子
に く 化
つ 。 対
い 策
て のの 推調 進査 に及 関び す審

を 第 れ
定 三 た
め 項 改
る の 正
条 規 法
例 定 に
の に よ
一 よ る
部 り 改
を そ 正
改 の 後

部号 条をに 第改係 一正る 項す部 のる分 改
法に 正
律限 規

る 定（
平。 （
成） 同

項 す 条
の る 第
調 法 四
査 律 項
審 各（
議 平 号
に 成 に
関 十 掲
す 八 げ
る 年 る
事 法 事

る議 条並 例び
に （

平子 成育 十て 九支
年援
山・
口少

山
口
県
知
事

村

正 権 の
す 限 就
る に 学
条 属 前
例 さ の
を せ 子
こ ら ど
こ れ も
に た に
公 事 関
布 項 す

二の 項
十施 第
四行 三
年の 号
法日 に
律前 係
第に る
六お 部
十い 分
六て に
号も 限

務 律 務
第
七
十
七
号
）
第
十
七
条

県子
条化
例対
第策
四に
十関
六す
号る
）施
の策
一に

岡

嗣
五
九

政

す の る
る 調 教
。 査 育

審 、
議 保
に 育
関 等
す の
る 総
事 合

。、 る
以改 。
下正 ）

法 は「
改附 、
正則 就
法第 学
」九 前
と条 の

の い 子

第
三
項
、
第
二
十
一
条
第

部つ
をい
次て
のの
よ建
う議
にに
改関
正す

る す



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

場
合
は
、
こ
の
限
り

２ 第 入（
活 五 従 浴 第

指 援 十 業 、 五
定 助 八 者 排 十
共 事 条 ） せ 八
同 業 の つ 条
生 所 二 又 中
活 」 は 「
援 と 指 食 以

第
三 第 第 第
十 七 三 三
八 第 章 十 十
条 七 を 六 五
か 章 次 条 条
ら の 第 第
第 削 よ 二 一
四 除 う 項 項

あ 五
第 っ 第 第 十
三 て 四 九五
十 、 条 条条
三 常 第 ）第
条 時 一 」二
中 介 項 を項

護 中中「 「
、 を 第 第「「

改 山
目 正 指 口
次 す 定 県
中 る 障 指 条

。 害 定 例「
第 福 障 第
七 祉 害 十
章 サ 福 六

ー 祉 号
で
な
い
。

助 い 定 事 下
の う 共 の 」
従 。 同 介 を
業 ） 生 護 「
者 に 活 」 次
は は 援 を 章
、 、 助 加 に
専 規 の え 規
ら 則 事 、 定
指 で 業 同 す
定 定 を 条 る
共 め 行 の 外

十 に 中 中
二 改 「 「
条 め 共 及
ま る 同 び
で 。 生 第

活 五
削 介 十
除 護 八

」 条
を に

規「
共 定

第 要 第 十 十で
六 す 七 三 三あ
条 る 章 章 章っ
、 も か のて
第 の ら 二 指常
八 」 第 定時
条 に 十 外 共介
」 改 三 部 同護
を め 章 サ 生を

る ま ー 活要「
か 。 で ビ 援す
ら 」 ス 助

指 ビ サ
定 ス ー
共 の ビ
同 事 ス
生 業 の
活 等 事
介 の 業
護 人 等

員 の（
第 、 人
三 設 員
十 備 、

同 る う 次 部
生 員 者 に サ
活 数 次 ー（
援 の 以 の ビ
助 世 下 三 ス
事 話 条 利「
業 人 指 を 用
所 、 定 加 型
の 生 共 え 指
職 活 同 る 定
務 支 生 。 共

同 す
生 る
活 指
援 定
助 共
」 同
に 生
改 活
め 援
る 助
。 の

る
第 を 利障 （
八 用 第害 「
条 第 型 五者
ま 八 指 十」
で 章 定 八を
」 か 共 条「に ら 同又改 第 生 第はめ 十 活 五重、 三 援 十度 章 助 九

八 及 設
条 び 備

運 及
第 営 び
四 に 運
十 関 営
二 す に
条 る 関
） 基 す
」 準 る
を 等 基

に 援 活 同
従 員 援 生
事 及 助 活
す び 事 援
る サ 業 助
者 ー 者 を
で ビ 」 除
な ス と く
け 管 い 。
れ 理 う 以
ば 責 。 下

事
業
を
行
う
者
」
を
削
る
。

の「
除 の 条知 （
く 二 第 ）的。 ま 五障） で 十害」 」 九若の に 条し下 改 のくに め 二は る ・「 精、 。 第

神第 五

を 準「
第 定 等
七 め を
章 る 定

条 め
削 例 る
除 条（
」 平 例
に 成 の
、 二 一

十 部
な 任 ） こ
ら 者 が の
な を 当 章
い 置 該 に
。 か 事 お
た な 業 い
だ け を て
し れ 行 」
、 ば う に
利 な 事 改
用 ら 業 め

障十 十
害八 九
に条 条
よ」 の
りを 三
行加 ）
動え 」
上る に
著。 改
し め
い る

「
第 四 を
十 年 改
三 山 正
章 口 す

県 る
指 条 条
定 例 例
共 第
同 四
生 十
活 号

者 な 所 、
の い （ 「
支 。 以 相
援 下 談
に 」「
支 指 の
障 定 下
が 共 に
な 同 「
い 生 、

困 。
難
を
有
す
る
障
害
者
で

援 ）
助 の

一（
第 部
五 を
十 次
八 の
条 よ
・ う
第 に

六
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

円 下
滑 同
に じ
提 。
供 ）
す の
る 事
こ 業

第
生 業 型 あ 五
活 を 共 っ 十
援 行 同 て 九
助 う 生 、 条
計 者 活 当 の
画 が 援 該 二
に 委 助 指
基 託 計 定 外

３（
外 第 第 う
部 十 五 前 。
サ 第 三 十 項 ）
ー 十 章 九 に と
ビ 三 の 条 規 密
ス 章 次 中 定 接
利 の に す な「
用 二 次 及 る 連

２ 第 （
当 地 五 設

指 域 十 備該
定 に 八 ）サ
共 あ 条テ
同 り のラ
生 、 四イ
活 かト
援 つ 指型

２ 第 （
ス た 五 管

指 事 だ 十 理
定 業 し 八 者
共 を 、 条 ）
同 行 指 の
生 う 定 三
活 事 共
援 業 同 指

と は
に 、
よ 外
り 部
、 サ
利 ー
用 ビ
者 ス
が 利
地 用
域 型
に 共

づ す 画 共 部
き る 」 同 サ
行 指 と 生 ー
わ 定 い 活 ビ
れ 居 う 援 ス
る 宅 。 助 利
入 介 ） の 用
浴 護 の 事 型
、 の 作 業 指
排 事 成 が 定
せ 業 、 行 共
つ を 相 わ 同

型 の び 設 携
指 外 一 第 備 を
定 部 章 七 に 確
共 サ を 章 関 保
同 ー 加 し し（
生 ビ え 第 必 つ
活 ス る 三 要 つ
援 利 。 十 な 、
助 用 八 基 本
の 型 条 準 体
原 指 及 は 住
則 定 び 、 居

助 、 定住
事 入 共居
業 所 同以
所 に 生外
に よ 活の
は り 援共
、 サ 助同
一 ー に生
以 ビ 係活
上 ス る住
の を 共居
共 提 同

助 所 生 定
事 、 活 共
業 障 援 同
所 害 助 生
の 者 事 活
管 支 業 援
理 援 所 助
者 施 の 事
は 設 管 業
、 等 理 者
適 の 上 は
切 職 支 、

お 同
い 生
て 活
共 援
同 助
し 計
て 画
自 に
立 基
し づ
た き

、 行 談 れ 生
食 う そ る 活
事 者 の 事 援
の 他 業 助（
介 以 の 所 （
護 下 日 の 共
そ 常 従 同「
の 受 生 業 生
他 託 活 者 活
の 居 上 に 援
日 宅 の よ 助

） 共 第 規 と
同 四 則 は
生 十 で 別
活 二 定 の
援 条 め 場
助 を る 所

除 。 で
く 運
。 営
） さ
」 れ

で
同 供 生あ
生 す 活っ
活 る 住て
住 施 居、
居 設 は当 、該 （ （
サ 以 住サ テ 下 宅テ ラ 地ラ 「
イ 入 又イ ト 所 は

な 務 障 指
指 に が 定
定 従 な 共
共 事 い 同
同 さ 場 生
生 せ 合 活
活 る は 援
援 こ 、 助
助 と 当 事
を が 該 業
提 で 指 所

日 、
常 受
生 託
活 居
又 宅
は 介
社 護
会 サ
生 ー
活 ビ
を ス

常 介 援 り に
生 護 助 行 係
活 サ わ る（
上 ー 以 れ 指
の ビ 下 る 定
援 ス 当 障「
助 事 基 該 害

業 本 指 福（
以 者 サ 定 祉
下 」 ー 共 サ

と ビ 同 ー

を る
削 共
り 同
、 生
同 活
条 住
後 居
段 を
を い
削 う
る 。

ト 型 施 住型 住 設 宅住 居 」 地居 と と（に 当 い 同入 該 う 程居 サ 。 度
す テ ） に
る ラ 又 利
者 イ は 用
に ト 病 者

供 き 定 ご
す る 共 と
る 。 同 に
た 生 専
め 活 ら
に 援 そ
必 助 の
要 事 職
な 業 務
知 所 に
識 の 従

営 事
む 業
こ 者
と に
が よ
で る
き 受
る 託
よ 居
う 宅
、 介

「
受 い ス 生 ビ
託 う 」 活 ス
居 。 と 援 （
宅 ） い 助 以
介 に う に 下
護 よ 。 係 「
サ り ） る 指
ー 、 及 計 定
ビ 当 び 画 共
ス 該 当 同（
」 外 該 以 生

。 ）
を
除
く
。
）
を
設
け
な
け

対 型 院 の
す 住 の 家
る 居 敷 族
支 を 地 や
援 設 外 地
を 置 に 域
行 し あ 住
う よ る 民
も う よ と
の と う の

す に 交（

及 他 事
び の す
経 職 る
験 務 常
を に 勤
有 従 の
す 事 管
る さ 理
者 せ 者
で 、 を
な 又 置

当 護
該 サ
利 ー
用 ビ
者 ス

六 の を
一 身 適

体 切
及 か
び つ

と 部 指 下 活
い サ 定 援「
う ー 共 外 助
。 ビ 同 部 」
） ス 生 サ と
を 利 活 ー い
い 用 援 ビ う
う 型 助 ス 。
。 共 の 利 ）
以 同 事 用 で

れ
ば
な
ら
な
い
。

以 る し 流
下 者 な の

に け 機「
本 よ れ 会
体 り ば が
住 設 な 確
居 置 ら 保
」 さ な さ
と れ い れ
い る 。 る

け は か
れ 他 な
ば の け
な 障 れ
ら 害 ば
な 福 な
い 祉 ら
。 サ な

ー い
ビ 。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
営
住
宅
条
例

３ ２
外 び 例
部 こ 運 」 こ
サ の 営 と の
ー 条 に い 条
ビ 例 関 う 例
ス の す 。 の
利 施 る ） 施
用 行 基 第 行

１ よ（ （
経 施 る
過 こ 行 改
措 の 期 附 正
置 条 日 前
） 例 ） 則 の

は 第
、 十
平 三

定 生
め 活 附 第 容 と
る 援 則 一 、 あ
条 助 第 項 受 る
例 の 五 中 託 の
の 事 項 居 は「
一 業 中 世 宅 「
部 話 介 従（ 「
を 以 第 人 護 業

第 （
を 五 準 か 精
除 十 用 つ 神
く 九 ） 効 の
。 条 果 状
） の 的 況
の 三 に 並
規 行 び
定 第 う に

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

型 の 準 七 の
指 際 等 章 際
定 現 を に 現
共 に 定 規 に
同 改 め 定 改
生 正 る す 正
活 前 条 る 前
援 の 例 指 の
助 条 定 指（
の 例 以 共 定
事 第 下 同 障
業 十 生

成 章
二 に
十 規
六 定
年 す
四 る
月 指
一 定
日 共
か 同
ら 生
施 活

改 下 四 、 サ 者
正 十 生 ー の「
す 指 一 活 ビ 勤
る 定 条 支 ス 務
条 共 第 援 事 の
例 同 一 員 業 体

生 項 」 者 制（
平 活 と 及 、（
成 介 第 あ び 外
二 護 五 る 受 部
十 の 十 の 託 サ
六 事 九 は 居

は 二 も そ
、 章 の の
外 で 置（
部 第 な か
サ 五 け れ
ー 条 れ て
ビ か ば い
ス ら な る
利 第 ら 環
用 八 な 境
型 条 い に
指 ま 。 応

こ
に
公
布
す
る
。

害「
を 三 改 活 福
行 章 正 介 祉
う に 後 護 サ
事 規 の の ー
業 定 条 事 ビ所 す 例 業 スと る 」 を のみ 指 と 行 事な 定 い う 業す 共 う 事 等。 同 。 業

行 援
す 助
る の
。 事

業
」
に
、
「
指
定

ー
年 業 条 宅 ビ「
山 等 」 基 介 ス
口 」 を 本 護 利
県 と サ サ 用「
条 い 第 ー ー 型
例 う 五 ビ ビ 指第 。 十 ス ス 定十 ） 八 の 事 共六 」 条 提 業 同号 を の 供 者 生） 四 に が

定 で じ
共 及 て
同 び 共
生 第 同
活 十 生
援 一 活
助 条 住
の を 居
事 除 に
業 く お
に 。 いの生 ） 所 人活 第 に 員援 十 つ 、助 三 い 設の 章 て 備事 に は 及業 規 、 びを 定 改

運行 す 正
営う る 後
に事 指 の

共
同
生
活
介
護
の
事
業
等
を

活「
に 指 第 当 受 援よ 定 一 た 託 助る 障 項 る 居 の改 害 世 宅（ 事正 福 第 話 介 業前 祉 五 人 護 をの サ 十 」 サ 行第 ー 九 と ー う七 ビ 条 読 ビ

者章 ス の み ス
とに の 三 替 の

つ ） て
い 、 相
て 第 談
準 二 、
用 十 入
す 条 浴
る か 、
。 ら 排
こ 第 せ
の 二 つ
場 十 又

関業 定 指
す所 共 定
るは 同 障
基、 生 害
準改 活 福
等正 援 祉
を後 助 サ
定の の ー
め条 事 ビ
る例 業 ス
条第 を の

」
を
「
指
定
共
同
生
活
援
助

受規 事 」 え 事
託定 業 に る 業
居す 等 、 も を
宅る の の 行「
介指 人 指 と う
護定 員 定 す 事
サ共 、 共 る 業
ー同 設 同 。 所
ビ生 備 生 の
ス活 及 活 名
事介 び 介 称

合 二 は
に 条 食
お ま 事
い で の
て 及 介
、 び 護
第 前 そ
九 章 の
条 他（
中 第 の

五 日
例十 行 事

三 う 業 （
以章 事 等
下の 業 の

二 所 人 「
改に と 員
正規 み 、
前定 な 設
のす す 備

る 。 及 条

の
事
業
を
」
に
改
め
る
。

業護 運 護 」
者の 営 の と
の事 に 事 、
業業 関 業 第
務又 す 及 五
のは る び 十
分同 基 指 八
担条 準 定 条
の例 等 共 の

に を 同 二 内

「
従 十 常
業 八 生
者 条 活
の 及 上
勤 び の
務 第 援
の 五 助
体 十 を
制 九 適
」 条 切

六
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
工
業
用
水
道

こ 第 山
の 五 口
条 附 条 県 山
例 を 公 口
は 則 削 営 県
、 り 企 公
平 、 業 営
成 第 の 企

山
口 山 こ
県 平 口 の
条 成 県 条
例 二 公 例
第 十 営 は
十 六 企 、
八 年 業 平
号 三 の 成

第 五 第
九 住 七

附 条 宅 犯 条
第 に 罪 第

則 三 居 被 三
項 住 害 項
第 す 者 に
四 る 等 次

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
営 口 例 二
住 県 第 十
宅 営 十 六
条 住 七 年
例 宅 号 三

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

二 六 設 業
十 条 置 の
六 を 等 設
年 第 に 置
四 五 関 等
月 条 す に
一 と る 関
日 し 条 す
か 、 例 る
ら 第 条（
施 七 昭 例
行 条 和 の

月 設 二
二 置 十
十 等 六
五 に 年
日 関 四

す 月
る 一
条 日
例 か
の ら
一 施
部 行

号 こ 基 の
中 と 本 一

が 法 号「
同 困 を（
条 難 平 加
第 と 成 え
三 な 十 る
項 つ 六 。
第 た 年
三 も 法
号 の 律
」 第

条 月（
昭 例 二
和 の 十
二 一 五
十 部 日
七 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

す か 四 一
る ら 十 部
。 第 一 を

九 年 改
条 山 正
ま 口 す
で 県 る
を 条 条
一 例 例
条 第
ず 四

を す
改 る
正 。
す
る
条
例
を
こ
こ
に

の 百
下 六
に 十

一「
若 号
し ）
く 第
は 二
第 条
五 第
号 二

第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次

つ 十
繰 六
り 号
上 ）
げ の
る 一
。 部

を
次
の
よ

公
布
す
る
。

」 項
を に
加 規
え 定
る す
。 る

犯
罪
被
害
者

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

村

等
で
同
条
第
一
項
に
規
定
す

山
口
県
知
事

村

六
三

岡

嗣

政

る
犯
罪
等
に
よ
り
従
前
の

岡

嗣

政



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

周
南
工
業
用

別
表
第
二
周
南
工
業

第 四 第 二 第 第
二 十 十 十
十 特 九 使 九 五
条 定 条 用 条 条
中 使 第 料 第 第

用 二 金 二 一「
そ 料 項 項 項
の 金 に 前 中 中

山
山 口
口 県 平
県 山 条 成
工 口 例 二
業 県 第 十
用 工 十 六
水 業 九 年
道 用 号 三

水
道

特 特 使
定

定 用使
用 料 料
料
金 金 金

用
水
道
の
項

基 及
び

本 向
道

料 ・
川

金 上

翌 次 号 「 「
月 前 の に 一 使
の 号 一 定 ・ 用
二 に 号 め 〇 量
十 定 を る 五 （
日 め 加 水 」 」
」 る え 量 を を
を 水 る に 「 「

量 。 対 一 水「
管 に 応 ・ 量
理 対 す 〇 （
者 応 る 八 」

条 水 月
例 道 二

条 十（
昭 例 五
和 の 日
三 一
十 部
七 を
年 改
山 正
口 す
県 る

第

四

種

そ そ 六
れ れ 十

工
業

第 第 第 用
水

二 四 二 道
の

種 種 種 項
を
次

一 六 二 の
円 円 十 よ

が す 使 」 に
定 る 用 に 改
め 使 量 改 め
る 用 め る
日 量 、 。
」 第
に 二
改 号
め を
る 第
。 三

条 条
例 例
第
五
十
三
号
）
の
一
部

ぞ ぞ 銭
れ れ
の の
使 基
用 本
料 料
金 金
の の
料 料
率 率

十 六 五 う
銭 十 円 に

銭 八 改
十 め
銭 る

。

号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
一
号
を
加
え
る
。

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

六
四



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

一
般
職
に
属
す
る
学

山
口 一
県 平 般

一 条 成 職
般 例 二 に
職 第 十 属
に 二 六 す
属 十 年 る
す 号 三 学

こ 別
の 表
条 附 第
例 二
は 則 佐
、 波
平 川
成 工

向
道
・
川
上
工
業

校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

る 月 校
学 二 職
校 十 員
職 五 の
員 日 給
の 与
給 に
与 関
に す
関 る
す 条
る 例

二 業
十 用
六 水
年 道
四 の
月 項 特
一 中 定
日 使「
か 十 用ら 三

料施 円
行 七 金

用
水
道

特 使

定 用

料 料

金 金

基

本

料

金
（
昭
和
二
十
七
年
山
口
県
条

条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条
る 例
条 を

す 十
る 銭
。 」

を
「
十
三
円
五
十 そ
銭 れ

第 第 第

四 二 一

種 種 種

そ 二 七 二
れ 十 十 十

第 第 第

四 二 一

種 種 種

四 五 四
円 円 円

例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

例 こ
こ
に
公
布
す
る
。

」 ぞ
に れ
改 の
め 使
る 用
。 料

金
の
料
率

ぞ 銭 銭 銭
れ
の
基
本
料
金
の
料
率

九 九 七
十 十 十
銭 銭 銭

よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

村

六
五

岡

嗣

政



平平平
成成

火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二二
十十
六六
年年
三三
月月
二二
十十
五五
日日
発印
行刷

こ
の
条 附
例
は 則
、
平
成

山
別 山 口
表 口 県 平
山 県 山 条 成
口 立 口 例 二
県 高 県 第 十
立 等 立 二 六
徳 学 高 十 年
山 校 等 一 三

山 こ 別
口 の 表
県 条 附 第
立 例 五
高 は 則 の
等 、 一
学 平 級
校 成 の

発発
行行
人所

山山
口口
県

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

北 等 学 号 月
高 条 校 二
等 例 等 十
学 条 五（
校 昭 例 日
の 和 の
項 三 一
及 十 部
び 九 を
山 年 改
口 山 正
県 口 す

等 二 項
条 十 中
例 六 「
の 年 周
一 四 防
部 月 大
を 一 島
改 日 町
正 か 立
す ら 和
る 施 田
条 行 小

県知
事庁

す
る
。

立 県 る
佐 条 条
波 例 例
高 第
等 五
学 十
校 一
の 号
項 ）
を の
削 一

例 す 学
を る 校
こ 。 」
こ を
に 削
公 る
布 。
す
る
。

る 部
。 を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 山

口
県
知
事

村

岡

嗣

政

六
六


